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ポ
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リ
ス
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意
見
書
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
起
草
委
員
の
�
人
で
あ
り
、﹃
民
法
典
序
論
﹄
を
執
筆
し
た
ポ
ル
タ
リ
ス
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
筆
者
は
、
別
稿
に
お
い
て
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
大
学
で
受
け
た
法
学
教
育
や
弁
護
士
時
代

の
活
動
を
概
観
し
た）

1
（

。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
ポ
ル
タ
リ
ス
は
﹃
婚
姻
に
関
す
る
法
律
案
の
理
由
書
﹄
を
執
筆
す
る
ほ

か
、﹃
民
法
典
序
論
﹄
に
お
い
て
も
婚
姻
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
起
草
と
同
時
並
行
的
に
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と

の
政
教
条
約
［C

oncordat
］
締
結
の
た
め
の
交
渉
に
も
従
事
し
、
そ
の
後
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
下
で
宗
教
大
臣
に
も
就
任
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
ポ
ル
タ
リ
ス
は
婚
姻
法
（
ひ
い
て
は
家
族
法
）
に
も
教
会
法
（
な
い
し
宗
教
問
題
）
に
も
造
詣
の
深
い
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

片
鱗
は
彼
の
若
き
日
の
著
作
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
重
要
な
文
献
が
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
�
�
�
〇
年
に
弁
護
士
と
し
て
著

し
た
﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
鑑
定
意
見
書
﹄（
以
下
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
と
す
る
））

2
（

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
ポ
ル
タ
リ
ス
の
輝
か
し
い
業
績
の
礎
と
な
っ
た
こ
の
鑑
定
意
見
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
こ
の
鑑

定
意
見
書
が
い
か
な
る
背
景
の
も
と
で
執
筆
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
及
び
彼
ら
の
婚
姻
が
い
か
な
る
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
か
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
先
行
業
績
が
存
在
す
る）

3
（

。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
土
志
田
佳
枝
﹁
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
婚
姻
（
�
）﹂
に
よ
り
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
撤
回
後
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
立
法
の
展
開
を
以
下
に
お
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
﹁
ナ
ン
ト
の
勅
令
は
、
ル
イ
�
四
世
の
�
六
�
五
年
�
〇
月
﹃
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
﹄（﹃
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
に
関
す
る
勅
令
﹄）

に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
宗
教
的
実
践
を
目
的
と
す
る
集
会
を
禁
止
さ
れ
た
（
�
条
）。
そ
し
て
、｢

ナ
ン
ト
の
勅
令｣

撤
回
後
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も
王
国
に
残
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
い
つ
し
か
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
新
改
宗
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
く
。﹂）
4
（

　
﹁
�
六
�
五
年
�
〇
月
�
�
日
署
名
さ
れ
、
�
�
日
に
パ
リ
高
等
法
院
に
登
録
さ
れ
た
﹃
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
﹄
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

に
改
宗
し
な
い
牧
師
に
対
し
て
、
ガ
レ
ー
船
徒
刑
の
刑
を
科
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
退
去
を
命
じ
た
が
（
四
条
）、
�
般
信
徒
で
あ
る
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
に
は
、
勅
令
の
最
後
に
お
い
て
、
神
に
よ
っ
て
光
で
照
ら
さ
れ
る
べ
き
時
、
つ
ま
り
改
宗
の
時
を
待
つ
な
か
で
、
王
国
に
残
る
こ
と
が
許

さ
れ
た
。﹂）
5
（

　
﹁
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
自
分
た
ち
の
宗
教
を
﹃
改
革
宗
教
（religion reform

ée

）﹄
で
あ
る
と
自
負
を
持
っ
て
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
を
国
家
の
宗
教
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
立
法
の
な
か
で
、
彼
ら
は
﹃
自
称
改
革
宗
教
（R

. P. R
; religion prétendue reform

ée

）﹄

の
者
た
ち
と
呼
ば
れ
る
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ル
イ
�
四
世
は
、
改
宗
ま
で
の
間
、
礼
拝
を
は
じ
め
と
し
て
集
会
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条

件
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
も
、
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
彼
ら
に
王
国
に
居
住
し
、
商
売
を
継
続
し
、

財
産
を
享
有
す
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
国
で
は
既
に
こ
れ
ま
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
改
宗
を
迫
る
竜
騎
兵
が
展
開
す

る
ド
ラ
ゴ
ナ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
迫
害
に
よ
っ
て
、
暴
力
で
改
宗
が
強
制
さ
れ
、
多
く
の
血
が
流
さ
れ
て
い
た
。﹂）
6
（

　
﹁
そ
の
後
、ル
イ
�
四
世
は
、�
六
�
�
年
三
月
勅
令
に
よ
っ
て
、臣
民
全
体
に
対
し
﹃
本
人
の
主
任
司
祭
の
立
ち
会
い
﹄
を
命
じ
て
い
る
。﹂﹁
�

六
�
�
年
三
月
勅
令
以
降
、婚
姻
に
立
ち
会
う
の
は
主
任
司
祭
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
よ
い
の
で
は
な
く
、本
人
の
主
任
司
祭
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。﹂

﹁
こ
の
勅
令
の
三
个
月
後
、
�
六
�
�
年
六
月
�
五
日
国
王
宣
言
は
、
契
約
当
事
者
の
主
任
司
祭
以
外
の
司
祭
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
婚
姻
を
改
め

て
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
婚
姻
の
立
ち
会
い
に
本
人
の
主
任
司
祭
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
婚
姻
当
事
者
が
ど
こ
か
の
小
教
区
に
属
し
て
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の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
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見
書
に
つ
い
て

い
な
け
れ
ば
婚
姻
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
合
法
的
な
婚
姻
の
手
続
を
求
め
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
婚
姻
を
挙
行

し
よ
う
と
し
た
。﹂）
7
（

　
﹁﹃
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
﹄
と
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
新
改
宗
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
法

を
遵
守
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
婚
姻
挙
式
を
行
う
た
め
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
に
よ
る
改
宗
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。﹂﹁
婚
姻

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
の
身
分
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
婚
姻
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。﹂﹁
改
宗
と
婚
姻
の
許
可
を
望
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
与
え
た
試
練
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
に
参
加

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
改
宗
を
認
め
ら
れ
る
ま
で
教
会
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
司
教
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

期
間
を
四
カ
月
と
す
る
司
教
も
い
れ
ば
、
六
か
月
、
�
年
と
い
う
よ
う
に
定
め
て
い
た
司
教
も
い
た
の
で
あ
る
。
試
練
は
よ
り
厳
し
く
、
そ
し
て

改
宗
は
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
合
法
的
に
婚
姻
す
る
こ
と
を
諦
め
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
な
か
に
は
、
次
第
に
、
外
国

で
婚
姻
挙
式
を
行
う
者
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
、
王
国
内
に
潜
入
す
る
か
、
潜
伏
し
て
い
た
牧
師
た
ち
の
前
で
、
秘
密
裏
に
自
分
た
ち
の
婚

姻
を
挙
行
す
る
者
た
ち
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
任
司
祭
か
ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
婚
姻
を
受
け

取
る
こ
と
を
あ
え
て
拒
ん
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
、
国
家
法
の
定
め
る
手
続
に
の
っ

と
ら
ず
婚
姻
し
た
�
�
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
人
々
は
﹃
荒
野
の
婚
姻
（le m

ariage désert

）﹄
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
婚
姻
す
る
た
め
の
法
律
は
不
必
要
で
あ
る
と
当
時
考
え
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
﹃
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
﹄
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
法
的
擬
制
と
法
律
の
沈
黙
は
、﹃
カ
ト
リ
ッ
ク
に
あ
ら
ざ
る
者
た
ち
﹄
に
出
生
、
婚
姻
、
死
亡

の
民
事
身
分
を
与
え
た
�
�
�
�
年
�
�
月
﹃
寛
容
令
﹄
ま
で
約
�
〇
〇
年
間
続
く
の
で
あ
る
。﹂）
8
（

�
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一　
『
鑑
定
意
見
書
』
執
筆
の
背
景

　

ポ
ル
タ
リ
ス
は
�
�
四
六
年
に
生
ま
れ
、
�
�
六
五
年
に
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
エ
ク
ス
［A

ix

］
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
弁
護
士
と
な
っ

た
）
9
（

。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
を
執
筆
し
た
の
は
弱
冠
�
四
歳
の
時
で
あ
り
、
弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら
五
年
し
か
た
っ
て
い
な

か
っ
た
。
な
ぜ
、
か
よ
う
に
若
い
地
方
の
法
律
家
が
、
国
家
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
鑑
定
意
見
書
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
鑑
定
意
見
書
は
当
時
政
権
の
中
枢
に
い
た
有
力
な
国
務
大
臣
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵）
₁₀
（

の
依
頼
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る）
₁₁
（

。

で
は
、
な
ぜ
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
鑑
定
意
見
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

�
�
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
ゆ
る
が
し
た
宗
教
問
題
は
大
別
す
れ
ば
次
の
三
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
、
イ
エ
ズ
ス
会
で
あ
る）
₁₂
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
�
�
六
�
年
の
パ
リ
高
等
法
院
の
判
決
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
追
放
（
解
散
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
る）
₁₃
（

。
木
㟢
喜
代
治
は
、﹁
イ
エ
ズ
ス
会
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
の
弾
圧
に
積
極
的
で
あ

っ
た
以
上
、
そ
の
解
散
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。﹂）
₁₄
（

と
推
測
し
て
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

ィ
ズ
ム
に
関
し
て
言
え
ば
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
国
務
大
臣
在
任
中
の
大
き
な
事
件
と
し
て
は
、
�
�
六
�
年
に
起
き
た
カ
ラ
ス
事
件）
₁₅
（

が

あ
る
。
こ
れ
は
、﹁
息
子
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
殺
害
に
お
よ
ん
だ
、
と
の
疑
い
で
﹂
有
罪
と
さ
れ
、
処
刑
さ
れ

た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
ジ
ャ
ン
・
カ
ラ
ス
の
冤
罪
事
件
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、
�
�
六
五

年
に
再
審
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
と
の
間
で
�
�
五
�
年
か
ら
�
�
�
六
年
ま
で
の
長
期
間
、
頻
繁
に
文
通
し
て
い
る）
₁₆
（

。
シ
ョ
ワ
ズ

ー
ル
公
爵
が
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
思
想
の
影
響
を
、
こ
れ
ら
の
手
紙
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
�
�
六
�
年
か
ら
、
こ
れ

�
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六

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

ら
の
手
紙
の
中
で
ス
イ
ス
の
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
［V

ersoy, V
ersoix

］
と
い
う
町
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る）
₁₇
（

。
シ
ム
セ
ヴ
ィ
ッ
チ
ュ
に

よ
れ
ば
、
ポ
ル
タ
リ
ス
に
鑑
定
意
見
書
の
依
頼
を
し
た
当
時
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
と
い
う
新
し
い
町
に
市
民
的
寛
容
を
確

立
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
さ
れ
る）
₁₈
（

。
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
文
通
の
中
で
、
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
と
い
う
地
名
は
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
が
関
わ
っ
た
も
う
�
つ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
冤
罪
事
件
で
あ
る
シ
ル
ヴ
ァ
ン
事
件）
₁₉
（

に
関
連
し
て
登
場
す
る
。
シ
ル
ヴ
ァ
ン
事
件

で
は
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
�
家
は
ス
イ
ス
に
逃
亡
し
、
被
告
人
欠
席
の
ま
ま
、
�
�
六
四
年
三
月
�
�
日
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
高
等
法
院
は
有
罪
判

決
を
下
す）
₂₀
（

。
そ
の
後
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
働
き
か
け
に
よ
り
国
王
国
務
会
議
に
再
審
の
請
願
が
出
さ
れ
る
が
、
�
�
六
�
年
三
月
�
日
、
国

王
国
務
会
議
は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
の
請
願
を
受
理
で
き
な
い
と
し
た）
₂₁
（

。
そ
の
直
後
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
宛
て
た
�
�
六
�

年
三
月
�
六
日
付
の
手
紙
の
中
で
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
�
家
が
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
家
に
い
る
こ
と
を
自
分
（
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
）
は
知
っ
て
い

る
こ
と
、
彼
ら
は
無
実
で
あ
る
と
自
分
（
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
）
は
信
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
で
彼
ら
の
た
め
に
仕
事
を
世

話
し
て
あ
げ
よ
う
と
提
案
し
て
い
る）
₂₂
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
ス
イ
ス
の
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
を
�
種
の
避
難
所
と
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次

に
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
を
巡
る
計
画
の
背
景
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
�
世
の
許
を
辞
し
て
、
�
�
五
五
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
居
を
定
め
た）
₂₃
（

。
�
�
世
紀
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
人
々
は
次
の
四
つ
の
階
層
に
分
か
れ
て
い
た
。
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
［C

itoyens

］、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
［B

ourgeois

］、
ア
ビ
タ
ン

［H
abitants

］、ナ
テ
ィ
フ
［N

atifs

］
で
あ
る
。
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
生
ま
れ
た
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
や
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
子
で
あ
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
。
ア
ビ
タ
ン
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
に
加
入
し
た
外
国
人
で
生
業
に
励
む

権
利
の
み
を
有
す
る
者
で
あ
る
。
ナ
テ
ィ
フ
は
ア
ビ
タ
ン
の
息
子
あ
る
い
は
子
孫
で
あ
っ
た
。
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
み
が
政
治

的
権
利
を
有
し
て
お
り
、
ア
ビ
タ
ン
と
ナ
テ
ィ
フ
は
政
治
的
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
た）
₂₄
（

。
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�
六
世
紀
、
す
な
わ
ち
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
時
代
に
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
移
住
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
資
格
を
認
め
ら
れ

た
。
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
後
、
こ
の
流
入
は
激
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
の
相
当
数
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
な
っ
た
が
、
大
多
数
は
ア

ビ
タ
ン
の
資
格
に
と
ど
ま
っ
た
。
ア
ビ
タ
ン
の
息
子
や
子
孫
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
住
民
の
う
ち
に
新
た
な
集
団
、
ナ
テ
ィ
フ
を
形
成
し
た
。
ア

ビ
タ
ン
、
ナ
テ
ィ
フ
は
政
治
か
ら
排
除
さ
れ
、
商
取
引
の
自
由
も
有
し
て
い
な
か
っ
た）
₂₅
（

。

　

�
�
世
紀
に
は
ア
ビ
タ
ン
、
ナ
テ
ィ
フ
と
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
間
の
闘
争
が
激
化
し
た
が）
₂₆
（

、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
ナ
テ
ィ
フ
を

擁
護
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ェ
ッ
ク
ス
地
方
［P

ays de G
ex

］
の
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
と
い
う
町
に
避
難

所
［port

］
を
作
り
、
ナ
テ
ィ
フ
を
受
け
入
れ
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
こ
れ
に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ソ

ワ
の
新
都
市
の
建
設
は
�
�
六
�
年
六
月
�
�
日
に
始
ま
り
、
ナ
テ
ィ
フ
の
移
住
が
開
始
さ
れ
た）
₂₇
（

。

　

し
か
し
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
�
�
�
〇
年
�
�
月
�
四
日
に
失
脚
し
た）
₂₈
（

。
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
の
計
画
は
白
紙
に
戻
り
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は

ナ
テ
ィ
フ
を
彼
の
住
む
フ
ェ
ル
ネ
ー
［F
erney
］
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た）
₂₉
（

。

　

ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
日
付
は
�
�
�
〇
年
�
〇
月
�
〇
日
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
失
脚
直
前
に
公

刊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ナ
テ
ィ
フ
の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
亡
命
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
シ
ョ

ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
の
交
流
の
中
で
、
ナ
テ
ィ
フ
の
保
護
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
立
法
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ラ
ヴ
ォ
レ
ー
は
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
偉
大
な
大
臣
で
あ
っ
た
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
衰
退
を
持
ち
こ
た
え
る
努
力
の
中
で
、
こ

れ
ら
の
残
酷
な
行
為
［
ル
イ
�
四
世
以
来
の
反
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
諸
法
律
を
指
す―

引
用
者
注
］
に
終
止
符
を
打
と
う
と
試
み
た
。
し

か
し
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
懇
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
イ
�
五
世
は
こ
の
野
蛮
な
法
律
を
緩
和
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
、
と）
₃₀
（

。
ま
た
、

当
時
、
婚
姻
は
、
婚
姻
契
約
の
際
の
嫁
資
に
基
づ
い
て
税
が
課
さ
れ
る
の
で
、
国
王
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
�
種
の
寄
付
と
み
る
こ

�
四
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

と
も
で
き
、
国
家
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
も
あ
っ
た
。
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
司
法
官
ジ
ョ
リ
ー
＝
ド
＝
フ
ル
ー
リ
と
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
改
革
派
の
信
徒
た
ち
を
ア
ル
ザ
ス
人
と
み
な
す
と
い
う
解
決
策
も
考
え
て
い
た
ら
し
い）
₃₁
（

。
か
く
し
て
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
つ
い
て
立
法
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
意
し
、
立
法
の
参
考
に
す
る
た
め
に
ポ
ル
タ
リ
ス
に
鑑
定
意
見
を
求
め
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
エ
ク
ス
と
い
う
地
方
の
若
手
弁
護
士
に
鑑
定
意
見
を
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

エ
ク
ス
高
等
法
院
に
は
、
当
時
、
検
事
総
長
［procureur-général

］
と
し
て
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
と
い
う
人
物
が
い
た
。
モ
ン
ク
ラ

ー
ル
侯
爵
は
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
親
友
で
あ
っ
た）
₃₂
（

が
、
彼
は
�
�
五
五
年
に
﹃
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
秘
密
婚
問
題
に
お
け
る

神
学
的
・
政
治
的
意
見
書［M

ém
oire théologique et politique au sujet des m

ariages clandestins des protestants en F
rance

］﹄

を
著
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
主
任
司
祭
で
は
な
く
国
王
の
司
法
官
の
前
で
婚
姻
挙
式
を
行
う
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
）
₃₃
（

。
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
が
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
親
友
で
あ
っ
た
こ
と
や
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
の
思
想
傾
向
等
か
ら
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公

爵
は
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
に
鑑
定
意
見
書
の
執
筆
者
の
人
選
を
依
頼
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の
息
子
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
フ
＝
マ
リ
ー
・
ポ
ル
タ
リ
ス
伯
爵）
₃₄
（

は
、
父
ポ
ル
タ
リ
ス
の
評
伝
の
中
で
、
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯

爵
と
ポ
ル
タ
リ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
当
時
、
司
法
官
の
中
で
抜
き
ん
で
て
い
た
ド
・
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
氏
と
ド
・

カ
ス
テ
ィ
ヨ
ン
氏）
₃₅
（

は
彼
（
ポ
ル
タ
リ
ス
）
に
好
意
を
示
す
こ
と
で
名
誉
を
与
え
た
。﹂）
₃₆
（

。

　

こ
こ
で
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
�
�
六
五
年
に
発
表
し
た
小
論
文
﹁
教
権
と
俗
権
の
区
別
に
関
す
る
諸
原
理
［P

rincipes sur la distinction 

des deux puissances spirituelle et tem
porelle

］﹂
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
論
文
に
関
す
る
ラ
ヴ
ォ
レ
ー
の
論
評
を
引
用
す
る
。﹁
こ

の
小
論
文
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
追
放
に
引
き
続
く
神
学
論
争
（
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
を
分
裂
さ
せ
か
ね
な
か
っ
た
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
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ポ
ル
タ
リ
ス
は
解
決
策
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
彼
は
教
会
の
権
力
と
国
家
の
権
力
の
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界

に
関
す
る
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
［
フ
ラ
ン
ス
教
会
自
立
主
義
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ロ
ー
マ
教
皇
の
権
力
の
下
に
な
く
、
そ
れ
と
は

独
立
に
そ
れ
自
身
の
権
利
を
有
す
る
と
主
張
す
る
立
場―

引
用
者
注
］
的
な
諸
原
理
を
要
約
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
偉
大
な
融
和
の
精

神
が
こ
の
若
い
論
客
の
試
論
に
生
命
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
、
彼
が
国
家
と
教
会
の
結
合
の
可
能
性
と

必
要
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら
ず
、
政
教
協
約
（
コ
ン
コ
ル
ダ
）［le 

C
oncordat

］
の
着
想
を
与
え
た
こ
の
確
信
は
、
以
下
の
�
節
に
現
れ
て
い
る
。﹃
同
�
の
原
理
（
神
）
に
由
来
す
る
教
会
と
世
俗
の
権
力

と
は
、
独
立
し
て
い
る
と
は
い
え
、
相
対
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
結
合
は
そ
れ
ら
の
対
象
の
差
異
か
ら
生
ず
る
。
�
方
は
正

義
と
真
理
を
も
っ
て
心
を
支
配
さ
せ
る
た
め
に
確
立
さ
れ
、
他
方
は
国
家
に
お
い
て
秩
序
と
平
穏
を
維
持
す
る
た
め
に
確
立
さ
れ
る
。﹄　

ポ

ル
タ
リ
ス
の
和
解
さ
せ
る
試
み
は
、
彼
が
期
待
し
た
成
功
を
収
め
な
か
っ
た
。
彼
が
表
明
し
た
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
的
見
解
は
、
彼
の
和
解
の
試

み
を
強
烈
な
攻
撃
に
さ
ら
し
た
。
サ
ン
＝
ポ
ー
ル
＝
ト
ロ
ワ
＝
シ
ャ
ト
ー
［Saint-P

aul-T
rois-C

hateaux

］
の
司
教
は
ポ
ル
タ
リ
ス
の
こ

の
著
作
を
公
然
と
非
難
し
、
ポ
ル
タ
リ
ス
は
新
た
な
別
の
著
作
で
自
身
の
宗
教
上
の
信
仰
の
純
正
さ
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
﹂）
₃₇
（

。

　

あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
と
親
し
く
、
ま
た
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の
著
作
の
う

ち
に
自
ら
と
同
じ
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
的
傾
向
を
認
め
て
い
た
の
で
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
に
鑑
定
意
見
書
の
執
筆
者
と
し
て
ポ
ル
タ
リ
ス
を
推

薦
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
こ
の
鑑
定
意
見
書
は
ポ
ル
タ
リ
ス
と
パ
ズ
リ
が
連
名
で
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ズ
リ
は
�
�
�
�
年
に
生
ま
れ
、
�
�
四
�

年
に
弁
護
士
と
な
り
、
�
�
六
六
年
に
エ
ク
ス
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
し
て
い
た）
₃₈
（

。
た
だ
し
、
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の

息
子
（
前
述
の
ジ
ョ
ゼ
フ
＝
マ
リ
ー
・
ポ
ル
タ
リ
ス
）
の
著
作
中
に
、﹁
パ
ズ
リ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
賛
成
し
て
、

�
四
三
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

私
の
父
の
鑑
定
意
見
書
に
署
名
し
た
。
彼
は
私
の
父
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。﹂
と
か
、﹁
私
の
父
の
友
人
で
あ
り
、
私
の
父
の
著
作

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
有
名
な
鑑
定
意
見
書
に
署
名
し
た
パ
ズ
リ
氏
﹂
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
鑑
定
意
見
書
は
、
実
際
に
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
単
独
で
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る）
₃₉
（

。

二　

鑑
定
意
見
書
と
は
何
か

　

鑑
定
意
見
書
［consultation
］
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ル
ニ
ュ
の
法
律
用
語
辞
典
に
お
い
て
は
、﹁
意
見
を
求
め
ら
れ
た
者
（
弁
護
士
、

教
授
等
）
の
た
め
に
、
そ
の
鑑
定
（
検
討
）
に
委
ね
ら
れ
た
問
題
に
関
し
て
、
意
見
を
求
め
て
い
る
者
に
、
決
定
の
要
素
、
万
�
の
場
合
に

は
そ
の
訴
訟
の
た
め
に
有
利
に
な
る
よ
う
な
要
素
を
提
供
す
る
個
人
的
見
解
、
往
々
に
し
て
助
言
、
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
活
動
。
広
義

に
は
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
研
究
、
文
書
。﹂）
₄₀
（

な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
山
口
俊
夫
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
﹄

に
は
、﹁［
弁
護
士
や
法
学
教
授
な
ど
の
］
相
談
活
動
。［
拡
張
的
に
］
鑑
定
意
見
書
、
鑑
定
結
果
。﹂）
₄₁
（

と
い
う
語
義
が
載
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
は
、
特
定
の
訴
訟
に
関
し
て
求
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

性
格
の
鑑
定
意
見
書
は
珍
し
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
律
用
語
辞
典
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
の
で
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
の
法
学
教
授

に
、
鑑
定
意
見
書
［consultation

］
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
照
会
し
た
。
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
第
三
大
学
法
学
部
の
ジ
ャ
ン

＝
ル
イ
・
メ
ス
ト
ル
［Jean-L

ouis M
estre

］
教
授）
₄₂
（

の
�
�
�
�
年
三
月
�
日
付
の
筆
者
宛
て
私
信
の
�
節
を
紹
介
し
よ
う
。﹁
法
的
観
点

か
ら
は
、
地
方
限
定
的
な
鑑
定
意
見
書
［consultation régionale

］
と
全
国
的
な
鑑
定
意
見
書
［consultation nationale

］
と
の
間
に

は
差
異
は
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
あ
る
人
（
自
然
人
で
あ
れ
法
人
で
あ
れ
）
が
弁
護
士
あ
る
い
は
法
学
教
授
に
問
い
合
わ
せ
て
、
彼

が
提
示
し
た
法
律
問
題
に
関
す
る
見
解
を
求
め
る
。
弁
護
士
は
論
証
さ
れ
た
回
答
を
提
示
し
、
そ
の
弁
護
士
と
連
絡
を
取
っ
た
そ
の
人
が
そ

�
四
四
〇
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こ
か
ら
彼
の
望
む
解
決
策
を
引
き
出
す
。
依
頼
者
は
、
こ
の
鑑
定
意
見
書
が
自
分
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
考
え
、
裁
判
官
に
そ
れ
を
知
ら

せ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
も
し
、
こ
の
鑑
定
意
見
書
が
、
依
頼
者
が
期
待
し
た
の
と
は
反
対
方
向
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
裁
判
官

に
そ
れ
を
知
ら
せ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
訴
訟
提
起
を
あ
き
ら
め
る
か
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
鑑
定
意
見
書
が
、
�
度
に
複
数

の
弁
護
士
あ
る
い
は
法
学
教
授
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
彼
ら
は
集
ま
り
、
あ
る
い
は
書
か
れ
た
文
書
を
交
換
し
、
最
終
的
に
共

通
の
見
解
を
採
用
し
、
そ
れ
を
依
頼
者
に
提
示
す
る
。
し
か
し
、
複
数
の
弁
護
士
あ
る
い
は
法
学
教
授
に
別
々
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
各
自
は
そ
の
唯
�
の
見
解
を
表
明
す
る
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
鑑
定
意
見
書
を
作
成
す
る
。
た
い
て
い
の
場
合
、
鑑
定

意
見
書
は
、
訴
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
、
既
に
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
人
（
自
然
人
あ
る
い
は
法
人
）
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
フ
ラ
ン
ス
の
統
治
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
た
め
に
、
大
臣
が
す
ぐ
れ
た
法
学
者
に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
最
近
の
こ
と
だ
が
、
か
つ
て
憲
法
院
委
員
だ
っ
た
パ
リ
大
学
法
学
部
名
誉
学
部
長
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル
［G

eorges V
edel

］
）
₄₃
（

は
、

そ
の
官
職
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
競
売
吏
の
補
償
に
関
し
て
、
司
法
大
臣
か
ら
鑑
定
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
鑑
定
意
見
書

は
、
こ
の
補
償
の
方
式
を
決
定
す
る
法
律
の
準
備
の
�
環
と
し
て
、
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
の
要
求

に
よ
り
ポ
ル
タ
リ
ス
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
鑑
定
意
見
書
と
比
較
し
う
る
鑑
定
意
見
書
で
あ
る
。﹂

三　
『
鑑
定
意
見
書
』
試
訳

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
次
に
ポ
ル
タ
リ
ス
﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
鑑
定
意
見
書
﹄
の

内
容
の
紹
介
と
検
討
に
入
ろ
う
。
同
書
に
は
複
数
の
版
が
あ
り
、
私
はJean-E

tienne-M
arie P

O
R

T
A

L
IS, E

C
R

IT
S E

T
 D

ISC
O

U
R

S 

JU
R

ID
IQ

U
E

S E
T

 P
O

L
IT

IQ
U

E
S, P

R
E

SSE
S U

N
IV

E
R

SIT
A

IR
E

S D
’ A

IX
-M

A
R

SE
IL

L
E

, 1988, pp.191-227

所
収
の
も
の
を
参
照

�
四
四
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

し
た
。
こ
れ
に
は
多
く
の
注
が
つ
い
て
い
る
が
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
別
の
版
で
あ
るL

E
 V

IC
O

M
T

E
 F

R
E

D
E

R
IC

 P
O

R
T

A
L

IS, 

D
ISC

O
U

R
S, R

A
P

P
O

R
T

S E
T

 T
R

A
VA

U
X

 IN
E

D
IT

S SU
R

 L
E

 C
O

D
E

 C
IV

IL
, P

aris, 1844, pp.441-491

所
収
の
も
の
に
も
注
が
つ

い
て
お
り
、
注
番
号
の
付
け
方
は
違
う
が
（
前
者
は
通
し
番
号
、
後
者
は
頁
ご
と
に
番
号
を
付
け
る
）、
注
の
内
容
は
ま
っ
た
く
�
致
し
て

い
る
。C

O
N

SU
LT

A
T

IO
N

の
前
に
置
か
れ
た
序
文
に
付
け
ら
れ
た
注
に
は
�
�
四
�
年
発
行
の
文
献
の
引
用
が
あ
り
、
そ
の
年
代
か
ら
考

え
て
、
こ
の
注
は
原
著
者
（
ポ
ル
タ
リ
ス
）
で
は
な
く
編
集
者
（
ポ
ル
タ
リ
ス
の
孫
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ド
・
ポ
ル
タ
リ
ス
子
爵）
₄₄
（

）
が

付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
の
注
と
序
文
の
注
に
形
式
上
の
差
異
が
な
く
、
編
集
者
の
コ
メ
ン
ト
も
な
い
こ
と
や
、
通
常
、
鑑
定
意

見
書
に
は
注
を
付
け
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
文
の
注
も
編
集
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
日
本
語
訳

を
掲
げ
る
が
、
編
集
者
が
付
け
た
注
を
付
け
て
お
く
。
た
だ
し
、
注
番
号
は
本
稿
の
注
番
号
に
そ
ろ
え
、
適
宜
訳
者
（
筆
者
）
の
注
を
付
す

る
。

鑑
定
意
見
書

　

わ
れ
わ
れ
に
提
示
さ
れ
た
、
鑑
定
意
見
を
述
べ
る
べ
き
趣
意
書
（
こ
の
趣
意
書
に
お
い
て
は
、
荒
野
で
�
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
夫
婦

に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
最
も
近
い
近
親
と
彼
ら
の
宗
教
の
牧
師
の
前
で
結
ば
れ
た
婚
姻
は
、
そ
の
嫡
出
子
を
そ
の
父
の
相
続
か
ら
廃
除
し
よ
う

と
欲
す
る
傍
系
親
族
に
よ
っ
て
無
効
と
の
非
難
を
受
け
う
る
か
（
こ
の
子
ど
も
た
ち
と
彼
ら
が
そ
の
日
に
受
け
た
も
の
は
、
常
に
平
穏
か
つ

公
然
と
そ
の
身
分
を
享
受
し
た
の
に
）
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
）
を
検
討
し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

下
記
署
名
者
は
、
こ
の
問
題
は
、
大
部
分
の
人
々
に
関
わ
り
、
ま
た
、
宗
教
、
国
家
、
習
俗
、
人
間
性
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
い
か
な
る
原
則
及
び
い
か
な
る
法
律
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
か
を
知
る
こ
と
に
本
質
的
に
帰
着
す
る

と
考
え
る
。
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あ
ら
ゆ
る
文
明
国
家
に
お
い
て
、
民
事
的
諸
法
律
と
宗
教
的
諸
法
律
は
、
婚
姻
を
規
律
し
、
管
理
し
よ
う
と
努
め
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
�
種
の
法
律
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
権
限
を
享
受
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

あ
る
国
々
に
お
い
て
は
、
民
事
的
諸
制
度
と
宗
教
的
諸
制
度
は
立
法
者
に
よ
っ
て
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
け
ら
れ
、
婚
姻
の
適
法
性
の
た

め
に
は
い
ず
れ
も
同
様
に
必
要
で
あ
る
。

　

他
の
国
々
に
お
い
て
は
、
婚
姻
の
有
効
性
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
民
事
手
続
し
か
要
求
さ
れ
な
い
。
宗
教
の
実
践
は
良
心
の
自
由
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
。

　

あ
る
人
が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
社
会
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
法
律
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
婚
姻
は
、
�
般
に
正
統
な
（
適
法
な
）
婚

姻
と
呼
ば
れ
る）
₄₅
（

。

　

し
か
し
、
理
性
は
、
同
じ
社
会
に
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
人
は
、
宗
教
の
多
様
性
に
よ
っ
て
彼
ら
の
間
に
確
立
さ
れ
た
差
異
に
従
え
ば
、

同
じ
法
律
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
異
論
な
く
明
ら
か
に
す
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
の
公
の
礼
拝
が
容
認
さ
れ
て
い
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
［ordonnances

］
）
₄₆
（

は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
そ
の
婚
姻
の
挙
式
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
遵
守
す
る
手
続
と
異
な
る
宗
教
的
手
続
を
遵
守
す
る
こ
と
を
容

認
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
立
法
者
た
ち
は
、
こ
の
許
可
は
承
認
さ
れ
た
容
認
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
状
態
が
�
世
紀
以

上
続
い
た
。

　

�
六
�
五
年
に
ナ
ン
ト
の
勅
令
が
撤
回
（
廃
止
）
さ
れ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
宗
教
の
す
べ
て
の
公
の
実
践
が

禁
止
さ
れ
た
。
王
は
、
た
だ
、
依
然
と
し
て
改
宗
し
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
彼
ら
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
神
に
喜
ば
れ
る
ま
で
、
王
国
［
訳

注
：
フ
ラ
ン
ス
王
国
を
指
す
。
以
下
同
じ
。］
内
に
住
み
、
商
取
引
を
行
い
、
財
産
を
持
つ
こ
と
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
容
認
す
る
の
み
で

あ
る）
₄₇
（

。

�
四
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こ
の
時
代
に
、
諸
法
律
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
婚
姻
す
る
た
め
の
特
別
な
手
続
を
与
え
な
か
っ
た
。
諸
法
律
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
婚
姻
に
つ
い
て
直
接
に
面
倒
を
見
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
か
な
る
法
律
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
よ
う
に
、﹁
教
会
［
訳
注
：
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
指
す
。
以

下
同
じ
］
の
前
で
﹂
婚
姻
す
る
義
務
を
負
わ
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
同
様
に
正
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
王
国
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
、
王
国
内
で
民
事
的
自
由
に
付
与
さ
れ
た
す
べ
て
の
権
利
を
享

受
し
え
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
王
国
内
で
、
主
権
者
が
強
制
す
る
意
図
の
な
か
っ
た
そ
の
良
心
に
任
せ
て
婚
姻
す
る
自
然
的
自
由
を
よ

り
強
力
な
理
由
で
享
受
し
え
な
か
っ
た
の
か
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
誠
実
に
結
ば
れ
た
す
べ
て
の
婚
姻
は
、
そ
れ
が
よ
き
道
徳
の
諸
原
則
に
合
致
し
、
普
通

法
と
万
民
法
が
尊
重
さ
れ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
有
効
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
満
足
の
い
く
仕
方
で
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
こ
と
は
確
か
で
は
な
い
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
（
廃
止
）
の
�
�
年
後
の
法
律
で
あ
る
�
六
�
�
年
の
勅
令）
₄₈
（

以
降
、
事
情
は
大
い
に
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

婚
姻
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
で
あ
る
こ
の
法
律
は
、
他
の
す
べ
て
の
も
の
に
対
す
る
基
礎
と
し
て
役
立
っ
た
が
、
王
の
す
べ
て
の
臣
民

に
対
し
、﹁
教
会
の
前
で
﹂
婚
姻
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
そ
の
遵
守
が
�
律
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
規
定
を
確
立
し

た
の
で
あ
り
、
君
主
が
宣
言
し
た
こ
と
は
、
聖
典
範）
₄₉
（

と
公
会
議
の
決
定
の
表
現
に
す
ぎ
な
い）
₅₀
（

。
こ
の
法
律
は
、
適
法
に
婚
姻
す
る
こ
と
の
唯

�
の
国
家
的
手
続
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

同
様
に
明
確
な
法
律
に
従
え
ば
、
ど
う
考
え
る
か
。
法
律
は
そ
の
�
般
性
の
中
に
す
べ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
臣
民
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の

臣
民
と
を
含
ん
で
い
な
い
の
か
。
将
来
、
何
も
し
な
い
正
式
の
勅
令
に
基
づ
い
て
、
何
ら
か
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

�
四
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こ
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
最
初
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
有
利
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
主
権
者
は
、
婚
姻
に
関
し
て
き
わ
め
て
�
般
的
な
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
決
意
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
が
す
べ
て

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
改
宗
し
た
と
い
う
こ
と
（
そ
し
て
、
王
国
内
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
）
を
保
証
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
事
実
の
点
か
ら
す
る
と
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
と
す
べ
て
の
そ
の
時

代
の
著
作
、
さ
ら
に
立
法
者
自
身
（
立
法
者
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
�
六
�
�
年
�
�
月
�
�
日
の
国
王
宣
言）
₅₁
（

に
お
い
て
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
教
会
に
集
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
聖
典
範
と
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
正
規

の
手
続
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
適
用
す
る
）
の
意
思
を
証
拠
と
し
て
示
す）
₅₂
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
法
律
が
君
主
の
す
べ
て
の
臣
民
を
無
差
別
に
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
限
り
、
事
実
の
錯
誤
は
こ
れ

ら
の
諸
法
律
の
基
礎
及
び
根
拠
と
し
て
役
立
っ
た
。

　

こ
の
状
況
の
下
で
、
王
国
内
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
存
在
し
な
い
と
い
う
誤
っ
た
前
提
に
お
い
て
介
入
し
た
諸
法
律
を
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
は
決
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
効
果
は
本
来
、
原
因
と
と
も
に
終
了
す
べ
き
で
は
な
い
の
か）
₅₃
（

。
立
法
者
の

有
名
な
誤
り
は
、
法
律
に
対
す
る
適
法
な
例
外
を
設
け
る
の
に
十
分
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
問
い
は
、
他
の
す
べ
て
の
事
情
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
成
功
を
伴
っ
て
検
討
さ
れ
え
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ

の
真
の
表
現
に
還
元
さ
れ
な
い
。
最
近
の
出
来
事
が
、
そ
の
下
で
そ
の
問
い
を
提
出
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
見
地
を
決
定
す
る

で
あ
ろ
う
。

　

ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
（
廃
止
）
と
こ
の
撤
回
（
廃
止
）
以
後
の
諸
事
実
は
、
大
多
数
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
そ
の
祖
国
を
離
れ
、
外
国

に
亡
命
す
る
決
心
を
さ
せ
た
。

　

亡
命
は
日
に
日
に
い
よ
い
よ
頻
繁
に
な
っ
た
。
亡
命
は
国
家
を
脅
か
し
、
か
な
り
弱
め
た
。
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
�

�
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般
的
な
逃
亡
を
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

君
主
は
、
厳
し
く
定
め
ら
れ
た
あ
る
法
律）
₅₄
（

に
よ
っ
て
、﹁
違
反
者
は
、
男
の
場
合
は
終
身
漕
役
刑
（
ガ
レ
ー
船
漕
ぎ
）、
女
の
場
合
は
裁
判

官
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
場
所
へ
の
禁
固
と
い
う
罰
を
受
け
る
条
件
で
、・
・
・
依
然
と
し
て
自
称
改
革
宗
教）
₅₅
（

に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の

臣
民
に
、
将
来
は
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
﹂
を
禁
じ
た
。

　

こ
の
禁
止
法
律
に
よ
っ
て
、
主
権
者
は
、
も
は
や
、
彼
の
臣
民
の
�
部
が
﹁
依
然
と
し
て
自
称
改
革
宗
教
に
加
入
し
て
い
る
﹂
と
い
う
こ

と
を
無
視
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
主
権
者
は
、
依
然
と
し
て｢

教
会
に
集
め
ら
れ
て
い
な
い
（
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
依
し
て
い
な
い
）｣

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
た
め
に
い
か
な
る
特
別
の
手
続
も
確
立
す
る
こ
と
な
し
に
、
婚
姻
に
関
す
る
宗
教
的
諸
制
度
を
存
続
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
�
瞥

し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
逃
れ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
諸
制
度
を
す
べ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
改
宗
し
た
と
い
う

確
信
の
下
で
は
じ
め
て
直
ち
に
確
立
し
た
立
法
者
の
も
と
も
と
の
過
誤
を
理
由
に
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
も
は
や
で
き
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
事
柄
を
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
い
か
な
る
国
王
宣
言
も
せ
ず
に
、
主
権
者
が
婚
姻
に
関
す
る
宗
教
的
諸
制
度
を
存
続
さ
せ
た
こ
と
は
重
要
な

こ
と
か
。
立
法
者
自
身
が
法
律
に
与
え
た
も
と
も
と
の
理
由
に
必
ず
し
も
遡
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
法
律
を
そ
れ
自
身
の
見
地
に
よ
っ
て

説
明
す
る
こ
と
、
法
律
を
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
、
常
に
許
さ
れ
な
い
の
か
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
す
べ
て
の
好
意
的
な
解
釈
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
、
主
権
者
は
、
彼
（
主
権
者
）
が
今
後
は
、
ま
だ
改
宗
し

て
い
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
、
そ
れ
ま
で
、
彼
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
無
縁
で
あ
っ
た
法
律
に
従
わ

せ
た
い
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
宣
言
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

�
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し
か
し
な
が
ら
、
主
権
者
は
、
同
様
の
い
か
な
る
規
定
も
設
け
な
か
っ
た
。
主
権
者
は
常
に
そ
れ
を
大
い
に
遠
ざ
け
る
こ
と
さ
え
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
問
題
を
対
象
と
す
る
最
近
の
法
律
で
あ
る
�
�
�
四
年
五
月
�
四
日
の
国
王
宣
言
�
五
条
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
新
し
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
集
め
ら
れ
た
（
帰
依
し
た
）
臣
民
に
対
し
て
の
み
、
婚
姻
の
行
為
に
関
す
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
、
勅

令
、
国
王
宣
言
の
明
示
的
な
履
行
を
命
じ
る
か
ら
で
あ
る）
₅₆
（

。
こ
の
法
律
は
、
ま
だ
真
実
に
対
し
て
目
を
開
い
て
い
な
い
者
、
そ
れ
で
も
な
お
、

こ
の
時
代
に
そ
の
存
在
も
数
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
婚
姻
に
つ
い
て
ど
う
し
て
も
語
っ
て
い
な
い）
₅₇
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
後
者
［
訳
注
：
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
指
す
］
に
対
し
て
立
法
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
配
慮
は
、
正
義
や
理
性
や
人
間
性
の

配
慮
で
は
な
い
の
か
。
政
治
的
諸
理
由
や
、
す
べ
て
の
臣
民
を
や
が
て
同
じ
宗
教
に
立
ち
戻
ら
せ
る
こ
と
へ
の
希
望
は
、
主
権
者
に
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
い
か
な
る
永
続
的
か
つ
不
変
の
法
律
も
作
ら
な
い
こ
と
を
決
心
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
前
で

他
の
す
べ
て
の
考
慮
が
服
従
す
べ
き
正
義
が
、
確
か
に
主
権
者
が
こ
れ
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
自
由
を
直
接
に
妨
げ
る
規
定
を
作
る
こ
と

を
妨
げ
た
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
は
な
い
の
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
強
制
さ
れ
た
居
住
地
の
場
合
は
特
に
、
主
権
者
の
明
白
か
つ
新
し
い
国
王
宣
言
や
明
示
的
な
そ

の
（
主
権
者
の
）
意
思
に
反
す
る
国
王
宣
言
な
し
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
明
ら
か
に
た
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
た
法
律

を
良
心
に
反
し
て
遵
守
す
る
こ
と
な
く
、
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
、
王
国
内
で
適
法
に
婚
姻
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
こ
と
は

決
し
て
で
き
な
い
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
え
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
不
幸
と
い
う
こ
の
運
命
に
つ
い
て
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

　

わ
れ
わ
れ
の
王
た
ち
の
婚
姻
に
関
す
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
少
し
も
適
用
可
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
容
認
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
婚
姻
す
る
た
め
の
い
か
な
る
特
別
の
手
続
も
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
何
を
結
論
付
け
る
の
か
。
国
家
的
な
手
続
は
、
そ
れ
な
し
に
は
婚
姻
が
存
在
し
え
な
い
ほ
ど
婚
姻
に
と
っ
て
本
質
的
な

も
の
で
は
な
い
の
か
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
、婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
に
主
権
者
た
ち
が
従
わ
せ
る
こ
と
を
要
求
せ
ず
、

�
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か
つ
決
し
て
要
求
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
が
、
国
民
の
こ
の
部
分
［
訳
注
：
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
を
指
す
］
の
た
め
に
い
か
な
る
特
別
の
手
続
も
今
日
ま
で
確
立
せ
ず
に
、
彼
ら
に
対
し
、
適
法
な
婚
姻
と
同
様
に
、
誠
実
に
［de 

bonne foi
］
結
ば
れ
た
す
べ
て
の
婚
姻
、
公
序
の
理
由
も
誠
実
さ
の
理
由
も
習
俗
の
理
由
も
そ
の
障
害
と
は
な
り
え
な
い
よ
う
な
す
べ
て

の
婚
姻
を
保
護
す
る
約
束
を
し
て
い
る
の
は
、
�
貫
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
が
、
そ
の
気
高
い
賢
明
さ
が

彼
を
そ
こ
に
至
る
よ
う
鼓
舞
す
る
で
あ
ろ
う
断
固
と
し
た
不
変
の
決
心
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
判
決
を
下
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
ま
だ
な
ら
な
い
の
か
。
他
の
す
べ
て
の
判
断
方

法
は
、
理
性
や
人
間
性
や
正
義
に
公
然
と
反
論
し
て
い
な
い
の
か
。
事
実
の
全
体
を
見
渡
し
、
最
も
単
純
な
諸
原
則
に
つ
い
て
熟
考
す
る
と

き
に
自
然
に
心
に
浮
か
ぶ
の
が
、
賢
明
か
つ
誠
実
な
見
解
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
婚
姻
の
適
法
性
を
立
証
す
る
た
め
に
、
�
つ
の
提
案
の
み
を
立
証
し

さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
第
�
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
法
律
の
現
状
の
下
で
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的

諸
制
度
を
、
違
反
す
れ
ば
無
効
と
い
う
罰
を
受
け
る
条
件
で
遵
守
す
る
よ
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
第
�
は
、
夫
婦
の
知
ら
れ
、
か
つ
確
認
さ
れ
た
誠
実
さ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
十

分
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
提
案

　

�　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
法
律
の
現
状
の
下
で
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
、
違
反
す
れ
ば
無
効

と
い
う
罰
を
受
け
る
条
件
で
遵
守
す
る
よ
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
特
別
な
婚
姻
が
、
神
聖
化
さ
れ
な
い
で
有
効
で
あ
る
か
否
か
を
探
求
す
る
前
に
、
婚
姻
が
、
本
来
、
そ
れ
を
神
聖
化
す
る
宗

�
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教
的
諸
制
度
な
し
に
有
効
に
存
在
し
う
る
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
近
の
諸
世
紀
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
常
に
、
教
会
と
国
家
は
婚
姻
法
を
作
っ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
検
討
し
て
い
る
訴
訟
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
の
法
律
が
等
し
い
権
威
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
、
教
会
と
国
家
が
婚
姻
に
関
し
て
等
し
い
権
限
を
有
し
て
い
る
か

否
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

有
名
な
法
学
者
た
ち
は
、
こ
の
重
要
な
研
究
対
象
を
掘
り
下
げ
た
。
彼
ら
の
著
作
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
諸
原
則
を
教
示
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
そ
の
帰
結
は
そ
れ
ら
自
身
か
ら
生
じ
る
。

　

自
然
法
や
市
民
法
、
カ
ノ
ン
法
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
は
本
質
的
に
両
当
事
者
の
合
意
に
存
す
る）
₅₈
（

。

　

本
来
の
婚
姻
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
学
者
や
あ
ら
ゆ
る
神
学
者
に
よ
っ
て
、
法
律
に
従
っ
て
婚
姻
の
能
力
の
あ
る
�
人
の
者
の
間
で
結
ば
れ
、

彼
ら
に
、
互
い
に
切
り
離
せ
な
い
形
で
生
き
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
男
と
女
の
夫
婦
の
結
合
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
う
る）
₅₉
（

。

　

婚
姻
そ
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
婚
姻
の
秘
跡
は
、
最
も
厳
密
な
学
者
に
よ
れ
ば）
₆₀
（

、﹁
夫
婦
の
結
合
を
祝
福
す
る
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
祭
儀
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
祭
儀
は
、こ
れ
ら
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
教
会
の
伝
統
に
よ
れ
ば
、﹁
司
祭
が
夫
婦
に
与
え
る
婚
姻
の
祝
福
﹂
に
存
す
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
内
容
及
び
形
式
の
上
で
理
解
で
き
な
い
そ
れ
ら
の
言
葉
を
秘
跡
の
定
義
の
中
で
用
い
た
こ
と
と
、
大
昔
に
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
言
葉
を
特
に
婚
姻
の
秘
跡
に
関
し
て
採
用
し
た
こ
と
で
非
難
さ
れ
た
ス
コ
ラ
哲
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、こ
の
定
義
は
反
対
さ
れ
た
。

あ
る
人
々
は
、
婚
姻
は
そ
れ
自
体
、
秘
跡
の
内
容
で
あ
り
、
婚
姻
の
祝
福
は
形
式
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
他
の
者
た
ち
は
、
婚
姻

は
秘
跡
の
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
形
式
で
あ
り
、
両
当
事
者
は
そ
の
司
祭
で
あ
る
と
ま
で
言
う
。
す
べ
て
が
事
柄
の
真
の
理
解
を
あ
い
ま
い

に
し
か
ね
な
い
体
系
を
確
立
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
秘
跡
の
性
質
に
関
す
る
見
解
の
相
違
（
多
様
性
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
以
前
に
存
在
し
た
婚
姻
は
、
イ
エ

�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
秘
跡
と
し
て
の
祭
儀
の
介
入
な
し
に
、
あ
る
い
は
、
す
べ
て
の
制
度
に
お
い
て
言
う
た
め
に
は
、
夫

婦
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
あ
る
い
は
そ
の
無
謬
の
代
弁
者
で
あ
る
教
会
に
よ
っ
て
、
秘
跡
の
実
行
の
た
め
に
要
求
さ
れ
た
状
況
の
下
に

あ
る
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
今
日
に
お
い
て
も
有
効
に
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
意
見
が
�
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
神
な
る
人
［
訳
注
：
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
指
す
］
は
、
自
然
の
秩
序
を
変
え
に
来
た
の
で
は
な
く
、
単
に
そ
れ
を
神
聖

化
し
に
来
た
の
で
あ
る
と
い
う
、
こ
の
大
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

教
父
た
ち
、
及
び
公
会
議
の
決
定
は
、
常
に
、
異
教
徒
と
の
婚
姻
は
単
な
る
契
約
で
あ
る
が）
₆₁
（

、
そ
れ
が
そ
の
異
教
徒
た
ち
の
君
主
た
ち
の

法
律
に
反
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
極
め
て
適
法
で
あ
る）
₆₂
（

と
い
う
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

教
会
の
慣
習
は
、
改
宗
し
た
異
教
徒
を
再
婚
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

宗
派
の
異
な
る
者
ど
う
し
の
婚
姻
は
、
教
会
に
お
い
て
長
い
間
容
認
さ
れ
て
き
た）
₆₃
（

。
こ
の
婚
姻
は
、
今
日
も
な
お
、
外
国
伝
道
に
お
い
て

容
認
さ
れ
て
い
る）
₆₄
（

。

　

ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議）
₆₅
（

以
前
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
間
で
契
約
さ
れ
、
い
か
な
る
司
祭
の
あ
っ
せ
ん
に
も
よ
ら
ず
、
い
か
な
る
宗
教
上
の
儀

式
の
介
入
も
な
し
に
な
さ
れ
た
秘
密
婚
は）
₆₆
（

、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
に
よ
っ
て
有
効
と
み
な
さ
れ
た）
₆₇
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
普
通
法
上
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
は
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
の
協
力
な
し
に
有
効
で
あ
り
う
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
を
妨
げ
う
る
の
は
、
実
定
法
、
明
確
な
法
律
の
み
で
あ
る
。

　

�
種
類
の
実
定
法
が
、
婚
姻
は
自
分
自
身
の
主
任
司
祭
の
前
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
リ
エ
ン
ト

の
公
会
議
の
諸
決
議
と
、
い
く
つ
か
の
点
で
こ
れ
ら
の
決
議
を
採
用
し
た
わ
れ
わ
れ
の
王
た
ち
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
会
法
は
、
そ
れ
自
身
の
効
力
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

わ
れ
わ
れ
の
王
た
ち
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
無
効
を
宣
言
し
て
い
る
の
か
。
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も
し
、
教
会
と
公
会
議
が
、
�
般
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
有
効
に
す
る
こ
と
も
無
効
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ

が
法
的
に
証
明
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
も
し
、
王
国
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
無
効
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
事

実
問
題
と
し
て
確
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
に
反
せ
ず
に
有
効
に
婚
姻
し
う
る
と
わ
れ
わ
れ
は

証
明
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

主
権
者
の
み
が
婚
姻
に
関
し
て
法
律
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
た
と
え
宗
教
上
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
手
続
と
諸
要
件
を
、
違
反
す

れ
ば
無
効
と
い
う
制
裁
を
加
え
る
条
件
で
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
諸
国
民
の
普
遍
的
な
法
に
お
い
て
確
か
な
�
つ
の
原
則

で
あ
る
。

　

婚
姻
を
祝
福
す
る
権
利
と
、
恩
寵
を
夫
婦
に
授
け
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
秘
跡
に
よ
っ
て
婚
姻
を
聖
化
す
る
権
利
と
を
有
す
る
教
会
は
、

婚
姻
そ
の
も
の
の
有
効
性
を
規
律
す
る
権
利
を
主
権
者
と
共
有
し
な
い
し
、
決
し
て
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

有
効
に
し
た
り
無
効
に
し
た
り
す
る
権
限
は
、強
制
の
権
力）
₆₈
（

で
あ
る
。
こ
の
種
の
権
力
は
行
政
官
に
の
み
帰
属
す
る）
₆₉
（

。
こ
の
種
の
権
力
は
、

す
べ
て
の
統
治
（
支
配
）
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り）
₇₀
（

、
祈
祷
と
説
教
の
聖
職
の
み
を
有
し
て
お
り）
₇₁
（

、
霊
魂
の
み
を
統
治
し
、
そ
の
権
力
が
専
ら
霊

的
な
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の）
₇₂
（

教
会
に
は
帰
属
し
え
な
い
。

　

し
ば
し
ば
敵
対
す
る
こ
と
が
あ
り
え
た
�
つ
の
異
な
っ
た
権
力
が
、等
し
い
権
限
を
も
っ
て
同
�
の
対
象
を
統
治
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
、

事
物
の
本
質
的
な
秩
序
に
反
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
政
治
的
�
元
論
は
最
大
の
混
乱
を
生
じ
、
最
大
の
濫
用
を
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
と
親
し
い
と
同
時
に
有
名
な
あ
る
司
法
官
が
言
う
に
は
、
公
権
力
の
�
体
性
と
い
う
基
本
原
則
、
す
な
わ
ち
、
社
会
秩
序
の
創
造
者
で
あ

る
神
が
制
定
さ
れ
、
自
分
の
王
国
は
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
と
宣
言
さ
れ
た
購
い
主
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
聖
別
さ
れ
た
原
則
を
も
そ
れ
は

破
壊
し
た）
₇₃
（

。

　

啓
示
と
祭
司
職
の
制
定
の
前
に
、
民
事
上
の
（
世
俗
の
）
権
力
は
、
婚
姻
を
締
結
す
る
能
力
の
あ
る
臣
民
の
た
め
に
必
要
な
婚
姻
の
諸
要

�
四
五
�



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
五
巻
五
号�

�
�

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

件
、
婚
姻
の
諸
手
続
、
婚
姻
の
諸
規
範
を
独
立
に
制
定
し
た
。
啓
示
と
祭
司
職
は
、
世
俗
の
権
力
の
権
限
を
全
く
変
質
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ

れ
ら
は
帝
国
の
諸
権
利
を
減
じ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
諸
国
民
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
は
な
い

諸
国
民
の
間
に
お
い
て
も
、
俗
権
（
世
上
権
）
に
関
し
て
直
接
間
接
の
権
限
を
全
く
受
領
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）
₇₄
（

。
し
た
が
っ
て
、
主
権

者
た
ち
だ
け
が
、
昔
と
同
様
に
今
日
も
、
婚
姻
を
有
効
に
し
た
り
無
効
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
教
会
か
ら
、
教
会
が
夫
婦
の
諸
義
務
に
関
し
て
有
し
、
夫
婦
の
約
束
の
誠
実
さ
と
神
聖
さ
に
関
し
て
有
す
る
、
本
来
の
監

督
権
を
奪
う
つ
も
り
は
な
い
。
宗
教
は
す
べ
て
の
人
を
視
野
に
収
め
る
。
宗
教
は
人
の
す
べ
て
の
活
動
を
規
制
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
�
般

的
な
監
督
は
、
説
得
の
穏
や
か
な
声
に
よ
っ
て
の
み
行
使
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
主
権
者
に
の
み
存
し
、
か
つ
存
し
う
る
、
い
わ
ゆ
る
権
力

の
強
制
的
な
声
に
よ
っ
て
は
な
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
離
婚
が
、
福
音
書
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の

確
立
以
後
、
長
い
間
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
も）
₇₅
（

そ
の
他
の
す
べ
て
の
西
洋
諸
国
に
お
い
て
も
、
普
通
法
の
�
部
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
期
に
、
主
権
者
た
ち
は
、
婚
姻
に
関
す
る
全
く
民
事
上
の
（
世
俗
の
）
手
続
の
み

を
規
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る）
₇₆
（

。
お
よ
そ
�
世
紀
近
く
の
間
、
諸
法
律
は
婚
姻
の
祝
福
に
つ
い
て
決
し
て
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
、
君
主
た
ち
は
、
婚
姻
を
有
効
に
し
た
り
無
効
に
し
た
り
し
う
る
諸
要
件
を
確
立
す
る
こ
と
を
確
固
と
し
て
掌
握
し
て

い
た
。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
［T

héodose

］
帝）
₇₇
（

は
、
本
い
と
こ
［
訳
注
：
少
な
く
と
も
祖
父
母
の
�
人
を
同
じ
く
す
る
者
］
間
の
婚
姻
を
禁
止

し
た
。
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
［V

alentinien

］
帝）
₇₈
（

と
ヴ
ァ
レ
ン
ス
［V

alens

］
帝）
₇₉
（

、テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
、ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
［A

rcade

］

帝
）
₈₀
（

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
異
教
徒
と
の
婚
姻
を
禁
止
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
［C

onstantin

］
帝）
₈₁
（

と
コ
ン
ス
タ
ン
［C

onstant

］

帝
）
₈₂
（

、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
［H

onoré

］
帝）
₈₃
（

、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
�
世
帝）
₈₄
（

は
、
夫
婦
関
係
あ
る
い
は
私
通
に
由
来
す
る
姻
戚
関
係
の
婚
姻
障
害
を
、
そ

の
婚
姻
を
無
効
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
は　

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典）
₈₅
（

に
よ
っ
て
明
文
の
も
の
と
な
っ
た）
₈₆
（

。

　

君
主
た
ち
は
長
い
間
、
彼
ら
だ
け
が
、［
婚
姻
制
限
の
］
免
除
を
与
え
る
権
限
を
行
使
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
公
会
議
も
司
教
た

�
四
五
�
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ち
も
不
平
を
言
わ
な
か
っ
た）
₈₇
（

。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
の
﹁
も
し
婚
姻
が
皇
帝
答
書
（
勅
答
）
に
基
づ
い
て
請
求
さ
れ
る
な
ら
ば
［Si 

nuptiae ex rescripto petantur

］」
と
い
う
編
は
、
こ
れ
ら
の
免
除
の
た
め
に
作
ら
れ
た
制
定
法
に
満
ち
て
い
る
。

　

ジ
ベ
ー
ル
［G

ibert

］
）
₈₈
（

に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
カ
シ
オ
ド
ロ
ス
［C

assiodore

］
）
₈₉
（

の
中
に
、
君
主
た
ち
が
、
こ
の
法
律
の
厳
格
さ
を
免
除

し
た
い
者
に
与
え
た
令
状
の
書
式
（
ひ
な
形
）
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

今
日
、
事
態
が
変
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
教
会
の
司
祭
た
ち
が
免
除
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
寛
容

に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
教
会
の
司
祭
た
ち
は
、
検
察
官
が
何
度
も
証
言
し
た
よ
う
に）
₉₀
（

、
世
俗
の
権
力
の
副
支
配
人
（
代
理
監
督
者
）
と
は
同

じ
で
は
な
い
。

　

聖
職
者
た
ち
が
そ
の
教
区
裁
判
所
に
お
い
て
婚
姻
に
関
し
て
行
使
す
る
す
べ
て
の
裁
判
権
は
、委
譲
と
特
権
の
裁
判
権
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

タ
ロ
ン
［T

alon

］
氏
が
言
う
に
は）
₉₁
（

、﹁
君
主
た
ち
が
彼
ら
（
聖
職
者
た
ち
）
に
付
与
し
た
も
の
、
彼
ら
が
従
属
関
係
を
伴
っ
て
の
み
行
使
し

う
る
も
の
、
彼
ら
が
そ
れ
を
濫
用
す
る
場
合
に
は
彼
ら
か
ら
奪
わ
れ
る
も
の
、
そ
の
行
使
に
お
い
て
君
主
た
ち
が
彼
ら
の
身
分
に
お
い
て
制

定
し
て
い
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
彼
ら
が
従
う
こ
と
を
余
儀
な
く
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
�
つ
の
権
限
で
あ
る
﹂。

　

た
だ
主
権
者
だ
け
が
独
立
し
て
婚
姻
に
関
す
る
諸
法
律
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
婚
姻
を
有
効
に
し
た
り
無
効
に
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
原
則
か
ら
、
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
、
す
べ
て
の
純
然
た
る
教
会
法
を
退
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
教

会
法
が
君
主
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
そ
れ
ら
の
教
会
法
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

教
会
法
は
、
主
権
者
が
、
そ
れ
ら
の
教
会
法
に
与
え
よ
う
と
欲
し
た
も
の
以
外
の
対
外
的
適
用
や
強
制
力
を
有
し
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
神
学
者
た
ち
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
問
題
と
な
ら
な
い）
₉₂
（

。
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
に
よ
っ
て

婚
姻
に
関
し
て
制
定
さ
れ
た
諸
規
定
は
�
般
的
で
あ
る
か
否
か
。
そ
れ
ら
の
諸
規
定
は
す
べ
て
の
人
を
無
差
別
に
含
む
か
否
か
。
プ
ロ
テ
ス

�
四
五
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

タ
ン
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
反
抗
は
彼
ら
を
教
会
の
権
力
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
の
に
十
分
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
根
拠

に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
そ
れ
に
忠
僕
の
よ
う
に
従
う
べ
き
で
あ
る
か
否
か
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
神
学
的
な
問
い
は
、
わ
れ
わ

れ
が
論
じ
て
い
る
点
（
そ
れ
は
外
的
裁
き
及
び
事
物
の
民
事
的
（
世
俗
的
）
秩
序
に
の
み
関
係
が
あ
る
）
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
教
会
は
強
制
的
な
権
力
を
ま
っ
た
く
有
し
な
い
と
指
摘
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
会
は
、
婚
姻

に
関
し
て
も
、
他
の
い
か
な
る
地
上
の
事
物
に
関
し
て
も
、
厳
密
な
意
味
で
の
い
か
な
る
権
力
も
有
し
な
い
。
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
の
規

律
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
受
容
さ
れ
ず
、
同
公
会
議
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
決
議
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
、
そ
れ
が
わ
れ

わ
れ
の
王
た
ち
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
法
律
の
効
力
を
持
ち
、
か
つ
持
ち
え
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
自
身

が
、
教
会
の
前
で
婚
姻
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
公
会
議
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
こ
の
公
会
議
を
採
用

し
た
民
事
的
諸
法
律
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
、
婚
姻
の

際
に
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
遵
守
す
る
義
務
を
彼
ら
に
ま
で
拡
張
し
た
公
法
に
よ
っ
て
の
み
、
市
民
と
し
て
遵
守
す
る
よ
う
規
制
さ
れ
う
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
格
言
に
よ
れ
ば
、
主
権
の
本
質
そ
の
も
の
に
注
意
し
て
い
る
諸
原
則
に
よ
れ
ば
、
こ
の
王
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
っ
て

契
約
さ
れ
た
婚
姻
の
有
効
性
の
障
害
と
な
り
う
る
の
は
、
民
事
法
律
と
王
の
法
律
だ
け
で
あ
る
。

　

違
反
す
れ
ば
無
効
と
い
う
制
裁
を
受
け
る
条
件
で
、
教
会
の
前
で
婚
姻
す
る
義
務
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
ま
で
拡
張
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法

律
や
王
の
法
律
は
存
在
す
る
か
。
こ
の
事
実
問
題
は
重
大
な
疑
い
を
こ
う
む
り
え
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
婚
姻
法
に
関
し
て
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
歴
史
的
検
討
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
婚
姻
法
の
何
�
つ
と
し
て
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
、
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
遵
守
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
前
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
婚
姻
の
特
別
な
手
続
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
の
婚
姻
は
単
な
る
民
事
上
の
契
約
と
み
な

さ
れ
、
婚
姻
の
制
度
や
国
家
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
解
消
で
き
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
た）
₉₃
（

。

�
四
五
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ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
以
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
も
は
や
婚
姻
の
特
別
の
手
続
を
有
し
な
い
。
し
か
し
、
い
か
な
る
法
律
も
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
た
め
に
先
に
確
立
さ
れ
た
諸
手
続
に
従
う
よ
う
強
制
し
な
か
っ
た
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
が
も
は
や
許
可
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
後
に
、
婚
姻
に
関
し
て
与
え
ら
れ
た
最
初
の
法
律
で
あ
る
�
六
�
�
年
の
勅

令
）
₉₄
（

は
、
す
べ
て
の
臣
民
を
無
差
別
に
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

�
六
�
�
年
�
�
月
�
三
日
の
国
王
宣
言）
₉₅
（

は
、�
六
�
�
年
の
勅
令
の
﹁
教
会
に
集
め
ら
れ
た
臣
民
［
訳
注
：
ナ
ン
ト
の
勅
令
撤
回
以
後
、

カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
依
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
指
す
］﹂
へ
の
適
用
を
決
定
し
た）
₉₆
（

。

　

今
日
で
は
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
最
新
の
法
律
で
あ
る
�
�
�
四
年
五
月
�
四
日
の
国
王
宣
言）
₉₇
（

�
五
条
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
婚
姻
と

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
新
た
に
集
め
ら
れ
た
臣
民
［
訳
注
：
ナ
ン
ト
の
勅
令
撤
回
以
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
帰
依
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
指

す
］
の
婚
姻
に
、
明
白
に
目
を
付
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

い
か
な
る
勅
令
も
、
い
か
な
る
国
王
宣
言
も
、
い
か
な
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
し
て
規
定
し
な
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
い
か
な
る
民
事
法
に
よ
っ
て
も
国
家
法
に
よ
っ
て
も
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制

度
を
、
違
反
す
れ
ば
無
効
と
い
う
制
裁
を
受
け
る
条
件
で
遵
守
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
の
諸
規
定
は
、
極
め
て
明
白
か
つ
明
確
に
思
わ
れ
た
の
で
、
わ
が
国
の
学
者
た
ち
の
う
ち
で
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
無
差
別
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
主
張
し
て
い
る
者
た
ち
は
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
以
後
、
フ
ラ
ン

ス
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
も
は
や
法
律
上
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
事
実
問
題
で
あ
る
場
合
、
推
定
が
問
題
と
な
る
か
。
法
律
上
の
擬
制
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
真
実
、
公
知
性
よ
り
優
位
に

立
ち
う
る
か）
₉₈
（

。

　

今
日
な
お
、
い
く
つ
か
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
の
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
民
の
総
体
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
か
な
り
誤
解
さ
れ
て
い
る

�
四
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

可
能
性
が
あ
る
か
。

　

そ
れ
自
身
反
論
さ
れ
る
あ
る
見
解
に
反
論
す
る
わ
れ
わ
れ
の
細
心
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
真
実
に
向
か
っ
て
進
も
う
。

　

ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
を
も
た
ら
す
勅
令
は
、
確
か
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
の
す
べ
て
の
公
の
礼
拝
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
禁
止
さ
れ

た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
同
じ
勅
令
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、﹁
彼
ら
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
神
に
喜
ば
れ
る
ま
で
﹂

王
国
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
勅
令
以
後
、
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
と
推
定
す
べ
き
で
あ

る
と
言
う
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。

　

ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
の
�
�
年
後
（
マ
マ
）
の
�
六
�
�
年
�
月
�
三
日
の
国
王
宣
言）
₉₉
（

は
、﹁
自
称
改
革
宗
教
に
な
お
加
入
し
て
い
る

臣
民
に
﹂
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
の
前
に
、
�
六
�
〇
年
�
�
月
の
勅
令）
１００
（

は
、
主
任
司
祭
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
間
で
契
約
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
婚
姻
を
司
式
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。

　

複
数
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
す
べ
て
の
民
間
の
仕
事
及
び
す
べ
て
の
市
町
村
の
公
職
に
就
く
資
格
が
な
い
と
宣
言
し

て
い
る
。
高
等
法
院
の
記
録
簿
は
、
こ
れ
ら
の
諸
法
律
の
維
持
に
賛
成
し
て
下
さ
れ
た
判
決
に
満
ち
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、﹁
自
称
改
革
宗
教
﹂
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、﹁
な
お
こ
の
宗
教
に
加
入
し
て
い
る
臣
民
﹂
の
存
在
を
、
わ
れ
わ
れ

の
裁
判
所
に
お
い
て
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
ま
だ
教
会
に
集
め
ら
れ
て
い
な
い
［
訳
注
：
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
い
な
い
］
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
、

﹁
自
称
改
革
宗
教
に
加
入
し
て
い
る
﹂
と
主
権
者
が
知
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
は
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
に
お
い
て
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
指
し
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
ら

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
や
新
た
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
の
下
に
集
め
ら
れ
た
臣
民
に
そ
れ
自
身
を
適
用
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
決
定
し
た
こ

�
四
五
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れ
ら
の
諸
法
律
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
違
反
す
れ
ば
無
効
と
い
う
制
裁
を
受
け
る
条
件
で
、
わ
れ
わ
れ

の
宗
教
的
諸
制
度
を
遵
守
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
も
、
彼
ら
（
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
）
に
こ
れ
ら
の
諸
制
度
の
遵
守
を
命
じ
て
い
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
法
律
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度

は
彼
ら
と
無
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

主
権
者
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
た
め
に
い
か
な
る
特
別
の
手
続
も
制
定
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
か
。
主
権

者
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
現
実
に
制
定
さ
れ
た
諸
手
続
に
従
わ
せ
よ
う
と
欲
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
同
様
に
確
か
な

こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
婚
姻
の
い
か
な
る
特
別
の
手
続
を
も
与
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
主
権
者
が
有
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
動
機
を
見
抜
い
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
制
定
さ
れ
た
手
続
を
適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
主
権
者
が
わ
れ
わ
れ
に
通
知
し
た
意

思
に
わ
れ
わ
れ
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
知
ら
な
い
秘
密
の
動
機
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
る
諸
法
律
に
反
対
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
立
法
者
が
あ
る
対
象
に
関
し
て
守
っ
て
い
る
沈
黙
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
者
が
他
者
を
対
象
と
し
た
諸
法
律
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
の
文
字
通
り
の
諸
規
定
は
、
も
っ
ぱ
ら
、﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
新
改
宗
者
に
﹂
の
み
関
係
す
る
と

い
う
こ
と
が
確
か
に
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
（
諸
法
律
の
）
対
象
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
の
�
体
性
（
統
�
性
）

に
関
す
る
統
治
の
�
般
的
な
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
婚
姻
の
特
別
な

�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

手
続
を
制
定
す
る
こ
と
を
今
日
ま
で
拒
ん
で
き
た
の
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
が
、﹁
教
会
の
前
で
﹂

婚
姻
す
る
こ
と
を
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
新
改
宗
者
﹂
に
の
み
命
じ
た
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
例
外
と
す
る
た

め
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
改
宗
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
王
国
内
で
適
法
に

婚
姻
で
き
な
い
か
の
差
し
迫
っ
た
�
者
択
�
を
迫
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
も
の
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
反
対
し
う
る
唯
�
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
あ
る
学
者
た
ち
が
、
そ
の
苛
酷
さ
を
恥
ず
べ
き

こ
と
と
し
て
あ
え
て
紹
介
し
た
唯
�
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
諸
事
実
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
真
の
諸
原
理
を
展
開
さ
せ
よ
う
。
奇
妙
な
シ
ス
テ

ム
は
主
権
者
の
意
思
を
解
釈
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
曲
解
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
宗
教
の
�
体
性
（
統
�
性
）
は
、
今
日
、
国
家
の
�
つ
の
法
律
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
君
主
た
ち

は
、﹁
�
つ
の
教
会
、
�
人
の
牧
者
、
�
つ
の
群
れ
［une E

glise, un pasteur, un troupeau

］﹂）
１０１
（

の
み
を
欲
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
で
、
宗
教
的
諸
制
度
の
大
部
分
が
民
事
的
諸
制
度
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
反
対
す
る
現
在
の
仮
説
の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

　

�
つ
の
国
家
に
お
い
て
複
数
の
宗
教
を
許
可
し
な
い
こ
と
と
、
あ
る
い
は
、
信
教
を
強
制
し
て
支
配
的
な
宗
教
に
帰
依
さ
せ
る
た
め
に
迫

害
す
る
こ
と
と
は
、
き
わ
め
て
相
異
な
る
�
つ
の
事
柄
で
あ
る
。

　

あ
る
宗
教
を
許
可
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
礼
拝
と
公
の
信
仰
告
白
を
容
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
�
つ
の
政
府
に
お
い
て
複
数
の
宗
教
を
許

可
す
る
こ
と
は
、
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
か
、
不
正
で
あ
る
か
、
有
用
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
危
険
で
あ
る
か
。
こ
の
問
い
は
、
諸
事
件
、

諸
事
情
、
各
国
の
広
さ
（
範
囲
）
と
個
別
の
政
体
に
関
係
す
る
。
�
つ
の
国
家
の
中
に
い
か
な
る
新
し
い
宗
教
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
は
、（
宗
教
的
に
言
っ
て
も
）
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
は
、
ま
だ

キ
リ
ス
ト
教
が
容
認
さ
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
国
の
門
戸
を
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の
宗
教
を
認
め
る
べ
き

�
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で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
立
す
る
こ
と
も
同
様
に
危
険
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
排
他
的
に
許
可
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
国

家
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
、
あ
る
点
で
、
そ
れ
ら
の
国
家
の
安
寧
秩
序
を
危
う
く
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
問
い
に
関
し
て
は
、
そ
の
政
治
的
な
難
点
と
利
点
を
よ
り
よ
く
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
君
主
た
ち
の
賢
明
さ
に
任
せ
る
べ
き
で

あ
り
、
自
身
の
教
会
を
監
視
し
、
良
き
王
た
ち
に
霊
感
を
与
え
る
神
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
強
制
、
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
人
々
に
対
し
て
直
接
行
使
さ
れ
た
迫
害
は
、
単
な
る
宗
教
の
認
容
と
同
様
に
、
政
治

問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
習
俗
、
正
義
、
人
間
性
の
問
題
で
あ
る
。

　

も
し
、
間
違
っ
た
宗
教
上
の
口
実
が
、
理
性
と
真
の
宗
教
を
無
視
し
て
、
そ
の
行
為
を
許
可
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
な
ら
ば
、
�
般
に
、

人
々
に
対
し
て
な
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
す
べ
て
の
暴
力
や
、
違
法
と
み
な
さ
れ
、
自
然
法
や
万
民
法
に
反
す
る
と
み
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
行
為

は
、
強
制
あ
る
い
は
迫
害
と
呼
ば
れ
る
。

　

許
可
さ
れ
た
宗
教
が
�
つ
し
か
な
く
、
い
く
つ
か
の
宗
教
的
諸
制
度
が
民
事
的
諸
制
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
す
べ
て
の
国
家
に
お
い
て
、

こ
の
宗
教
を
尊
重
さ
せ
、
そ
れ
に
結
び
付
け
ら
れ
う
る
諸
法
律
に
従
わ
せ
る
た
め
に
、
必
然
的
に
、
強
制
的
権
限
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
合
意
す
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
各
人
は
、
異
な
っ
た
信
仰
を
口
実
に
し
て
、
容
易
に
諸
法
律
を
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
強
制
あ
る
い
は
迫
害
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
確
か
に
そ
こ
に
は
な
い
。
国
家
は
各
個
人
の
信
仰
を

問
い
た
だ
す
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
え
な
い
。
国
家
は
、
人
々
の
総
体
を
群
衆
と
み
な
す
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
個
人
と
は
み
な
さ
な
い）
１０２
（

。

し
た
が
っ
て
、
国
家
は
、
個
々
人
の
諸
権
利
に
反
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
諸
法
律
と
契
約
し
た
と
正
当
に
推
定
さ
れ
る
す
べ
て
の

臣
民
を
諸
法
律
に
従
わ
せ
う
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
服
従
を
維
持
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
決
し
て
迫
害
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
公
の
調
和
を
守

る
こ
と
で
あ
り
、
国
家
の
諸
法
律
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
い
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
同
じ
原
則
は
、
同
�
の
王
へ
の
忠
誠
に
よ
っ
て
他
の
臣
民
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
宗
教
に
よ
っ
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

て
他
の
臣
民
と
は
常
に
分
離
さ
れ
た
人
々
の
総
体
、
そ
の
個
人
的
な
信
仰
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
人
々
の
総
体
、
そ
の
信
仰
に
固
有
の

諸
法
律
の
下
で
常
に
生
き
た
人
々
の
総
体
、
い
わ
ば
�
度
な
ら
ず
国
家
と
約
定
を
し
た
人
々
の
総
体
、
に
は
適
用
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
人
々

は
、
確
か
に
、
支
配
的
な
宗
教
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
配
分
的
正
義
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
人
々

に
、（
公
法
に
よ
っ
て
彼
ら
に
保
証
さ
れ
、
彼
ら
が
そ
の
務
め
に
よ
っ
て
毎
日
そ
の
代
価
を
払
い
、
人
間
性
が
聖
な
る
、
か
つ
必
要
不
可
欠

の
も
の
に
す
る
と
こ
ろ
の
）
敬
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
状
況
が
ま
さ
に
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。

　

彼
ら
の
宗
教
は
か
つ
て
は
許
可
さ
れ
て
い
た
。
ナ
ン
ト
の
勅
令
が
彼
ら
に
公
の
実
践
を
容
認
し
た
。

　

こ
の
時
代
に
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
確
か
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
を
許
可
あ
る
い
は
拒
絶
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
。
し
か

し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
諸
法
律
の
公
に
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

宗
教
を
奉
じ
る
国
民
の
�
部
を
も
は
や
過
小
評
価
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

宗
教
そ
れ
自
体
の
許
可
は
、
確
か
に
本
来
不
変
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
公
の
治
安
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
そ
う
で
は
な
い
。
国
家
の
理

性
は
常
に
最
高
の
法
律
で
あ
る）
１０３
（

。
し
た
が
っ
て
、
主
権
者
に
と
っ
て
、
与
え
た
許
可
を
中
止
す
る
こ
と
は
常
に
自
由
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
宗
教
を
禁
止
し
た
際
に
、
か
な
り
多
数
の
者
が
、
長
い
間
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
の
宗
教
に
依
然
と
し
て
結
び
付
け
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
多
数
の
者
は
誠
実
さ
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
の
人
々
は
、
彼
ら
に
新
し
い
宗
教

を
奉
じ
る
よ
う
促
す
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
君
主
が
公
布
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
す
ば
や
く
宗
教
を
変
え
な
い
。
真
心
か
ら
の
改
宗
は
神
の
仕
事

で
し
か
あ
り
え
な
い
。
誤
っ
た
考
え
の
公
的
な
表
明
を
黙
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
個
人
へ
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
良
心
を
直
接
に
拘
束
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
少
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な
く
と
も
、
魂
を
寛
が
せ
、
既
に
あ
ま
り
に
不
幸
な
人
々
に
最
低
必
要
な
財
産
を
保
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
気
づ
い
て
い
た
。
こ
の

目
的
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
真
実
に
対
し
て
ま
だ
そ
の
眼
を
開
い
て
い
な
か
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、﹁
彼
ら
を
啓

蒙
す
る
こ
と
が
神
に
喜
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
王
国
内
に
と
ど
ま
り
、
王
国
内
で
商
取
引
を
し
、
王
国
内
で
財
産
を
持
つ
こ
と
を
﹂
容

認
し
た
。

　

そ
の
宗
教
の
公
の
実
践
が
禁
じ
ら
れ
た
と
き
に
、
人
々
に
約
束
さ
れ
た
優
し
さ
、
寛
容
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
そ
れ
を
糧
と
し
て
生
き
続
け
る
と
こ
ろ
の
信
仰
の
下
で
、
決
し
て
撤
回
さ
れ
ず
、
常
に
成
功
を
伴
っ
て
請
求
し
う
る
、
常
に
存
続

す
る
権
利
で
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、
い
つ
ま
で
も
、
す
べ
て
の
強
制
の
直
接
の
シ
ス
テ
ム
を
拒
否
す
る
。

　

と
り
わ
け
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
法
律
以
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
王
国
内
に
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
、
安
全
と
保
護
、
平
穏
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
国
家
内
に
、
彼
ら
が
国
家
か
ら
脱
出
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
法
律
が
、
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
彼
ら
に
与
え
る
義
務
を
負
う
と
こ
ろ
の
、
避
難
所
（
ア
ジ
ー
ル
）
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
市
民
（
公
民
）
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
は
、
彼
ら
に
対
し
、
そ
の
祖
国
が
負
う

す
べ
て
の
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
最
も
神
聖
な
義
務
は
、
祖
国
及
び
市
民
（
公
民
）
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
最
も
厳
し
い
見
地
か
ら
事
柄
を
考
察
す
る
と
、
彼
ら
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
に
王
国
内
に
と
ど
ま
る
よ
う
強

制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
に
、
彼
ら
の
仕
事
を
続
け
、
わ
れ
わ
れ
の
土
地
を
耕
し
、
彼
ら
の
商
取
引
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ

を
富
ま
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
工
場
を
維
持
す
る
よ
う
強
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
正
義
の
第
�
の
原
則
に
よ

れ
ば
、
必
要
と
さ
れ
、
善
を
期
待
さ
れ
て
い
る
人
々
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
最
小
の
返
礼
は
、
彼
ら
に
対
し
て
い
か
な
る
悪
も
な
さ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

個
人
（
人
体
）
に
向
け
ら
れ
た
強
制
は
、
確
か
に
、
強
制
が
行
使
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
者
に
と
っ
て
悪
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
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ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
立
法
の
現
状
は
、
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
も
っ
と
も
ら
し
い
口
実
の
下
で
も
、
い
か
な
る
種
類
の
強
制
を
も
容
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
優
し
さ
に
よ
っ
て
の
み
確
立
さ
れ
る
宗
教
が
、
力
に
よ
っ
て
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
を
望
む
な
ど
と
誰
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
偉
大
な
考
え
方
を
傷
つ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
そ
の
神
性
の
立
派
な
証
拠
を
奪
い
、﹁
神
が
人
々
に
な
し
え
た
最
も

高
価
な
贈
り
物
﹂
を
人
々
に
敵
対
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

宗
教
は
霊
魂
に
働
き
掛
け
る
。
霊
魂
の
目
か
ら
見
る
と
、
誠
実
な
信
仰
の
み
が
真
の
信
仰
で
あ
る
。
心
か
ら
の
徳
行
の
み
が
真
の
徳
行
で

あ
る
。
宇
宙
の
支
配
者
で
あ
る
神
は
、
強
い
ら
れ
た
称
賛
を
必
要
と
し
な
い
。
神
は
人
が
強
制
を
伴
っ
て
信
仰
告
白
す
る
こ
と
を
要
求
し
な

い
。
神
は
、
人
が
神
に
ふ
さ
わ
し
い
者
に
な
る
こ
と
を
望
む）
１０４
（

。
人
間
の
力
は
、﹁
功
徳
と
自
由
の
秩
序
に
お
い
て
の
み
﹂
支
配
（
統
治
）
し

よ
う
と
欲
す
る
宗
教
の
た
め
に
、
正
当
か
つ
有
用
に
用
い
ら
れ
う
る
か
。

　

霊
魂
に
対
す
る
専
制
政
治
は
、
民
事
法
が
知
ら
ず
、
か
つ
、
決
し
て
知
り
え
な
い
種
類
の
支
配
で
あ
る
。
人
は
、
良
心
と
﹁
心
の
自
由
の

不
可
解
な
制
限
﹂
）
１０５
（

と
を
強
制
す
る
こ
と
を
理
性
的
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
神
の
み
が
霊
魂
の
王
で
あ
る）
１０６
（

。
他
の
い
か
な
る
も
の
も
霊

魂
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い）
１０７
（

。

　

も
し
、﹁
神
が
あ
る
者
を
盲
目
に
し
、
他
の
者
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
こ
と
が
原
則
と
な
ら
な
い
﹂）
１０８
（

な
ら
ば
、
神
の
行
為
（
仕
事
）
に
お
い

て
何
も
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
神
な
る
人）
１０９
（

自
身
が
、こ
の
彼
の
父
（
父
な
る
神
）
の
こ
の
行
動
に
対
し
て
有
利
な
証
言
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
（
父
な
る
神
）
は
、
賢
者
た
ち
や
思
慮
深
い
人
た
ち
に
隠
し
た
こ
と
を
、
素
朴
な
人
た
ち
に
明
ら
か
に
し
た）
１１０
（

。

　

宗
教
を
口
実
に
し
て
人
に
対
し
て
直
接
行
使
さ
れ
る
す
べ
て
の
刑
事
上
の
強
制
、
い
わ
ゆ
る
す
べ
て
の
暴
力
は
、
人
間
性
を
破
壊
す
る
も

の
で
あ
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
の
愛
を
勧
告
す
る
公
正
な
る
神
の
名
に
お
い
て
暴
力
と
強
制
を
用
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
許
可
さ

れ
え
な
い
。
公
正
な
る
神
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る）
１１１
（

。
公
正
な
る
神
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は
、
隣
人
と
い
う
不
確
定
な
用
語
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
宗
教
、
す
べ
て
の
国
、
す
べ
て
の
国
民
と
い
う
す
べ
て
の
人
を
区
別
な
く
含
む）
１１２
（

。

公
正
な
る
神
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
同
胞
と
�
般
的
に
平
和
で
あ
る
義
務
を
課
し
て
い
る）
１１３
（

。

　

い
た
る
と
こ
ろ
で
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
仰
に
お
い
て
弱
い
者
を
優
し
く
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と）
１１４
（

。
神
は
わ
れ
わ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
自
身
、
そ
れ
を
要
求
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
知
る
よ
う
仕
向
け

た
と
い
う
こ
と）
１１５
（

。
真
実
を
知
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
難
し
い
か
を
知
ら
な
い
者
に
、
暴
力
の
行
為
を
取
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と）
１１６
（

。
厳
格
な
方
法
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
﹁
破
壊
の
よ
う
な
作
用
を
の
み
及
ぼ
す
﹂
と
い
う
こ
と）
１１７
（

。﹁
自
由
は
人
間
の
精
神
に
き
わ
め

て
自
然
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
、
力
に
よ
っ
て
人
間
の
精
神
に
入
り
込
む
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
持
続
性
を
有
せ
ず
、
さ
ら
に
な
お
、
自

由
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
、
神
の
霊
感
に
よ
っ
て
、
忍
耐
に
よ
っ
て
、
戒
め
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
よ
き
模
範
に
よ
っ

て
、
穏
や
か
に
入
り
込
む
べ
き
で
あ
る
信
仰
に
と
っ
て
の
功
徳
を
も
有
し
な
い
﹂）
１１８
（

と
い
う
こ
と
。
最
後
に
、﹁
誤
っ
た
人
間
に
負
わ
せ
ら
れ

る
べ
き
唯
�
の
罰
は
教
養
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
﹂）
１１９
（

と
い
う
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
学
説
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
紀

の
全
員
�
致
の
声
で
あ
る
。

　

聖
な
る
、
そ
し
て
宗
教
上
の
諸
原
則
に
よ
れ
ば
、
そ
の
行
動
を
こ
れ
ら
の
諸
原
則
に
�
致
さ
せ
た
主
権
者
の
明
白
な
意
思
に
よ
れ
ば
、﹁
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
新
改
宗
者
﹂
の
み
を
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
諸
制
度
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
改
宗
し
な
い
場
合
に
は
彼
ら
か
ら
婚
姻
す
る
能
力
を
奪
う
ま
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
強
制
し
よ
う

と
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
の
本
来
の
意
味
を
逆
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
し
、

こ
れ
ら
の
諸
法
律
を
、
そ
れ
ら
自
身
の
考
え
方
に
反
し
、
そ
れ
ら
自
身
の
規
定
に
反
し
て
、
そ
れ
ら
に
着
想
を
与
え
た
宗
教
の
精
神
と
し
て

解
釈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
主
権
者
た
ち
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
新
改
宗
者
の
み
を
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
手
続
に
服
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
福
音
書
に
お
い
て
き
わ
め
て
強
く
勧
め
ら
れ
た
優
し
さ
に
従
い
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
隣
人
愛
と
普
遍
的
な
隣
人
愛
に
従
い
、
良
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心
を
強
制
せ
ず
、﹁
彼
ら
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
神
に
喜
ば
れ
る
と
期
待
す
る
﹂
と
い
う
主
権
者
た
ち
が
常
に
作
り
上
げ
た
計
画
に
従
っ
た
と

考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
主
権
者
た
ち
は
、
そ
の
居
住
が
強
制
さ
れ
、
諸
法
律
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
さ
れ
、
長

い
間
許
可
さ
れ
て
き
た
�
つ
の
宗
教
に
盲
目
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
い
る
人
々
の
総
体
に
払
わ
れ
る
べ
き
考
慮
と
配
慮
を
保
と

う
と
努
め
た
と
考
え
る
こ
と
、
は
よ
り
単
純
で
よ
り
合
理
的
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
奉
じ
る
よ
う
強
制
す
る
た
め
に
想
像
し
う
る
す
べ
て
の
手
段
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
婚
姻
す
る
自

由
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
奪
う
こ
と
を
強
く
望
む
手
段
よ
り
も
、
そ
れ
自
体
恐
ろ
し
く
、
よ
り
公
序
、
習
俗
、
国
家
の
利
益
、
宗
教
の
考

え
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
個
々
の
諸
法
律
、
と
両
立
し
が
た
い
も
の
は
な
い
。

　

自
然
が
保
証
す
る
諸
権
利
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
並
び
に
あ
ら
ゆ
る
国
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
は
、
す
べ
て
の
国
お
よ
び
す
べ

て
の
宗
教
に
属
す
る
す
べ
て
の
人
に
共
通
で
あ
る）
１２０
（

。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
は
個
人
の
所
有
権
に
、
つ
ま
り
、
各
人
が
そ
の
人
格
（
身
体
）
に
つ

い
て
有
し
て
お
り
、
そ
の
代
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
こ
ろ
の
所
有
権
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る）
１２１
（

。

　

も
し
、
真
実
に
反
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
が
、
良
心
を
強
制
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
厳
し
い
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
も
し
、
主
権
者
た
ち
が
、
あ
る
点
ま
で
、
自
然
的
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
主
張

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
諸
権
利
か
ら
、
婚
姻
を
、
最
も
聖
な
る
、
最
も
不
可
侵
の
も
の
と
し
て
、
常
に
例
外
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
存
在
を
維
持
す
る
義
務
の
次
に
、
そ
れ
は
そ
の
種
を
永
続
さ
せ
る
義
務
と
同
様
に
必
要
で
は
な
い
。﹁
両
性
が

そ
の
差
異
に
よ
っ
て
そ
の
気
に
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
魅
力
、
両
性
が
互
い
に
常
に
行
う
こ
の
自
然
の
懇
願
﹂
は
自
然
の
第
�
の
最
も
強
い

勧
め
の
�
つ
で
あ
る
。
諸
実
定
法
は
、
強
制
を
、
人
間
に
彼
自
身
の
存
在
の
感
情
を
禁
じ
る
ま
で
至
ら
せ
、
人
間
に
感
受
性
が
鋭
く
な
る
こ

と
を
禁
じ
る
ま
で
至
ら
せ
、
そ
の
存
在
を
い
わ
ば
分
割
す
る
ま
で
至
ら
せ
、
人
間
を
彼
自
身
と
切
り
離
す
ま
で
至
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
諸
立
法
の
全
体
を
見
渡
す
と
き
、
人
間
を
堕
落
さ
せ
た
諸
法
律
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
に
人
間
の
理
性
を
愚
か
に
し
た
も

�
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の
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
点
で
自
然
を
尊
重
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
自
由
を
奪
わ

れ
た
奴
隷
た
ち
も
、
そ
れ
で
も
婚
姻
の
自
由
は
有
し
て
い
る）
１２２
（

。

　

人
間
の
諸
政
府
は
、
本
能
を
破
壊
し
、
抑
圧
す
る
ま
で
に
至
る
こ
の
ひ
ど
い
専
制
政
治
を
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。

　

な
ぜ
、
最
も
優
し
い
政
府
は
、
最
も
社
会
的
か
つ
最
も
聖
な
る
宗
教
が
、
今
日
、
こ
の
新
し
い
光
景
を
世
に
示
す
よ
う
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
望
む
の
か
。

　

ロ
ー
マ
に
水
を
禁
じ
、
市
民
に
火
を
禁
じ
る
と
き
、
そ
の
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
彼
は
外
国
人
の
と
こ
ろ
に
避
難
所
（
ア
ジ
ー
ル
）
を
探

す
こ
と
を
自
由
に
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
も
し
王
国
か
ら
脱
出
す
る
な
ら
ば
、
民
事
死）
１２３
（

の
お
そ
れ
が
あ
る
。
も
し
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
王
国
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
す
べ
て
の
民
事
死
の
千
倍
も
恐
ろ
し
い
自
然
死
に
さ
ら

さ
れ
る
の
か
。
彼
ら
の
服
従
、
彼
ら
の
忠
誠
は
、
彼
ら
に
刑
罰
の
選
択
を
の
み
与
え
う
る
の
か
。

　

わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
を
不
条
理
に
（
常
軌
を
逸
し
て
）
解
釈
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
法
律
の
諸
規
定
に
お

い
て
、
い
か
な
る
矛
盾
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
商
取
引
を
し
、
財
産
を
持

ち
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
民
事
的
行
為
を
な
す
こ
と
を
容
認
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
父
、
配
偶
者
、
子
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な
い
！　

わ
れ
わ
れ
は
市
民
で
あ
る
前
に
人
で
あ
る
。
な
ぜ
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
宗
教
を
口
実
に
し
て
市
民
権
（
公
民
権
）

を
拒
絶
す
る
こ
と
を
不
正
だ
と
考
え
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
自
然
権
を
禁
じ
る
こ
と
を
不
正
だ
と
は
考
え
な
い
の
か
。
�
方
で
は
、
強
制
す

る
た
め
に
そ
れ
自
身
の
力
を
用
い
る
こ
と
を
恐
れ
、
他
方
で
は
、
そ
れ
自
身
よ
り
も
強
い
権
利
を
あ
え
て
熱
望
す
る
諸
法
律
の
中
に
、
ど
ん

な
精
神
錯
乱
を
前
提
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
か
！

　

民
事
的
諸
法
律
は
、
常
に
（
い
つ
の
時
代
に
も
）
婚
姻
に
お
け
る
自
由
を
き
わ
め
て
強
く
尊
重
し
て
き
た
の
で
、
人
に
婚
姻
す
る
こ
と
を

強
制
し
、
人
を
、
実
定
法
上
の
刑
罰
に
よ
っ
て
、
自
然
の
考
え
方
に
従
う
よ
う
強
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
民
事
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

的
諸
法
律
は
、
報
酬
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
�
定
の
利
点
を
失
う
お
そ
れ
に
よ
っ
て
、
促
す
こ
と
の
み
を
可
能
だ
と
考
え
た
。
今
日
、
最

も
優
し
い
政
府
の
下
で
、
最
も
公
正
な
王
の
下
で
、
最
も
賢
明
な
内
閣
の
下
で
、
民
事
的
諸
法
律
は
、
莫
大
な
数
の
人
々
に
独
身
を
余
儀
な

く
さ
せ
、
大
き
な
人
々
の
集
団
に
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
！　

こ
の
考
え
は
、
も
し
そ
れ
が
存
在
し
え
た

な
ら
ば
、
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
か
な
る
時
代
も
い
ま
だ
そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
な
い
。

　

人
間
の
間
の
婚
姻
は
、
た
だ
本
能
と
自
由
と
に
の
み
起
因
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
婚
姻
は
、
習
俗
、
義
務
、
幸
福
の
対
象
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
学
者
た
ち
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
婚
姻
は
人
間
�
般
に
必
要
で

あ
る
。
自
然
は
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
を
、
わ
れ
わ
れ
の
意
に
反
し
て
婚
姻
に
導
く
。
宗
教
は
、
自
然
が
あ
ま
り
に
激
し
く
語
り
す
ぎ
る
事
情

の
下
で
、
婚
姻
を
命
じ
る）
１２４
（

﹂。
わ
れ
わ
れ
は
、
独
身
は
、
た
と
え
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
善
で
は
あ
り

え
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
独
身
は
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
徳
の
実
践
あ
る
い
は
何
ら
か
の
大
き
な
犠
牲
と
い
う
考
え
に
偶
然
に
結
び
付

け
ら
れ
る
べ
き
限
り
で
の
み
、
善
と
な
る
。
そ
し
て
、
宗
教
が
独
身
を
勧
め
う
る
の
は
専
ら
こ
の
点
に
お
い
て
の
み
で
あ
る）
１２５
（

。

　

こ
れ
ら
の
諸
原
則
か
ら
次
の
こ
と
が
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
�
般
に
独
身
は
人
間
の
た
め
に
は
な
さ
れ
え
な
い
。
自
然
よ
り
も
極
め
て

強
い
状
態
（
身
分
）
が
も
し
普
遍
的
（
共
通
）
で
あ
っ
た
ら
、
社
会
に
無
秩
序
（
混
乱
）
を
作
り
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
困
難
で

あ
ろ
う
。

　

あ
る
人
々
は
功
徳
な
く
禁
欲
的
で
あ
り
、
他
の
人
々
は
選
択
に
よ
っ
て
、
徳
に
よ
っ
て
禁
欲
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
数
の
者
に
独
身
を

強
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
婚
姻
を
妨
げ
る
こ
と
と
い
う
よ
り
も
、
人
々
に
放
蕩
を
強
制
し
、
風
俗
を
紊
乱
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
状
態
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
適
法
に
婚
姻
し
う
る
と
す
べ
き
か
と
問
う
こ
と
は
、
彼
ら
は
徳
が
あ
り
、
貞
節

で
あ
る
権
利
を
有
す
る
か
と
問
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
権
利
は
不
変
で
、
時
効
に
か
か
ら
な
い
（
永
続
す
る
）
も
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
宗
教
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
も
は
や
良
俗
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
望
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ん
で
い
る
の
か
。
彼
ら
に
お
い
て
人
間
性
を
堕
落
さ
せ
す
ぎ
る
た
め
に
、
彼
ら
を
人
間
性
の
下
に
堕
落
さ
せ
る
こ
と
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い

の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
る
人
々
の
集
団
に
、
犯
罪
に
よ
っ
て
の
み
永
続
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
。
わ
れ

わ
れ
は
、
そ
の
存
在
を
公
の
犯
罪
に
変
え
る
こ
と
さ
え
望
ん
で
い
る
の
か
。
諸
法
律
も
、
諸
裁
判
所
も
、
こ
の
よ
う
に
破
廉
恥
な
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
な
い
。

　

国
家
は
、
自
然
的
秩
序
の
中
に
あ
る
善
を
こ
の
よ
う
に
損
な
う
（
堕
落
さ
せ
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

か
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
（
防
ぐ
）
こ
と
に
よ
っ
て
、立
法
者
は
臣
民
を
失
う
お
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

立
法
者
は
怪
物
を
準
備
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
か
。
自
然
の
正
直
な
霊
感
に
従
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
人
々
を
都
市
に
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と

を
、
立
法
者
は
ど
の
よ
う
に
企
て
た
か
。﹁
し
た
が
っ
て
、
合
意
の
関
係
を
形
成
す
る
た
め
に
自
然
な
捕
獲
を
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
人

が
そ
の
近
親
の
た
め
に
有
す
る
愛
は
、
人
が
国
家
に
対
し
て
負
う
愛
の
原
則
で
は
な
い
の
か
。
心
が
大
き
な
も
の
に
結
び
つ
く
の
は
、
家
族

で
あ
る
小
さ
な
祖
国
に
よ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
善
良
な
市
民
で
あ
る
の
は
、
善
き
息
子
、
善
き
夫
、
善
き
父
で
は
な
い
の
か
。﹂

　

国
家
の
物
理
的
力
と
政
治
的
善
は
婚
姻
に
依
存
す
る
。
商
人
、
兵
士
、
農
民
を
与
え
る
の
は
婚
姻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
都
市
と
田
舎
の

人
口
を
増
や
す
の
は
婚
姻
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
の
公
法
学
者
た
ち
は
、
国
家
の
人
口
は
そ
の
繁
栄
の
最
も
確
実
な
兆
候
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
最
も
的
外
れ
の
熱
心
さ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
栄
華
（
栄
光
）
と
公
的
な
称
賛
の
芽

の
成
長
を
妨
げ
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
か
。﹁
人
々
に
愛
し
合
う
こ
と
を
命
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
確
か
に
、
各
人
が
最
良
の
政
治
的
諸
法

律
と
民
事
的
諸
法
律
を
有
す
る
こ
と
を
望
む
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
与
え
、
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
最
も
大
き
な
善
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
﹂。
す
べ
て
の
政
治
家
が
、
最
も
恐
ろ
し
い
人
口
減
少
を
訴
え
て
い
る
と
き
に
、
王

国
の
人
口
が
増
え
る
の
を
妨
げ
る
も
の
を
善
き
民
事
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
公
的
な
必
要
が
始
め
た
悪
を
、
宗
教
の

間
違
っ
た
制
度
が
完
成
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
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ス
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い
て

わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
が
致
命
的
な
亡
命
に
よ
っ
て
衰
弱
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
望
み
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
現
在

の
世
代
（
現
代
の
人
々
）
を
維
持
し
て
、
国
家
の
継
続
的
な
再
生
に
必
要
な
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
に
、
他
方
で
は
、
わ
れ

わ
れ
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
自
身
の
考
え
方
と
矛
盾
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
そ
の
子
孫
を
維
持
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
同
じ
人
々
に

婚
姻
を
禁
じ
る
こ
と
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

王
た
ち
と
人
々
の
信
頼
に
値
す
る
啓
蒙
哲
学
者
（
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
）
の
あ
る
大
臣）
１２６
（

は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
境
沿
い
に
外
国
人
に
対
し
て
自
由

の
避
難
所
（
ア
ジ
ー
ル
））
１２７
（

を
提
示
し
て
い
る
の
に
、
国
家
の
た
だ
中
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
市
民
の
相
当
大
き
な
�
部
か
ら
、

自
然
の
最
も
聖
な
る
、
最
も
神
聖
不
可
侵
の
諸
権
利
を
奪
い
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
お
い
て
多
数
の
人
々
を
、
徳
を
脅
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
政

治
的
諸
力
を
衰
弱
さ
せ
、
人
間
性
に
反
す
る
、
強
制
さ
れ
た
独
身
の
状
態
に
追
い
や
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
宗
教
を
奉
じ
て
い
な
い
と
言
い
、
異
端
者
が
増
え
、
繁
栄
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
と
言
う
の

か
。
し
か
し
、
宗
教
を
尊
ぶ
た
め
に
、
国
家
、
習
俗
、
自
然
を
侮
辱
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
。
確
か
に
、
最
初
の
無
垢
の
状
態
に
お
い
て

人
が
創
造
さ
れ
た
と
き
に
、
彼
か
ら
は
聖
な
る
子
孫
の
み
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
神
の
真
の
礼
拝
者
の
数
を
増
や
し
た
の

は
誰
か
。
し
か
し
、
神
は
、
最
初
の
人
の
堕
罪
の
後
、
事
柄
を
そ
の
自
然
的
秩
序
の
ま
ま
に
放
置
せ
ず
、
無
垢
な
人
の
新
し
い
始
祖
を
作
り
、

地
上
が
堕
落
し
た
人
々
、
偶
像
崇
拝
の
国
民
で
お
お
わ
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
も
し
、
神
が
、
彼
の
法
に
忠
実
な
人
々
の
み

を
欲
し
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
の
民
を
選
ん
だ
と
き
に
他
の
す
べ
て
の
者
を
皆
殺
し
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
人
々
の
子
供
に
関
す
る
創
造
主
の
計
画
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
創
造
主
の
目
か
ら
見
る
と
、
生
ま
れ
る
べ

き
人
の
幸
福
は
、
既
に
生
ま
れ
た
人
の
幸
福
と
同
じ
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。

　

神
は
、
お
そ
ら
く
、
偶
像
崇
拝
す
る
人
々
を
、
い
つ
か
真
の
階
級
を
理
解
し
、
い
つ
か
そ
の
教
会
を
形
成
す
る
に
違
い
な
い
�
連
の
子
孫

の
た
め
に
許
し
た
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
傑
作
で
あ
る
異
教
徒
の
改
宗
（
回
心
）
は
、
こ
の
よ
う
に
神
意
の
深
み
に
お
い
て
、
ず
っ
と

�
四
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前
か
ら
準
備
さ
れ
た
。

　
﹁
神
な
る
人
（
＝
キ
リ
ス
ト
）
に
諸
国
民
を
遺
産
と
し
て
与
え
、
地
の
果
て
ま
で
を
そ
の
所
有
物
と
し
て
与
え
た
﹂）
１２８
（

創
造
主
、
既
に
と
て

も
多
く
の
異
教
の
人
々
を
信
仰
に
導
い
た
創
造
主
は
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
誤
り
を
嘆
い
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
慈
悲
の
ま
な
ざ
し

を
維
持
し
て
い
る
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
父
た
ち
の
頑
固
さ
を
打
ち
負
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
の
子
た
ち
を
連

れ
戻
す
希
望
を
放
棄
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
の
か
。
宗
教
の
奇
跡
と
神
の
脅
威
に
限
度
を
設
け
る
の
は
弱
い
死
す
べ
き
人
間
の
役
目
で
あ
る

の
か
。
わ
れ
わ
れ
が
理
解
で
き
な
い
も
の
を
崇
拝
し
、
自
然
の
秩
序
を
常
に
尊
重
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
創
造
主
の
作
品
（
仕
事
）

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

同
様
に
重
要
な
あ
る
問
い
に
関
し
て
は
申
し
分
な
い
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、﹁
教
会
の
前
で
﹂
の
み
婚
姻
す
る
権
利
を
有
す
る
べ
き
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
改
宗
し
な
い
場
合
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
婚
姻
す
る
権
利
を
有
し
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
の
（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
）
奥
義
（
秘
跡
）
の
聖
性
を
危
う
く
し
よ
う
と
欲
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
々
に
偽
善
を
強
い
る
こ
と
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
の
秘
跡
を
瀆
聖
に
さ
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
の
意
図
は
、﹁
聖
な
る
事
柄
を
卑
劣
漢
に
﹂
委
ね
る
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
し
、
市
民
に
対
し
義
務
を
作
り
出
す
こ

と
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
奥
義
を
冒
瀆
す
る
こ
と
で
も
あ
り
え
な
い
。

　

宗
教
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
そ
の
奥
義
を
信
じ
な
い
者
は
確
か
に
罪
が
あ
る
。
し
か
し
、
不
信
仰
に
瀆
聖
が
付
け
加
わ
る
な
ら
ば
、
よ
り

�
層
罪
が
あ
る
。
す
べ
て
の
神
学
者
は
、
瀆
聖
は
最
も
重
大
な
罪
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
反
論
し
て
い
る
強
制
の
シ
ス
テ
ム

は
、
絶
え
ず
、
こ
の
罪
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
こ
と
に
の
み
役
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
好
ま
し
く
な
い
極
端
な
手
段

も
、
極
端
な
寛
容
も
（
も
し
そ
れ
が
市
民
的
寛
容
で
あ
り
う
る
な
ら
ば
）、
存
在
し
な
い
。
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瀆
聖
は
常
に
非
常
に
嫌
悪
さ
れ
て
い
た
の
で
、
い
く
つ
か
の
司
教
区
に
お
い
て
は
、
主
任
司
祭
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
異
端
者
の
婚
姻
を

司
式
す
る
こ
と
は
、﹁
事
実
上
﹂、
停
職
（
休
職
）
処
分
の
罰
を
受
け
る
条
件
で
禁
止
さ
れ
て
い
た）
１２９
（

。
国
家
の
諸
法
律
、
特
に
、
こ
の
点
に
関

し
て
教
会
の
諸
法
律
に
従
っ
た
�
六
�
〇
年
�
�
月
の
勅
令）
１３０
（

は
、
こ
の
こ
と
を
、
公
的
な
躓
き
、
及
び
、﹁
現
在
、
教
会
の
交
わ
り
の
外
に

い
る
者
に
は
伝
わ
り
え
な
い
恩
寵
を
神
が
付
与
し
た
と
こ
ろ
の
﹂
秘
跡
の
明
白
な
冒
瀆
と
し
て
取
り
扱
っ
た）
１３１
（

。
教
皇
自
身
は
、
異
な
っ
た
宗

教
の
君
主
と
王
女
の
婚
姻
の
た
め
に
免
除
（
特
別
許
可
証
）
を
与
え
た
と
き
に
、
婚
姻
の
祝
福
が
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
決
し
て
容
認

し
な
か
っ
た
。
�
人
の
者
が
同
時
に
本
心
に
お
い
て
異
端
者
で
あ
る
と
き
、
瀆
聖
は
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
な
い
の
か
。
よ
り
小
さ
い
罪

を
嫌
悪
す
る
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
り
重
大
な
罪
を
犯
さ
せ
る
よ
う
強
い
る
こ
と
を
望
み
う
る
の
か
。

　

他
の
点
で
は
社
会
的
で
人
間
性
を
愛
好
す
る
の
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
本
心
か
ら
、
間
違
っ
た
宗
教
に
愛
着
を
抱
く
臣
民
を
有
す
る
こ
と

は
、
真
実
を
冒
瀆
し
、
自
身
の
信
仰
を
捨
て
る
こ
と
を
も
の
と
も
せ
ず
、
つ
い
に
は
い
か
な
る
も
の
も
信
じ
な
く
な
る
臣
民
を
有
す
る
こ
と

よ
り
も
、
国
家
に
と
っ
て
は
よ
り
良
い
こ
と
で
あ
る
。

　

宗
教
�
般
は
万
民
法
で
あ
る
。
�
つ
の
宗
教
を
容
認
す
る
こ
と
へ
の
人
々
の
合
意
だ
け
が
、
す
べ
て
の
人
々
に
、
�
人
の
神
を
認
め
、
�

つ
の
宗
教
を
奉
じ
る
と
い
う
社
会
性
の
義
務
を
負
わ
せ
た
。

　

宗
教
は
、
誠
実
、
忠
実
、
徳
の
最
も
確
実
な
基
礎
で
あ
る
。
人
間
の
諸
法
律
が
﹁
精
神
に
対
し
て
し
か
訴
え
か
け
な
い
﹂
の
に
対
し
、
宗

教
は
﹁
心
に
訴
え
か
け
る
﹂。
当
局
が
行
動
し
か
規
制
で
き
な
い
と
き
に
、
宗
教
は
良
心
を
拘
束
す
る
。
人
々
は
神
が
与
え
た
も
の
す
べ
て

を
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
�
つ
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
、
重
要
で
あ
る
。﹁
間
違
っ
た
宗
教
で
さ
え
、
そ

れ
が
道
徳
と
�
致
し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
々
が
人
々
の
誠
実
さ
ゆ
え
に
有
し
う
る
最
良
の
保
証
人
で
あ
る
﹂。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
強
制
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
に
結
び
付
け
る
こ
と
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
を
彼
ら
の
宗
教
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
の
み
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
強
制
は
、
や
が
て
、
そ
の
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
）
精
神
に
お

�
四
�
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い
て
、
彼
ら
が
少
な
く
と
も
彼
ら
自
身
の
た
め
に
有
し
て
い
た
堅
い
信
仰
を
、
す
べ
て
の
宗
教
に
対
す
る
軽
蔑
へ
と
置
き
換
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
強
制
の
シ
ス
テ
ム
、
習
俗
の
維
持
、
国
家
の
善
、
自
然
と
宗
教
の

共
通
の
願
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
個
別
諸
法
律
、
す
べ
て
の
諸
原
則
と
す
べ
て
の
諸
法
律
が
、
と
も
に
拒
絶
し
、
禁

止
す
る
恐
ろ
し
い
シ
ス
テ
ム
を
永
遠
に
遠
ざ
け
る
驚
く
べ
き
考
察
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
野
蛮
で
恐
ろ
し
い
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
、
そ
れ
を
排
除
し
拒
絶
す
る
諸
法
律
自
身
に
証
言
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
誰
が
考
え
た
の
か
。
婚
姻
に
関

す
る
わ
れ
わ
れ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
、﹁
教
会
の
前
で
﹂
婚
姻
す
る
こ
と
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
新
改
宗
者
に
の
み
命
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
婚
姻
し
う
る
た
め
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
な
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
（
強
い
ら
れ
る
）
と
あ
え
て

結
論
を
下
す
こ
と
が
な
さ
れ
る
。
何
と
い
う
論
理
で
あ
ろ
う
か
！　

こ
の
よ
う
に
推
論
す
る
こ
と
は
、
諸
法
律
が
予
防
し
た
か
っ
た
悪
そ
の

も
の
を
諸
法
律
の
せ
い
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
強
制
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
み
を
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
手
続
に
服
せ
し
め
る
こ
と
を

望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
強
制
す
る
こ
と
は
決
し
て
望
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
自
体
実
の
と
こ
ろ
は
間
違
っ
て
い
る
が
、
公
権
力
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
導

入
さ
れ
、
し
か
し
、
長
い
間
許
可
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
宗
教
に
対
す
る
彼
ら
の
愛
着
を
尊
重
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の

諸
法
律
は
、
彼
ら
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
た
め
に
、﹁
厳
格
な
正
義
﹂
や
福
音
的
な
道
徳
や
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
強
い
ら
れ
た
居

住
や
、
す
べ
て
の
道
徳
的
政
治
的
考
察
が
同
様
に
必
要
と
し
て
い
る
手
加
減
を
保
持
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
養
の
あ
る
人
々

が
、﹁
諸
法
律
を
解
釈
す
る
﹂
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
逆
に
諸
法
律
に
違
反
し
、
諸
法
律
の
尊
重
を
欠
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
諸
法
律
そ
れ
自
身
を
支
配
す
る
た
め
の
馬
鹿
げ
た
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
地
上
に
映
る
神
の

像
で
あ
る
君
主
は
、
最
高
に
善
で
あ
る
存
在
（
神
）
の
よ
う
に
、
以
下
に
記
す
も
の
の
み
に
よ
っ
て
、
人
々
を
真
の
宗
教
の
認
識
へ
と
導
く

�
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こ
と
を
望
む
。
す
な
わ
ち
、
教
育
の
力
に
よ
っ
て
、﹁
常
に
罰
よ
り
も
強
い
招
き
に
よ
っ
て
﹂、
名
誉
と
報
酬
の
魅
力
に
よ
っ
て
、
明
白
で
、

か
つ
君
主
が
彼
ら
の
（
君
主
の
）
諸
法
律
に
よ
っ
て
そ
の
国
家
の
宗
教
に
与
え
て
い
る
保
護
を
排
除
す
る
公
の
証
言
に
よ
っ
て
。
君
主
は
そ

の
う
え
、
自
然
の
秩
序
、
万
民
法
、
人
間
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
危
険
な
諸
制
度
を
急
い
で
取
り
除
こ
う
。
そ
し
て
、
正
義
に
よ
っ
て
、
か
つ
、
宗
教
に
対
す
る
愛
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
遵
守
す
る
よ
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
規
制
す
る
こ
と
を
望
ま

ず
、
し
た
が
っ
て
、
婚
姻
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
え
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
遵
守
せ
ず
に
適
法
に
婚
姻
し
う
る
と

い
う
こ
と
を
承
認
し
よ
う
。

第
二
の
提
案

　
　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
適
法
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
誠
実
さ
で
足
り
る
。

　

す
べ
て
の
文
明
国
家
に
お
い
て
、
人
々
は
、
個
別
的
国
家
的
諸
法
律
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
す
べ
て
の
諸
法
律
の
神
髄
で
あ
り
補
足
で

あ
る
普
通
法
に
よ
っ
て
、
統
治
さ
れ
て
い
る）
１３２
（

。

　

民
事
的
諸
制
度
を
宗
教
的
諸
制
度
に
緊
密
に
結
び
つ
け
て
い
る
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
個
別
的
国
家
的
諸
法
律
は
、
ど
う
や
っ
て

も
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
関
係
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
立
証
し
た
。
特
別
の
手
続
が
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ス

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
普
通
法
の
特
別
の
計
ら
い
を
請
求
す
る
根
拠
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

す
べ
て
の
文
明
国
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
普
通
法
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
を
生
じ）
１３３
（

、
あ
る
人
が
彼
と
結
び
つ
い
た
伴
侶
に
妻
の
資
格
を
与
え
る

の
は
、
儀
式
で
は
な
く
、
た
だ
誓
い
（
信
頼
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
資
格
は
極
め
て
名
誉
あ
る
も
の
な
の
で
、
古
代
人
の
表
現
に
よ
れ
ば）
１３４
（

、

そ
れ
を
こ
の
名
称
で
呼
ば
せ
る
の
は
、
快
楽
で
は
な
く
、
徳
で
あ
り
、
名
誉
そ
の
も
の
で
あ
る
。

�
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以
下
の
よ
う
な
者
が
本
当
の
夫
婦
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
契
約
の
外
的
装
置
（
機
構
）
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
�
つ
の
住
居
、

�
つ
の
意
思
、
�
つ
の
霊
魂
の
み
を
有
す
る
よ
う
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
者）
１３５
（

。
共
通
の
誓
い
（
祈
り
）
に
よ
っ
て
、
同
じ
義
務
に
服
し
、

同
じ
特
権
に
あ
ず
か
り
、
苦
楽
を
共
に
し）
１３６
（

、﹁
彼
ら
、
そ
の
肉
体
と
心
の
間
で
、
す
べ
て
の
こ
と
を
伝
え
合
う
者）
１３７
（

﹂。
彼
ら
の
結
合
の
果
実
で

あ
る
彼
ら
の
子
ど
も
た
ち
を
共
通
財
産
と
み
な
し
、
彼
ら
の
結
合
を
締
め
直
し
、
常
に
そ
の
結
合
を
よ
り
不
可
侵
の
も
の
と
す
る
新
し
い
き

ず
な
と
み
な
す
者）
１３８
（

。
結
局
、
彼
ら
が
互
い
に
誓
い
合
っ
た
信
仰
の
中
に
、
支
え
、
支
持
、﹁
す
べ
て
の
自
然
的
宗
教
的
市
民
的
存
在
の
﹂
親

密
か
つ
相
互
的
な
参
加
（
協
力
）
を
見
出
す
者）
１３９
（

。
道
徳
、
及
び
、
最
も
宗
教
的
な
諸
法
律
が
婚
姻
に
割
り
当
て
た
本
質
的
性
格
は
そ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る）
１４０
（

。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
も
の
が
本
来
の
真
の
婚
姻
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
儀
式
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　

も
し
、
す
べ
て
の
規
定
さ
れ
た
諸
手
続
に
お
い
て
行
わ
れ
な
い
婚
姻
を
、
通
常
、﹁
非
合
法
な
﹂
婚
姻
あ
る
い
は
﹁
内
縁
﹂
と
呼
ぶ
こ
と

が
適
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
、﹁
非
合
法
な
﹂
と
い
う
語
及
び
﹁
内
縁
﹂
と
い
う
語
が
必
ず
し
も
厳
格
に
は
解
釈
さ
れ
ず
、そ
れ
ら
が
、

何
か
道
徳
的
に
不
正
な
こ
と
、
不
法
な
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
自
体
（
本
来
）
破
廉
恥
な
こ
と
を
表
現
し
う
る
限
り
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
た
だ
、
諸
実
定
法
が
、
民
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
（
本
来
）
誠
実
で
あ
り
う
る
が
手
続
を
欠
い
た
婚
姻
が
、

こ
の
同
じ
民
法
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
�
定
の
価
値
、
あ
る
い
は
�
定
の
諸
効
果
を
有
す
る
﹁
正
式
の
婚
姻
﹂
と
呼
ぶ
も
の
と
反
対
の

意
味
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る）
１４１
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
様
々
な
性
質
決
定
が
、
そ
の
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
な
い
婚
姻
に
関
す
る
法
の
総
体
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
諸
手
続
は
、
そ
れ
自
体
、
婚
姻
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
と
仮
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
、
い
か
な
る
特
別
の
（
個
別
の
）

手
続
も
な
し
に
真
の
有
効
な
婚
姻
が
存
在
し
う
る
と
は
い
え）
１４２
（

、
こ
れ
ら
の
婚
姻
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
認
め
ら
れ
え
な
い
し
、
あ
る
い
は
、

少
な
く
と
も
、
民
事
的
諸
法
律
が
そ
こ
に
も
た
ら
す
様
々
な
難
点
に
応
じ
て
、
�
定
の
諸
特
権
、
�
定
の
諸
効
果
を
享
受
し
え
な
い
、
と
結

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
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﹁
こ
れ
ら
の
諸
法
律
は
状
況
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
ら
自
身
に
反
す
る
婚
姻
を
無
効
と

す
る
。
ま
た
、
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
自
身
に
反
す
る
婚
姻
を
無
効
に
す
る
代
わ
り
に
、
そ
の
婚
姻
契
約
を
結
ん
だ
者
を
罰
す
る
こ
と
で

満
足
す
る
。
時
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
は
、
罪
を
あ
が
な
う
こ
と
に
よ
り
配
慮
し
て
お
り
、
時
に
は
、
罪
を
予
防
す
る
こ
と
に
よ
り
配
慮

し
て
い
る）
１４３
（

﹂。
し
か
し
、
真
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
は
単
な
る
違
警
罪
の
法
律
と
し
て
の
効
力
し
か
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
諸
実
定
法
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
て
い
る
﹁
内
縁
の
夫
（
妻
）﹂
と
い
う
用
語
や
、﹁
配
偶
者
﹂
と
い
う

用
語
は
、
そ
れ
自
体
、
事
物
の
絶
対
的
な
意
味
に
お
い
て
、
純
粋
な
合
意
を
表
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
道
徳
、
事
物
の
本
質
的

秩
序
に
属
し
、
純
粋
な
実
定
法
に
は
属
し
て
い
な
い
。
自
然
の
単
純
な
秩
序
の
み
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、﹁
繁
殖
が
あ
い
ま
い
か
つ
み
だ
ら

な
結
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
適
当
で
は
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
を
承
認
す
る
た
め
に
は
、
人
類
の
政
体
を
注
意
深
く
考
察
す

る
こ
と
で
足
り
る
。
夫
婦
の
信
仰
は
単
な
る
治
安
維
持
の
問
題
で
は
な
く
、
父
性
愛
及
び
子
の
情
愛
（
親
を
慕
う
心
）
は
空
し
い
名
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
取
る
た
め
に
は
、
人
間
の
心
に
相
談
す
る
こ
と
で
足
り
る
。
そ
れ
と
反
対
の
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
人
々
の
間

に
お
い
て
全
く
の
道
徳
性
を
否
定
し
、
公
の
習
俗
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
諸
手
続
は
婚
姻
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
公
序
と
の
関
係
に
お
い
て
婚
姻
を
管
理
す
る
た
め
に
の
み
確
立
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
婚
姻
は
夫
婦
を
彼
ら
相
互
間
の
多
く
の
義
務
に
従
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
多
く
の
債
務

に
従
わ
せ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
義
務
や
債
務
を
履
行
す
べ
き
者
を
宣
言
し
う
る
諸
手
続
が
確
立
さ
れ
る）
１４４
（

。

　

人
々
は
、
諸
社
会
の
始
ま
り
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
長
い
経
験
が
人
々
に
婚
姻
の
民
事
的
安
全
の
た
め
の
諸
規
範
を
確
立
す
る
こ
と
を

教
え
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
適
法
に
婚
姻
し
え
た
。
人
は
あ
え
て
、
彼
ら
の
結
合
の
有
効
性
と
神
聖
さ
に
対
し
て
疑
い
を
投
げ
か
け

る
の
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
婚
姻
は
、
選
択
や
住
居
や
占
有）
１４５
（

や
誠
実
さ
に
よ
っ
て
の
み
適
法
と
み
な
さ
れ
た
。
人
は
自
然
の
法
律
の

よ
き
単
純
性
の
下
で
長
い
間
生
き
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
自
身
、
わ
れ
わ
れ
の
父
た
ち
よ
り
も
純
粋
で
な
い
習
俗
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル

�
四
�
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ド
ナ
ン
ス）
１４６
（

の
時
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
﹁
推
定
さ
れ
た
婚
姻
﹂
を
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
黙
認
し
て
き
た
。

　

今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
、
婚
姻
の
有
効
性
の
た
め
に
、
諸
手
続
と
諸
儀
式
を
確
立
し
た
こ
と
は
本
当
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
然
法
か
ら
は
す
っ
か
り
遠
ざ
か
り
は
し
な
い
諸
実
定
法
、
そ
し
て
、
自
然
法
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
社

会
の
状
態
に
自
然
法
の
目
的
を
よ
り
よ
く
取
り
合
わ
せ
る
た
め
に
の
み
、
そ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
の
諸
実
定
法）
１４７
（

は
、
わ
れ
わ
れ
が
展
開
し
た
ば

か
り
の
自
然
の
諸
原
則
に
崇
拝
の
念
を
表
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
普
通
、
規
定
さ
れ
た
諸
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
、
確
立
さ
れ
た
法
に
従
っ
て

な
さ
れ
た
婚
姻
だ
け
が
、
子
た
ち
を
準
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
い
え
、
誤
想
婚
、
す
な
わ
ち
、
夫
婦
が
適
法
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
婚

姻
、
彼
ら
の
身
分
か
ら
切
り
離
せ
な
い
義
務
を
履
行
す
る
意
思
の
あ
る
当
事
者
間
で
自
由
に
結
ば
れ
た
婚
姻
、
誠
実
さ
の
保
護
の
下
で
、
そ

し
て
夫
婦
の
愛
の
純
粋
さ
に
お
い
て
﹁
結
果
﹂
を
伴
っ
て
生
き
る
つ
も
り
で
あ
る
当
事
者
間
で
自
由
に
結
ば
れ
た
婚
姻
、
か
ら
生
ま
れ
た
子

が
嫡
出
子
と
認
め
ら
れ
る）
１４８
（

。

　

�
つ
の
主
要
な
理
由
（
動
機
）
が
こ
の
原
則
を
採
用
さ
せ
た
、と
あ
る
偉
大
な
司
法
官
が
言
っ
て
い
る）
１４９
（

。
第
�
は
、﹁
婚
姻
の
名
、つ
ま
り
、

き
わ
め
て
強
力
な
の
で
そ
の
影
さ
え
も
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
そ
の
出
生
の
本
源
を
清
め
る
た
め
に
十
分
で
あ
る
名
で
あ
る
﹂。
第
�
は
、

そ
の
よ
う
な
契
約
を
結
ん
だ
者
の
誠
実
さ
で
あ
る
。
国
家
は
、
彼
ら
の
た
め
に
、
彼
ら
が
有
し
て
い
た
、
国
家
に
嫡
出
子
を
与
え
る
意
図
を

考
慮
に
入
れ
る
。
彼
ら
は
誠
実
な
契
約
を
形
成
し
た
。
彼
ら
は
、
正
統
な
（
適
法
な
）
子
孫
を
残
す
た
め
に
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た

秩
序
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。﹁
秘
め
ら
れ
た
障
害
や
意
外
な
出
来
事
が
、
彼
ら
の
配
慮
（
用
心
）
を
裏
切
る
。
人
は
、
彼
ら
に
対

し
て
、
そ
の
誓
願
、
外
観
、
婚
姻
の
名
に
つ
い
て
報
い
ず
に
は
お
か
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
父
た
ち
が
そ
う
で
あ

り
た
い
と
望
ん
だ
こ
と
を
見
る
﹂。

　

人
は
、
き
わ
め
て
遠
く
ま
で
普
通
法
に
愛
顧
を
抱
い
た
の
で
、
契
約
当
事
者
の
�
方
の
み
の
誠
実
さ
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
婚
姻
か
ら
生
ま

れ
る
子
ど
も
を
嫡
出
子
と
す
る
（
準
正
す
る
）
に
は
十
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
何
人
か
の
昔
の
法
学
者
た
ち
は
、
こ
の
場

�
四
�
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合
に
、
子
ど
も
は
配
偶
者
の
�
方
に
対
し
て
嫡
出
子
で
あ
り
、
他
方
に
対
し
て
は
非
嫡
出
子
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
彼

ら
の
見
解
は
、
人
の
身
分
は
不
可
分
で
あ
り
、
競
合
す
る
場
合
に
は
、
ま
っ
た
く
嫡
出
性
の
ほ
う
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
根
拠
に
基

づ
い
て
退
け
ら
れ
た
。

　

配
偶
者
の
誠
実
さ
は
、
常
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
き
わ
め
て
強
い
力
を
有
し
て
い
る
の
で
、
自
身
の
主
任
司
祭
の
前
で
挙
行
さ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
無
効
の
非
難
を
受
け
た
婚
姻）
１５０
（

に
お
い
て
、
パ
リ
高
等
法
院
次
席
検
事
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
［G

ilbert de 

V
oisins

］
氏
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。﹁
無
効
の
婚
姻
は
民
事
的
諸
効
果
を
ま
っ
た
く
生
じ
な
い
。
そ
の
帰

結
は
必
然
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
は
、
も
し
そ
れ
が
隠
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
民
事
的
諸
効
果
を
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。
当

事
者
が
真
の
自
分
自
身
の
主
任
司
祭
の
前
で
契
約
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
両
親
に
知
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
彼
ら
が
誠
実

さ
に
お
い
て
契
約
し
、
そ
れ
が
挙
行
さ
れ
た
時
か
ら
死
の
時
ま
で
皆
に
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
約
束
の
結
果
に
つ
い
て
、
彼
ら
を
哀
れ
み
、

彼
ら
と
と
も
に
嘆
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
諸
条
件
の
平
等
と
、
こ
の
よ
う
な
絆
を
形
成
し
た
す
べ
て
の
理
由
は
、
有
利
な
外
観
の
下
で
、
民

事
的
諸
効
果
を
要
求
す
る
婚
姻
の
�
種
を
示
し
て
い
る
﹂。

　

子
ど
も
た
ち
の
出
生
の
時
期
に
、
両
親
が
婚
姻
を
有
効
に
結
び
う
る
の
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
婚
姻
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
は

準
正
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
お
け
る
�
つ
の
原
則
で
あ
る
。
法
律
は
、
な
ぜ
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ
の
特
権
を
確
立

し
た
の
か
。
学
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、﹁
法
律
は
、
父
と
母
が
正
式
の
婚
姻
の
関
係
に
よ
っ
て
約
束
す
る
意
図
を
常
に
有
し
て
い
た
こ
と
を
推

定
し
て
お
り
、
婚
姻
が
、
子
ど
も
た
ち
の
出
生
の
時
か
ら
す
ぐ
に
、
よ
り
少
な
い
願
望
と
欲
望
で
結
ば
れ
た
こ
と
を
法
律
は
前
提
と
し
て
お

り
、
衡
平
な
擬
制
に
よ
っ
て
、
法
律
は
婚
姻
に
遡
及
効
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹂。

　

も
し
、
婚
姻
に
お
け
る
誠
実
さ
が
、
そ
の
誠
実
さ
が
知
ら
れ
て
い
る
時
に
、
す
べ
て
の
実
定
的
諸
規
範
に
優
先
し
、
す
べ
て
の
確
立
さ
れ

た
儀
式
に
優
先
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
仮
に
、
契
約
当
事
者
の
�
方
の
み
に
お
い
て
誠
実
さ
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
誠
実
さ
が
優

�
四
�
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先
す
る
な
ら
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
結
ば
れ
た
婚
姻
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
誠
実
さ
が
�
人
の
配
偶
者
の
中
に
完
全
に
存
在
し
、

実
定
法
に
対
し
て
抵
抗
す
る
必
要
が
な
い
時
に
は
、
そ
の
誠
実
さ
に
は
効
果
が
な
い
に
違
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
。

　

み
な
し
婚
姻
は
、
今
日
、
も
は
や
適
法
で
あ
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
の
利
益
が
、
こ
の
対
象
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の

民
事
的
諸
法
律
の
審
署
を
要
求
し
た
か
ら
で
あ
り
、
審
署
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
諸
法
律
を
遵
守
し
な
い
者
に
対
し
て
、
当
然
に
詐
欺
の
疑
い
が

生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
日
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
婚
姻
す
る
い
か
な
る
民
事
手
続
も
有
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
ら
の
婚
姻
の
適
法
性
に
つ
い
て
、
手
続
の
欠

如
を
理
由
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
法
律
の
違
反
も
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ

る
）
１５１
（

。

　

も
し
、
す
べ
て
の
人
々
、
世
界
の
最
も
形
式
を
遵
守
す
る
人
々
が
、
そ
の
手
続
の
厳
格
さ
を
放
棄
し
た
な
ら
ば
、
も
し
、
あ
る
行
為
に
お

い
て
遵
守
さ
れ
た
正
式
の
手
続
が
や
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
衡
平
が
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
、
契
約
当

事
者
の
誠
実
さ
が
明
白
で
あ
っ
た
と
き
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
自
然
的
自
由
を
保
持
し
、
わ
れ
わ
れ
が
ブ
ロ
ワ
の
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
の
前
に
有
し
て
い
た
す
べ
て
の
自
由
を
保
持
す
る）
１５２
（

。
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に

は
無
関
係
の
諸
手
続
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
は
な
さ
れ
な
い
諸
手
続
を
遵
守
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
非
難
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
必
要
性
が
彼
ら
に
資
格
を
生
ぜ
し
め
、
こ
の
資
格
は
攻
撃
さ
れ
え
な
い）
１５３
（

。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
与
え
ら
れ
た
、
い
か
な
る
法
律
上
の
手
続
も
遵
守
す
る
こ
と
な
し
に
婚
姻
す
る
自
由
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
不
都
合

を
生
じ
る
と
言
え
る
か
。
こ
の
異
議
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
応
答
が
提
供
さ
れ
る
。

　

１ 　

何
よ
り
も
ま
ず
、
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
次
に
、
用
心
深
い
こ
と
が
意
図
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

２　

婚
姻
に
関
す
る
十
分
な
慎
重
さ
は
、
と
り
わ
け
、
相
当
な
地
位
を
保
ち
、
国
家
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
市
民
の
間
の
婚
姻

�
四
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

の
た
め
に
の
み
、
立
法
者
た
ち
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

普
通
の
市
民
の
婚
姻
は
、
政
府
あ
る
い
は
政
治
の
関
心
を
ほ
と
ん
ど
牽
か
な
い）
１５４
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
か
つ
て
民
法
は
、
人
々
の
婚
姻
を
、
高
位

高
官
の
婚
姻
よ
り
も
少
な
い
手
続
に
従
わ
せ
て
い
た
。
嫁
資
の
約
定
、
書
面
、
証
人
の
数
は
後
者
の
婚
姻
に
お
い
て
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

他
の
人
々
は
、
嫁
資
の
設
定
な
し
に
、
い
か
な
る
種
類
の
書
面
契
約
も
な
し
に
、
何
人
か
の
友
人
の
前
で
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
た）
１５５
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
運
命
あ
る
い
は
民
事
的
状
態
は
あ
ま
り
に
制
限
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
政
治
を
司

法
（
正
義
）
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。﹁
わ
れ
わ
れ
の
州
で
あ
る
南
仏
に
お
い
て
、
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
土
地
を
耕
し
、

わ
れ
わ
れ
の
絹
を
紡
い
で
い
る
。
彼
ら
は
、
市
民
の
特
権
を
熱
望
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
義
務
を
引
き
受
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
こ
の
国

家
の
中
で
、
名
誉
あ
る
こ
と
を
全
く
希
望
す
る
こ
と
な
く
、
有
用
な
す
べ
て
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
に
よ

っ
て
、
彼
ら
の
父
た
ち
の
信
仰
告
白
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
運
命
と
習
俗
を
破
滅
さ
せ
る
よ
う
な
、
か
の
高
ま
る
熱
情
が
な

く
、
父
祖
伝
来
の
技
術
を
磨
い
て
い
る）
１５６
（

﹂。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
の
下
で
は
、
王
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
有
利
に
）
語
る
人
間
性
の
理
性

を
黙
ら
せ
る
た
め
に
十
分
に
強
力
な
理
由
は
あ
り
え
な
い
。

　

３　

諸
手
続
と
諸
儀
式
は
、
わ
れ
わ
れ
が
証
明
し
た
よ
う
に
、
婚
姻
そ
れ
自
体
の
有
効
性
に
と
っ
て
本
質
的
で
は
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ

の
君
主
た
ち
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
、
婚
姻
す
る
い
か
な
る
特
別
の
手
続
も
ま
だ
与
え
て
い
な
い
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
合
理
的

な
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
反
対
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
自
身
に
と
っ
て
、
主
権
者
の
善
良
さ
か
ら
、
主
権

者
が
他
の
臣
民
す
べ
て
に
付
与
し
て
い
る
保
護
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
間
に
、
父
の
義
務
、
子
の
身
分
、
相
続
の
秩
序
を
常
に
よ
り
よ
く
保

証
し
う
る
、
婚
姻
す
る
適
法
な
手
続
を
要
求
す
る
た
め
の
十
分
に
正
当
な
理
由
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
し
、
ま
た
本
来
そ
う
で
し
か
あ
り
え
な

い
。
し
か
し
、
主
権
者
の
権
力
の
所
産
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
時
代
と
有
用
性
が
君
主
の
賢
明
さ
と
知
性
に
の
み
委
ね
ら

�
四
�
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れ
る
と
こ
ろ
の
後
の
決
定
的
な
処
置
を
期
待
す
る
と
し
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
に
お
い
て
、
普
通
法
の
愛
顧
、

及
び
、
す
べ
て
の
国
の
民
事
的
諸
法
律
が
習
俗
や
徳
や
誠
実
に
結
ば
れ
た
す
べ
て
の
婚
姻
に
保
証
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
保
証
す
べ
き
保
護

を
要
求
す
る
極
め
て
十
分
な
根
拠
が
あ
る
。

　

４　

も
し
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
諸
手
続
と
諸
儀
式
を
確
立
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
（
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
学
者
た
ち
及
び
す
べ
て

の
諸
法
律
自
体
が
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
）
公
の
習
俗
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、
子
の
身
分
を
証
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

公
序
の
利
益
は
、
誓
約
が
誠
実
な
も
の
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
子
が
特
定
の
父
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
は
、
常
に
満
た
さ
れ
る
。

﹁
確
実
な
父
を
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
る
［P

atrem
 certum

 dem
onstrare possunt. 

］﹂。
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
、
そ
れ
自
体
無
効
で

あ
る
が
、
誠
実
さ
を
も
っ
て
結
ば
れ
た
婚
姻
に
民
事
的
諸
効
果
を
与
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
同
じ
理
由
に
よ
る
。
確
か
に
、
諸
法
律
は
、
こ

の
婚
姻
の
中
に
、
諸
法
律
が
要
求
し
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
父
の
確
実
さ
と
婚
姻
そ
れ
自
体
の
誠
実
さ
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

な
ぜ
、
最
も
正
式
な
占
有
及
び
最
も
完
全
な
誠
実
さ
に
従
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
間
で
結
ば
れ
た
婚
姻
に
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
、
民
事
的

諸
効
果
を
［
付
与
す
る
こ
と
を
］
拒
絶
す
る
の
か
。
な
ぜ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
彼
ら
の
父
の
財
産
を
付
与
す
る
こ
と
を
拒
絶
す

る
の
か
。
な
ぜ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
い
か
な
る
実
定
法
も
、
わ
れ
わ
れ
の
立
法
の
現
状
に
お
い
て
彼
ら
に
対
し
て
拒
ん

で
い
な
い
身
分
で
あ
り
、
か
つ
、
最
も
神
聖
か
つ
最
も
尊
重
す
べ
き
諸
原
則
に
よ
っ
て
彼
ら
に
保
証
さ
れ
た
身
分
に
つ
い
て
、
異
議
を
申
し

立
て
る
の
か
。

　

人
々
の
幸
福
と
繁
殖
は
、
自
然
の
シ
ス
テ
ム
と
社
会
の
不
変
の
秩
序
の
中
で
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
た
�
つ
の
目
的
（
対
象
）
で
あ
る
。

人
は
、
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
の
み
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
彼
は
、
人
と
し
て
地
の
産
物
に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
家

族
の
�
員
と
し
て
そ
の
先
祖
の
財
産
に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
市
民
と
し
て
諸
法
律
の
保
護
に
対
し
て
権
利
を
有
す
る
。
法
律
は
、
人
が
父

に
な
る
こ
と
を
妨
げ
ず
に
、
人
類
の
繁
殖
を
止
め
ず
に
、
事
物
の
永
続
的
な
秩
序
を
侵
害
せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
残
酷
で
あ
る
こ

�
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�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

と
は
で
き
な
い
。

結
論

　

こ
れ
ら
の
諸
原
則
が
確
立
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
諸
原
則
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
婚
姻
に
適
用
が
な

さ
れ
る
。

　

�
人
の
当
事
者
の
最
も
大
き
な
誠
実
さ
が
、
こ
の
婚
姻
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

婚
姻
は
、
最
も
近
い
親
族
及
び
契
約
当
事
者
に
よ
っ
て
信
仰
告
白
さ
れ
た
宗
教
の
司
祭
（
牧
師
）
の
前
で
結
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
快
楽
が
形
成
し
、
快
楽
で
終
わ
る
秘
密
の
、
�
時
的
な
結
合
の
�
つ
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で

は
な
く
、
人
の
目
か
ら
見
て
尊
敬
す
べ
き
、
か
つ
、
さ
ら
に
神
聖
な
も
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
結
合
が
問
題
と
な
る
。

　

�
人
の
夫
婦
は
自
由
に
選
び
合
う
。
彼
ら
の
婚
姻
は
、
彼
ら
の
家
族
の
た
だ
中
に
お
い
て
準
備
さ
れ
、
家
族
の
討
議
は
そ
の
条
件
を
規
定

し
、
す
べ
て
は
、
習
俗
の
真
の
裁
判
所
で
あ
る
親
族
と
友
人
た
ち
の
会
議
、
及
び
、
す
べ
て
の
も
の
の
中
で
最
も
自
然
で
、
地
上
の
す
べ
て

の
正
統
な
権
威
の
基
礎
及
び
根
拠
と
し
て
役
立
つ
父
の
権
威
（
父
権
）
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

宗
教
は
、
そ
の
後
で
、
彼
ら
の
結
合
を
調
印
し
に
来
た
。
神
が
人
類
の
唯
�
の
司
法
官
で
あ
っ
た
初
期
の
無
垢
の
時
代
に
お
け
る
よ
う
に
、

天
は
、
形
成
さ
れ
た
合
意
の
証
人
と
し
て
要
請
さ
れ
、
そ
の
約
束
を
受
領
し
、
信
仰
を
保
証
す
る
た
め
に
援
用
さ
れ
た
。

　

彼
ら
の
牧
師
た
ち
の
う
ち
の
�
人
の
牧
師
の
前
で
婚
姻
し
う
る
た
め
に
荒
野
へ
行
っ
た
夫
婦
の
行
動
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
事
情
は
、
子
の

嫡
出
性
を
損
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
行
動
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
の
す
べ
て
の
実
践
を
禁
じ
る
わ
れ
わ
れ

の
諸
法
律
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
行
動
は
確
か
に
非
難
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
行
動
は
、
疑
い
な
く
、
夫
婦
を
、
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こ
れ
ら
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
罰
に
さ
ら
し
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、
政
治
的
諸
法
律
と
の
関
係
に
お
い
て
判
断
す
べ
き
な

の
は
、
こ
こ
で
は
夫
婦
の
行
動
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
、
習
俗
、
正
義
、
人
間
性
の
諸
法
律
に
基
づ
い
て
、
そ
し
て
、
子
の
身
分
と
の
関

係
に
お
い
て
判
断
す
べ
き
は
、
彼
ら
の
婚
姻
そ
れ
自
体
の
誠
実
さ
で
あ
る
。

　

徳
の
保
護
の
下
で
契
約
さ
れ
た
結
合
に
対
し
て
、
い
か
な
る
嫌
疑
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
彼
ら
の
意
図
を
知
っ
て
お
り
、
か
つ
、

彼
ら
の
心
の
内
を
読
み
取
る
者
を
彼
ら
の
契
約
の
証
人
と
し
て
要
請
し
た
�
人
の
人
の
意
図
を
ど
の
よ
う
に
し
て
合
理
的
に
疑
う
こ
と
が
で

き
る
か
。

　

わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
宗
教
が
人
間
の
信
仰
の
最
も
確
か
な
基
礎

で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
証
人
の
信
仰
、
裁
判
官
の
信
仰
を
結
び
付
け
る
の
は
、
宗
教
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
証
人
の
言
う
こ

と
が
﹁
真
実
そ
の
も
の
で
あ
る
﹂
と
し
て
聴
か
れ
る
の
は
宗
教
の
信
仰
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
裁
判
官
が
、
彼
は
正
義
で
あ
る
と
し
て
尊

敬
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
の
信
仰
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

社
会
全
体
は
、
良
心
に
よ
っ
て
人
を
神
に
結
び
付
け
、
す
べ
て
の
社
会
的
信
頼
を
維
持
し
、﹁
個
人
の
信
仰
に
公
の
信
仰
の
力
を
﹂
与
え

る
誠
実
さ
と
公
正
さ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
間
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
合
意
の
誠
実
さ
を
保
証
し
、
す
べ
て
の
社
会
の
道
徳
的
な
絆
で
あ
る
と
こ
ろ
の
宗
教
だ
け
が
、
以

上
の
事
情
の
下
で
、
最
も
自
然
な
社
会
で
あ
り
、
か
つ
、
最
も
必
然
的
な
（
必
要
な
）
合
意
で
あ
る
と
こ
ろ
の
婚
姻
の
誠
実
さ
に
つ
い
て
予

断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

光
を
避
け
な
か
っ
た
�
人
の
夫
婦
、
創
造
主
の
目
を
逃
れ
よ
う
と
努
め
な
か
っ
た
�
人
の
夫
婦
が
、
彼
ら
が
彼
ら
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と

信
じ
て
い
た
諸
法
律
か
ら
逃
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
諸
法
律
と
人
々
を
裁
く
者
を
証
人
と
し
て
要
請
す
る
と
き

に
、
人
は
、
こ
の
人
々
、
あ
る
い
は
諸
法
律
を
欺
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
は
推
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
�
人
の
夫
婦
は
、少
な
く
と
も
、﹁
願
望
及
び
欲
望
か
ら
﹂
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
格
言
に
満
足
を
与
え
た
。
彼
ら
は
、明
白
に
、

最
も
重
大
な
誠
実
さ
の
中
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
偉
大
な
司
法
官）
１５７
（

に
よ
れ
ば
、
国
家
は
、﹁
彼
ら
の
た
め
に
、
彼
ら
が
有
し
て
い
た

誠
実
な
約
束
を
結
ぶ
意
図
、
国
家
に
嫡
出
子
を
与
え
る
意
図
を
考
慮
に
入
れ
﹂
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
彼
ら
の
良
心
を
強
制
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
秘
儀
を
瀆
聖
に
さ
ら
す
諸
法
律
が
彼
ら
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
彼
ら
が
考
え
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
の
政
府
の
優
し
さ
、
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
の
神
聖
さ
、
わ
れ
わ
れ
の
習
俗
の
快
適
さ
、
主
権
者
の
善
良
さ
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所

の
公
正
さ
に
き
わ
め
て
好
意
的
な
（
有
利
な
）
解
釈
と
い
う
点
で
、彼
ら
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
原
則
に
よ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
、
彼
ら
が
祖
国
に
与
え
た
無
実
の
子
孫
を
保
護
し
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
て
、
そ
の
父
た
ち
の
願
望
、
誠
実
さ
、
徳
に
報
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

違
法
な
商
取
引
あ
る
い
は
犯
罪
的
な
契
約
に
よ
っ
て
結
び
付
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
彼
ら
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
身
分
の
低
さ
を
利
用
し

て
、
わ
れ
わ
れ
の
徳
及
び
道
徳
の
諸
原
則
に
罰
せ
ら
れ
ず
に
違
反
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
諸
法
律
の
非
難
を
受
け
る
こ
と
に
さ
ら
さ
れ

る
。
犯
罪
が
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
誠
実
さ
は
推
定
さ
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
�
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
夫
婦
が
、
徳
及
び
習
俗
を
尊
重
し
て
結
び
付
く
す
べ
て
の
場
合
に
、
彼
ら
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の

諸
法
律
の
先
見
の
明
の
欠
如
の
ゆ
え
に
、
彼
ら
が
誠
実
で
は
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
容
易
に
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
誠
実
で

あ
る
力
を
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
場
合
に
、
理
性
及
び
道
徳
の
目
か
ら
見
て
、
神
聖
で
、
か
つ
尊
敬
し
う
る
結
合
を
彼
ら
が
契
約
す
る
す
べ

て
の
場
合
に
、
社
会
の
側
か
ら
は
、
こ
の
神
聖
な
絆
を
尊
重
し
、
彼
ら
に
お
い
て
夫
婦
の
結
合
を
大
切
に
扱
い
、
こ
の
結
合
の
成
果
（
果
実
）

を
保
護
す
る
、
黙
示
の
約
束
が
介
入
す
る
。
国
家
は
、
国
家
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
合
意
を
保
証
し
、
�
人
の
誠
実
な
夫
婦
の
名
誉
、
及
び
、

こ
の
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
る
子
の
名
誉
と
幸
福
は
、
君
主
、
諸
裁
判
所
、
及
び
す
べ
て
の
慈
善
家
（
有
徳
の
士
）
の
特
別
の
保
護
の
下
に
あ
る

と
言
い
う
る
。
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こ
の
正
義
と
人
間
性
の
最
初
の
考
慮
に
、
子
の
愛
顧
、
及
び
、
公
序
の
維
持
そ
の
も
の
を
も
生
じ
る
、
よ
り
強
い
考
慮
が
加
わ
る
。

　

法
学
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、
身
分
に
関
し
て
は
、
占
有
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
勝
利
の
資
格
で
あ
る
。
子
は
、
出
生
の
時
以
来
そ
う
で

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
族
の
承
認
さ
れ
た
徳
、
隣
人
の
賛
同
、
公
然
と
受
け
ら
れ
、
父
の
家
に
お
い
て
与
え
ら

れ
た
教
育
、
世
論
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
彼
ら
（
子
ど
も
た
ち
）
に
存
在
と
幸
福
を
保
証
す
る
。
婚
姻
の
諸
儀
式
を
確
立
し
て
い
る
諸
法
律

は
、
特
に
、
子
の
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
占
有
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
当
然
の
証
拠
の
欠
点
と
不
完
全
さ
を
改
め
、
占
有

が
十
分
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
容
認
し
な
い
微
妙
な
状
況
に
お
い
て
、
基
本
的
な
証
拠
を
補
う
こ
と
の
み
が
望
ま
れ
た
。
諸
法
律

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
予
防
は
補
足
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
予
防
は
嫡
出
性
に
対
す
る
障
害
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
君

主
の
新
し
い
善
行
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
そ
れ
（
君
主
の
善
行
）
を
確
認
す
る
、
よ
り
強
力
な
手
段
で
あ
る
。
諸
法
律
が
役
立
ち
、
保

護
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
も
の
に
反
し
て
諸
法
律
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
諸
法
律
を
そ
れ
ら
自
身
に
反
し
て
援
用
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
彼
ら
の
た
め
に
占
有
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
は
そ
の
嫡
出
性
を
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
の
資
格
は

彼
ら
の
存
在
方
法
と
不
可
分
で
あ
る
。
彼
ら
の
資
格
は
彼
ら
と
�
体
化
す
る
。
彼
ら
は
、
誠
実
な
親
族
が
、
彼
ら
が
そ
う
な
る
こ
と
を
常
に

欲
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
が
、
彼
ら
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
常
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
身
分
は
、

彼
ら
の
身
分
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

　

も
し
、
�
般
に
、
子
ど
も
た
ち
の
身
分
を
保
証
す
る
た
め
に
占
有
で
足
り
る
の
で
あ
れ
ば
、
仮
に
今
の
場
合
に
、
最
も
正
式
な
占
有
を
請

求
し
え
、
か
つ
、
さ
ら
に
、
彼
ら
の
父
の
婚
姻
の
中
に
、
彼
ら
に
要
求
さ
れ
う
る
最
も
神
聖
な
、
最
も
尊
敬
す
べ
き
資
格
を
見
出
す
者
の
身

分
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
彼
ら
の
諸
権
利
は
揺
る
が
な
い
（
堅
固
で
あ
る
）。
彼
ら
の
出
生
の
権
利
を
汚
す
こ
と
は
、
習
俗
や

誠
実
さ
や
人
間
性
を
汚
す
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
が
、
そ
の
境
遇
、
そ
の
身
分
の
上
で
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
序
に
と
っ
て
ど
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の
よ
う
に
危
険
な
結
果
と
な
る
か
。
家
族
や
相
続
に
お
い
て
何
と
い
う
混
乱
が
生
じ
る
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
た
だ
中
に
お
い
て
、
複
数
の
フ
ラ

ン
ス
人
た
ち
が
明
確
な
家
族
も
な
く
、
�
定
の
住
居
（
住
所
）
も
な
く
、
財
産
も
な
く
、
市
民
社
会
も
な
い
。
こ
の
見
地
は
恐
ろ
し
い
。
わ

れ
わ
れ
は
、
市
民
社
会
が
い
か
な
る
点
ま
で
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
か
、
予
想
さ
せ
て
お
く
。

　

し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
諸
事
情
、
す
べ
て
の
諸
事
実
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
意
見
が
求
め
ら
れ
て
い
る
婚
姻
の
適
法
性
を
保
証
す
る
こ
と

に
�
致
協
力
す
る
。
重
要
な
諸
原
則
や
、
す
べ
て
の
国
々
及
び
す
べ
て
の
時
代
の
こ
の
種
の
（
重
要
な
）
法
や
、
す
べ
て
の
国
の
諸
裁
判
所

に
着
想
を
与
え
、
す
べ
て
の
も
の
の
う
ち
で
最
も
尊
敬
す
べ
き
聖
域
で
あ
る
、
主
権
者
の
心
に
横
た
わ
る
上
位
の
諸
規
範
に
よ
っ
て
判
決
を

下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
要
な
諸
訴
訟
の
�
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
現
状
か
ら
生
じ
う
る
難
点
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
賢
明
な
諸
法
律
に
よ
っ
て

悪
弊
を
直
す
こ
と
が
唯
�
可
能
な
君
主
に
頼
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
、
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
の
宗
教
で
あ
り
、
国
家
の
宗

教
で
あ
る
と
こ
ろ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
連
れ
戻
す
計
画
は
見
失
わ
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
宗
教
上
の
格
言
は
大
切
に
維
持
さ
れ

て
い
る
。
王
権
と
人
々
の
尊
敬
が
承
認
し
た
、
王
国
の
公
法
も
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
も
、
慣
習
法
も
少
し
も
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
に
、
す
べ
て
の
忠
臣
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
心
に
刻
み
込
ま
れ
る
べ
き
誠
実
で
愛
国
的
な
見
解
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
忠
臣
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
以
下
の
こ
と
を
も
深
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　

宗
教
は
あ
ら
ゆ
る
強
制
の
敵
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
主
権
者
た
ち
は
そ
の
す
べ
て
の
臣
民
の
幸
福
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

民
事
司
法
官
あ
る
い
は
行
政
官
は
、
自
然
を
尊
重
し
、
人
間
性
に
仕
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

　

正
義
は
す
べ
て
の
人
間
の
統
治
の
基
礎
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
常
に
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
臣
民
と
し
て
採
用
す
る
（
養
子
に
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
王
た
ち
は
、
彼
ら
の
父
親
代
わ
り
と
な
り
、

�
四
�
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彼
ら
の
名
誉
、
生
命
、
習
俗
、
財
産
、
子
孫
を
保
護
し
、
す
べ
て
の
人
に
共
通
の
権
利
を
彼
ら
に
保
証
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　

こ
れ
ら
の
諸
原
則
に
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
身
分
に
関
す
る
公
的
な
取
締
り
の

決
定
的
な
処
置
を
王
権
に
委
ね
る
の
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
�
人
�
人
に
対
し
、
各
人
が
諸
事
実
及
び
諸
事
情
に
従
っ
て
請
求

す
る
権
利
を
有
す
る
個
別
的
正
義
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

諸
裁
判
所
の
諸
判
決
は
、
主
権
者
の
権
威
の
下
で
、﹁
諸
法
律
の
補
遺
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

諸
実
定
法
が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
に
、
諸
司
法
官
が
、
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
十
分
に
導
か
れ
え
な
い
と
き
に
は
、
諸
司
法
官

は
何
が
公
正
（
正
義
）
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

主
権
者
は
時
々
、
微
妙
な
対
象
に
関
し
て
、
永
続
的
か
つ
不
変
の
諸
法
律
を
与
え
な
い
重
要
な
国
家
的
理
由
（
国
是
）
を
有
す
る
が
、
主

権
者
は
、
日
々
の
配
分
的
正
義
の
行
為
が
、
い
か
な
る
口
実
の
下
で
も
、
回
避
さ
れ
う
る
こ
と
を
決
し
て
望
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

　

こ
の
種
の
正
義
の
拒
否
は
、
国
家
内
に
動
揺
と
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
公
的
な
幸
福
と

救
済
の
計
画
を
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
無
理
強
い
す
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

こ
れ
ら
の
諸
原
則
に
従
っ
て
、
鑑
定
人
（﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
著
者
）
は
、
す
べ
て
の
国
々
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
実
定
法
か
ら
独
立
し

て
い
る
習
俗
や
徳
や
誠
実
さ
、
臣
民
が
そ
の
忠
実
さ
に
よ
っ
て
そ
れ
に
値
す
る
と
き
に
、
す
べ
て
の
臣
民
が
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
を
主
権

者
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
習
俗
や
徳
や
誠
実
さ
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
の
保
護
を
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
の
裁
判
か
ら
得
る
こ
と
を
期

待
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

�
�
�
〇
年
�
〇
月
�
〇
日
、
エ
ク
ス
に
て
討
議
。

 

ポ
ル
タ
リ
ス　

 

パ
ズ
リ　
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

四　
『
鑑
定
意
見
書
』
の
内
容
の
検
討

　

三
に
は
ポ
ル
タ
リ
ス
﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
鑑
定
意
見
書
﹄
の
日
本
語
訳
を
掲
げ
た
が
、

以
下
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

ま
ず
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
構
成
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
文
（
序
文
）
と
第
�
の
提
案
、
第
�
の
提
案
、
結
論
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

前
文
（
序
文
）
で
は
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
法
規
制
の
変
遷
が
簡
潔
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
�
�
�
〇
年
現
在
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
（
の
効
力
）
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
法
に
は
明
文
の
規
定
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
鑑
定
人
は
�
つ
の
提
案
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、

　
﹁
第
�
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
法
律
の
現
状
の
下
で
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
、
違
反
す
れ
ば
無
効
と

い
う
罰
を
受
け
る
条
件
で
遵
守
す
る
よ
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
強
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
�
は
、
夫
婦
の
知
ら
れ
、

か
つ
確
認
さ
れ
た
誠
実
さ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。﹂（
�
�
頁
）

　

第
�
の
提
案
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
が
行
っ
て
い
る
立
証
を
見
て
み
よ
う
。

�
四
�
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﹁
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
以
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
も
は
や
婚
姻
の
特
別
の
手
続
を
有
し
な
い
。
し
か
し
、
い
か
な
る
法
律
も
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
た
め
に
先
に
確
立
さ
れ
た
諸
手
続
に
従
う
よ
う
強
制
し
な
か
っ
た
。（
中
略
）
い
か
な
る
勅
令
も
、
い
か
な
る

国
王
宣
言
も
、
い
か
な
る
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
し
て
規
定
し
な
か
っ
た
。﹂（
�
五
頁
）

　
﹁
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
い
か
な
る
民
事
法
に
よ
っ
て
も
国
家
法
に
よ
っ
て
も
、
婚
姻
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
諸
制
度
を
、

違
反
す
れ
ば
無
効
と
い
う
制
裁
を
受
け
る
条
件
で
遵
守
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い
。﹂（
�
五
頁
）

　

以
上
の
立
証
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
、
鑑
定
人
は
宗
教
の
本
質
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
た

め
に
確
立
さ
れ
た
婚
姻
の
諸
手
続
に
従
わ
せ
る
こ
と
の
不
当
性
を
主
張
す
る
。

　
﹁
宗
教
は
霊
魂
に
働
き
掛
け
る
。
霊
魂
の
目
か
ら
見
る
と
、誠
実
な
信
仰
の
み
が
真
の
信
仰
で
あ
る
。
心
か
ら
の
徳
行
の
み
が
真
の
徳
行
で
あ
る
。

宇
宙
の
支
配
者
で
あ
る
神
は
、強
い
ら
れ
た
称
賛
を
必
要
と
し
な
い
。
神
は
人
が
強
制
を
伴
っ
て
信
仰
告
白
す
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
。﹂（
三
�
頁
）

﹁
宗
教
を
口
実
に
し
て
人
に
対
し
て
直
接
行
使
さ
れ
る
す
べ
て
の
刑
事
上
の
強
制
、
い
わ
ゆ
る
す
べ
て
の
暴
力
は
、
人
間
性
を
破
壊
す
る
も
の
で

あ
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
の
愛
を
勧
告
す
る
公
正
な
る
神
の
名
に
お
い
て
暴
力
と
強
制
を
用
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
許
可
さ
れ
え
な
い
。

公
正
な
る
神
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る）
１１１
（

。
公
正
な
る
神
は
、
隣
人
と
い
う

不
確
定
な
用
語
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
宗
教
、
す
べ
て
の
国
、
す
べ
て
の
国
民
と
い
う
す
べ
て
の
人
を
区
別
な
く
含
む）
１１２
（

。
公
正
な
る
神
は
、
わ
れ

わ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
同
胞
と
�
般
的
に
平
和
で
あ
る
義
務
を
課
し
て
い
る）
１１３
（

。﹂（
三
�
～
三
三
頁
）
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こ
こ
で
は
、
聖
書
、
そ
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
を
世
界
宗
教
に
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
収
め
た
新
約
聖
書
の
章
句
を
論

拠
に
し
た
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
亡
命
せ
ず
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
ま
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
適
法
に
婚
姻
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
カ
ト
リ

ッ
ク
に
改
宗
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
婚
姻
す
る
こ
と
を
事
実
上
余
儀
な
く
さ
れ
た
当
時
の
実
務
慣
行
そ
れ
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に

反
し
て
い
る
と
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
る
。

　

次
に
、
鑑
定
人
は
、
婚
姻
が
富
国
強
兵
に
資
す
る
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
禁
止
し
、
亡
命
者
や
独
身
者
を

増
や
す
こ
と
は
、
富
国
強
兵
の
観
点
か
ら
す
る
と
望
ま
し
く
な
い
と
述
べ
る
。

　
﹁
国
家
の
物
理
的
力
と
政
治
的
善
は
婚
姻
に
依
存
す
る
。
商
人
、
兵
士
、
農
民
を
与
え
る
の
は
婚
姻
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
都
市
と
田
舎
の
人

口
を
増
や
す
の
は
婚
姻
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
の
公
法
学
者
た
ち
は
、
国
家
の
人
口
は
そ
の
繁
栄
の
最
も
確
実
な
兆
候
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
論
証
し
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
最
も
的
外
れ
の
熱
心
さ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
栄
華
（
栄
光
）
と
公
的
な
称
賛
の
芽
の
成
長
を
妨

げ
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
か
。﹁
人
々
に
愛
し
合
う
こ
と
を
命
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
確
か
に
、
各
人
が
最
良
の
政
治
的
諸
法
律
と
民
事
的
諸
法

律
を
有
す
る
こ
と
を
望
む
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
ら
の
諸
法
律
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
与
え
、
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
最
も

大
き
な
善
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
﹂。
す
べ
て
の
政
治
家
が
、
最
も
恐
ろ
し
い
人
口
減
少
を
訴
え
て
い
る
と
き
に
、
王
国
の
人
口
が
増
え
る
の
を
妨

げ
る
も
の
を
善
き
民
事
法
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
公
的
な
必
要
が
始
め
た
悪
を
、
宗
教
の
間
違
っ
た
制
度
が
完
成
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
そ
れ
に
よ
っ
て

国
家
が
致
命
的
な
亡
命
に
よ
っ
て
衰
弱
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
を
望
み
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
現
在
の
世
代
（
現
代
の
人
々
）
を
維
持
し
て
、
国

家
の
継
続
的
な
再
生
に
必
要
な
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
に
、
他
方
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
そ
れ
自
身
の
考
え
方
と
矛
盾

し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
が
そ
の
子
孫
を
維
持
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
同
じ
人
々
に
婚
姻
を
禁
じ
る
こ
と
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
わ
れ
わ

�
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れ
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。﹂（
三
�
～
三
�
頁
）

　

鑑
定
人
は
、
鑑
定
を
依
頼
し
た
大
臣
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
避
難
所
都
市
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
建
設
に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
﹁
王
た
ち
と
人
々
の
信
頼
に
値
す
る
啓
蒙
哲
学
者
（
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
）
の
あ
る
大
臣）
１２６
（

は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
境
沿
い
に
外
国
人
に
対
し
て
自
由
の

避
難
所
（
ア
ジ
ー
ル
））
１２７
（

を
提
示
し
て
い
る
の
に
、
国
家
の
た
だ
中
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法
律
は
、
市
民
の
相
当
大
き
な
�
部
か
ら
、
自
然

の
最
も
聖
な
る
、
最
も
神
聖
不
可
侵
の
諸
権
利
を
奪
い
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
お
い
て
多
数
の
人
々
を
、
徳
を
脅
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
政
治
的
諸
力

を
衰
弱
さ
せ
、
人
間
性
に
反
す
る
、
強
制
さ
れ
た
独
身
の
状
態
に
追
い
や
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。﹂（
三
�
頁
）

　

鑑
定
依
頼
者
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
行
動
を
紹
介
・
支
持
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
政
策
を
批
判
す
る
こ
の
よ
う
な
手

法
は
、
卓
越
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
第
�
の
提
案
に
つ
い
て
、
鑑
定
人
が
行
っ
て
い
る
立
証
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
第
�
の
提
案
に
移
る
前
に
、
第
�
の
提
案
の
中
で
、
鑑
定
人
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
﹁
自
然
法
や
市
民
法
、
カ
ノ
ン
法
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
は
本
質
的
に
両
当
事
者
の
合
意
に
存
す
る）
₅₈
（

。

　

本
来
の
婚
姻
は
、あ
ら
ゆ
る
法
学
者
や
あ
ら
ゆ
る
神
学
者
に
よ
っ
て
、法
律
に
従
っ
て
婚
姻
の
能
力
の
あ
る
�
人
の
者
の
間
で
結
ば
れ
、彼
ら
に
、

互
い
に
切
り
離
せ
な
い
形
で
生
き
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
男
と
女
の
夫
婦
の
結
合
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
う
る）
₅₉
（

。

　

婚
姻
そ
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
婚
姻
の
秘
跡
は
、
最
も
厳
密
な
学
者
に
よ
れ
ば）
₆₀
（

、﹁
夫
婦
の
結
合
を
祝
福
す
る
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

�
四
�
�
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六
五
巻
五
号�

六
〇

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
祭
儀
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹂（
�
�
頁
）

　

こ
の
記
述
に
加
え
て
、
鑑
定
人
は
、
第
�
の
提
案
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
﹁
す
べ
て
の
文
明
国
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
普
通
法
に
よ
れ
ば
、婚
姻
を
生
じ）
１３３
（

、あ
る
人
が
彼
と
結
び
つ
い
た
伴
侶
に
妻
の
資
格
を
与
え
る
の
は
、

儀
式
で
は
な
く
、
た
だ
誓
い
（
信
頼
）
だ
け
で
あ
る
。﹂（
四
�
頁
）

　

こ
れ
ら
の
叙
述
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、﹃
婚
姻
に
関
す
る
法
律
案
の
理
由
書
﹄
の
中
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
と
酷
似
し
て
い
る
。

　
﹁
普
通
法
に
よ
れ
ば
、
そ
し
て
国
家
の
道
徳
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
を
作
り
出
す
の
は
、
そ
し
て
、
人
（
男
）
が
、
親
し
く
交
わ
る
伴
侶
、
配
偶
者

の
資
格
に
値
す
る
の
は
、
儀
式
で
は
な
く
、
た
だ
誓
い
（
信
頼
）、
当
事
者
の
合
意
で
あ
る
。﹂）
１５８
（

　

ま
た
、
鑑
定
人
は
、
婚
姻
の
本
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
﹁
以
下
の
よ
う
な
者
が
本
当
の
夫
婦
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
契
約
の
外
的
装
置
（
機
構
）
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
�
つ
の
住
居
、

�
つ
の
意
思
、
�
つ
の
霊
魂
の
み
を
有
す
る
よ
う
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
者）
１３５
（

。
共
通
の
誓
い
（
祈
り
）
に
よ
っ
て
、
同
じ
義
務
に
服
し
、
同
じ

特
権
に
あ
ず
か
り
、
苦
楽
を
共
に
し）
１３６
（

、﹁
彼
ら
、
そ
の
肉
体
と
心
の
間
で
、
す
べ
て
の
こ
と
を
伝
え
合
う
者）
１３７
（

﹂。
彼
ら
の
結
合
の
果
実
で
あ
る
彼
ら

�
四
�
〇



（　
　
　
　

）

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

同
志
社
法
学　

六
五
巻
五
号�

六
�

の
子
ど
も
た
ち
を
共
通
財
産
と
み
な
し
、
彼
ら
の
結
合
を
締
め
直
し
、
常
に
そ
の
結
合
を
よ
り
不
可
侵
の
も
の
と
す
る
新
し
い
き
ず
な
と
み
な
す

者
）
１３８
（

。
結
局
、
彼
ら
が
互
い
に
誓
い
合
っ
た
信
仰
の
中
に
、
支
え
、
支
持
、﹁
す
べ
て
の
自
然
的
宗
教
的
市
民
的
存
在
の
﹂
親
密
か
つ
相
互
的
な
参

加
（
協
力
）
を
見
出
す
者）
１３９
（

。
道
徳
、
及
び
、
最
も
宗
教
的
な
諸
法
律
が
婚
姻
に
割
り
当
て
た
本
質
的
性
格
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る）
１４０
（

。
こ
れ
ら

の
よ
う
な
も
の
が
本
来
の
真
の
婚
姻
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
儀
式
と
は
無
関
係
で
あ
る
。﹂（
四
三
頁
）

　

こ
の
く
だ
り
で
出
て
く
る
﹁
�
つ
の
住
居
、
�
つ
の
意
思
、
�
つ
の
霊
魂
の
み
［qu’ une dem

eure, qu’ une volonté, qu’ une 

âm
e

］﹂
と
い
う
表
現
は
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
を
撤
回
し
た
ル
イ
�
四
世
が
目
指
し
て
い
た
と
さ
れ
る
﹁
�
つ
の
信
仰
、
�
つ
の
法
、
�
人
の

王
［une foi, une loi, un roi
］﹂
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
１５９
（

。﹁
�
つ
の
信
仰
、
�
つ
の
法
、
�
人
の
王
﹂
な
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
和
解
を
説
い
た
と
言
わ
れ
る
ギ
ヨ
ー
ム
・
ポ
ス
テ
ル
［G

uillaum
e P

ostel, 1510-1581

］

に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が）
１６０
（

、
�
六
四
�
年
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
再
確
認
さ
れ
た
﹁
�
人
の
支
配
者
の
い
る
と
こ
ろ
、
�
つ
の

宗
教
［cujus region, ejus religio

］﹂
と
い
う
原
則
に
結
実
し
て
い
る
。
鑑
定
人
自
身
も
こ
の
鑑
定
意
見
書
の
中
で
、
こ
の
宗
教
の
統
�

に
よ
る
国
家
統
合
の
考
え
方
に
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
﹁
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
宗
教
の
�
体
性
（
統
�
性
）
は
、
今
日
、
国
家
の
�
つ
の
法
律
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
君
主
た
ち
は
、

﹁
�
つ
の
教
会
、
�
人
の
牧
者
、
�
つ
の
群
れ
［une E

glise, un pasteur, un troupeau

］﹂）
１０１
（

の
み
を
欲
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。﹂（
�
�
頁
）

　

鑑
定
人
は
、﹁
�
つ
の
信
仰
、
�
つ
の
法
、
�
人
の
王
［une foi, une loi, un roi

］﹂
に
よ
る
国
家
統
合
の
考
え
方
に
対
し
て
、﹁
�
つ

の
住
居
、
�
つ
の
意
思
、
�
つ
の
霊
魂
の
み
［qu’ une dem

eure, qu’ une volonté, qu’ une âm
e

］﹂
に
よ
る
夫
婦
の
�
体
性
を
対
置

�
四
�
�
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同
志
社
法
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六
五
巻
五
号�

六
�

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
ま
こ
と
に
美
し
い
婚
姻
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
エ
コ
ー
は
、
ポ
ル
タ

リ
ス
の
﹃
婚
姻
に
関
す
る
法
律
案
の
理
由
書
﹄
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
響
い
て
い
る
。

　
﹁
す
べ
て
の
民
事
的
宗
教
的
諸
法
律
と
は
別
に
、
婚
姻
そ
れ
自
体
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
種
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
結
び
付
き
、

相
互
的
な
援
助
に
よ
っ
て
人
生
の
重
荷
を
担
う
た
め
に
助
け
合
う
た
め
に
結
び
付
き
、
彼
ら
の
共
通
の
運
命
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
結
び
付
く
、

男
と
女
の
社
会
で
あ
る
。﹂）
１６１
（

　
﹁
彼
ら
（
夫
婦
）
は
、
互
い
に
忠
実
、
援
助
、
扶
助
の
義
務
を
負
う
。﹂）
１６２
（

　

こ
の
よ
う
に
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
で
示
さ
れ
た
ポ
ル
タ
リ
ス
の
婚
姻
観
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
﹃
婚
姻
に
関
す
る
法
律
案
の
理
由
書
﹄
に
引
き

継
が
れ
て
お
り
、
後
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
ポ
ル
タ
リ
ス
﹃
婚
姻
に
関
す
る
法
律
案
の
理
由
書
﹄
は
、

夫
が
妻
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
叙
述
に
現
れ
て
い
る
。

　
﹁
夫
は
そ
の
妻
を
保
護
す
る
義
務
を
負
い
、
妻
は
そ
の
夫
に
服
従
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
こ
に
夫
婦
の
す
べ
て
の
倫
理
が
あ
る
。
長
い
間
、
両

性
の
優
先
あ
る
い
は
平
等
に
関
し
て
論
争
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
争
よ
り
も
空
し
い
も
の
は
何
も
な
い
。﹂）
１６３
（

　
﹁
力
と
大
胆
さ
は
男
の
側
に
あ
り
、
内
気
と
慎
み
は
女
の
側
に
あ
る
。
男
と
女
は
同
じ
仕
事
を
分
か
ち
合
う
こ
と
も
、
同
じ
労
苦
を
引
き
受
け

る
こ
と
も
、
同
じ
仕
事
に
専
心
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
両
性
の
各
々
の
運
命
を
作
っ
た
の
は
、
法
律
で
は
な
く
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
。
女
は

�
四
�
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保
護
を
必
要
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
女
は
よ
り
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
男
は
よ
り
自
由
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
男
は
よ
り
強
い
か
ら
で
あ
る
。

男
の
優
位
は
、
そ
の
存
在
の
体
質
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
そ
の
体
質
は
、
同
じ
く
ら
い
の
必
要
に
従
わ
ず
、
彼
に
、
彼
の
時
代
の
慣
習

と
彼
の
能
力
の
行
使
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
独
立
を
保
証
す
る
。
こ
の
優
位
は
、
法
律
案
が
夫
の
中
に
認
め
た
保
護
の
権
力
の
源
で
あ
る
。
女

の
服
従
は
、
女
を
保
護
す
る
権
力
に
対
し
て
な
さ
れ
た
尊
敬
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
夫
婦
の
�
方
が
他
方
に
従
わ
な
い
な
ら
ば
存
続
し
え
な
い
夫
婦

の
社
会
の
必
要
な
帰
結
で
あ
る
。﹂）
１６４
（

　

民
法
典
起
草
委
員
ポ
ル
タ
リ
ス
の
こ
の
立
法
理
由
書
が
、
夫
の
妻
に
対
す
る
優
位
と
い
う
理
念
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
つ
と
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る）
１６５
（

。
ま
た
、
こ
の
考
え
方
は
ポ
ル
タ
リ
ス
﹃
民
法
典
序
論
﹄
に
も
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
夫
が
こ
の
統
率
の
主
で
あ
る
。
妻
は
夫
の
住
所
以
外
の
住
所
を
持
ち
得
な
い
。
夫
が
そ
の
配
偶
者
の
財
産
も
素
行
も
す
べ
て
を
管
理
し
、
す

べ
て
監
督
す
る
。
し
か
し
夫
の
管
理
は
賢
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
監
督
は
節
度
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
夫
の
勢
力
は
結
局
の
と
こ
ろ
権

威
よ
り
も
寧
ろ
保
護
に
帰
す
る
。
弱
者
を
保
護
し
、
こ
れ
を
扶
助
す
る
の
は
強
者
に
応
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
妻
に
対
し
て
無
制
限
の
権
力
を
持

つ
こ
と
は
若
干
の
州
で
確
立
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
我
が
国
民
性
に
も
わ
れ
わ
れ
の
法
律
の
優
し
さ
に
も
背
馳
す
る
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
愛
ら
し
い
性
（
女
性
）（sexe aim

able
）
が
無
分
別
で
あ
っ
た
り
軽
率
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
優
雅
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
甘

受
す
る
。
そ
し
て
秩
序
を
乱
し
礼
儀
を
害
す
る
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
行
動
を
助
長
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
公
の
自
由
と
両
立
し
難
い
よ
う
な
す

べ
て
の
手
段
を
排
斥
す
る
。﹂）
１６６
（

　

し
か
し
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
に
は
、
夫
の
妻
に
対
す
る
優
位
と
い
う
思
想
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

�
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法
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六
五
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六
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

　

鑑
定
人
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
最
近
の
法
律
家
の
言
説
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

　
﹁
自
身
の
主
任
司
祭
の
前
で
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
無
効
の
非
難
を
受
け
た
婚
姻）
１５０
（

に
お
い
て
、パ
リ
高
等
法
院
次
席
検
事
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・

ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
［G

ilbert de V
oisins

］
氏
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。﹃
無
効
の
婚
姻
は
民
事
的
諸
効
果
を
ま
っ
た

く
生
じ
な
い
。
そ
の
帰
結
は
必
然
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
は
、
も
し
そ
れ
が
隠
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
民
事
的
諸
効
果
を
生
じ

た
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
が
真
の
自
分
自
身
の
主
任
司
祭
の
前
で
契
約
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
両
親
に
知
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

彼
ら
が
誠
実
さ
に
お
い
て
契
約
し
、
そ
れ
が
挙
行
さ
れ
た
時
か
ら
死
の
時
ま
で
皆
に
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
約
束
の
結
果
に
つ
い
て
、
彼
ら
を

哀
れ
み
、
彼
ら
と
と
も
に
嘆
き
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
諸
条
件
の
平
等
と
、
こ
の
よ
う
な
絆
を
形
成
し
た
す
べ
て
の
理
由
は
、
有
利
な
外
観
の
下
で
、

民
事
的
諸
効
果
を
要
求
す
る
婚
姻
の
�
種
を
示
し
て
い
る
﹄﹂。（
四
六
頁
）

　

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
は
、
�
�
六
�
年
（
あ
る
い
は
�
�
六
�
年
）
に
、
ル
イ
�
五
世
の
勧
め
に
よ
り
（
実
際
上
は
シ
ョ
ワ

ズ
ー
ル
公
爵
の
要
請
に
よ
り
）、﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
事
身
分
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
与
え
る
方
法
に
関
す
る
意
見
書
（M

ém
oires sur 

les m
oyens de donner aux protestants un état civil en F

rance

）﹄
を
著
し
た）
１６７
（

。
そ
の
中
で
、
彼
は
、
何
人
か
の
牧
師
に
仮
の
通
行

証
を
与
え
、
非
公
式
の
宗
教
実
践
（
礼
拝
）
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
改
革
派
信
徒
た
ち
は
彼
ら
の

婚
姻
の
た
め
に
宗
教
的
な
祝
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
民
事
契
約
は
、
司
法
官
の
前
で
、
あ
る
い
は
、
国
家
の
受
任
者
と
し
て
公
証
官
の
職

に
あ
る
主
任
司
祭
の
前
で
、
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る）
１６８
（

。

　

ま
た
、
鑑
定
人
は
、
�
�
六
�
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
妻
の
訴
訟
に
お
け
る
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
高
等
法
院
次
席
検
事

セ
ル
ヴ
ァ
ン
の
演
説
（D

iscours de M
r. Servan, avocat-général au P

arlem
ent de G

renoble, dans la cause d’ une fem
m

e 

�
四
�
四
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五

protestante

）﹄
の
�
節
﹁
わ
れ
わ
れ
の
州
で
あ
る
南
仏
に
お
い
て
、
彼
ら
［
訳
注
：
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
指
す
］
は
わ
れ
わ
れ
の
土
地
を

耕
し
、
わ
れ
わ
れ
の
絹
を
紡
い
で
い
る
。
彼
ら
は
、
市
民
の
特
権
を
熱
望
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
義
務
を
引
き
受
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、

こ
の
国
家
の
中
で
、
名
誉
あ
る
こ
と
を
全
く
希
望
す
る
こ
と
な
く
、
有
用
な
す
べ
て
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
法

律
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
父
た
ち
の
信
仰
告
白
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
運
命
と
習
俗
を
破
滅
さ
せ
る
よ
う
な
、
か
の
高
ま
る
熱

情
が
な
く
、
父
祖
伝
来
の
技
術
を
磨
い
て
い
る
﹂
を
引
用
し
て
い
る
（
四
�
頁
）。

　

セ
ル
ヴ
ァ
ン
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
鑑
定
人
は
同
時
代
の
学
説
を
効
果
的
に
援
用
し
て

い
る
。

　

最
後
に
、
鑑
定
人
は
結
論
を
述
べ
る
。
そ
の
中
で
、
鑑
定
人
は
ま
ず
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有

効
性
（
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子
の
嫡
出
性
を
も
た
ら
す
）
を
認
め
る
た
め
の
理
論
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
身
分
占
有
の
理
論）
１６９
（

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
﹁
法
学
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、
身
分
に
関
し
て
は
、
占
有
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
勝
利
の
資
格
で
あ
る
。
子
は
、
出
生
の
時
以
来
そ
う
で
あ

っ
た
も
の
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
族
の
承
認
さ
れ
た
徳
、隣
人
の
賛
同
、公
然
と
受
け
ら
れ
、父
の
家
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
教
育
、

世
論
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
彼
ら
（
子
ど
も
た
ち
）
に
存
在
と
幸
福
を
保
証
す
る
。
婚
姻
の
諸
儀
式
を
確
立
し
て
い
る
諸
法
律
は
、
特
に
、
子
の

利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
占
有
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
当
然
の
証
拠
の
欠
点
と
不
完
全
さ
を
改
め
、
占
有
が
十
分
に
承
認
さ
れ
る

こ
と
を
し
ば
し
ば
容
認
し
な
い
微
妙
な
状
況
に
お
い
て
、
基
本
的
な
証
拠
を
補
う
こ
と
の
み
が
望
ま
れ
た
。
諸
法
律
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
予
防

は
補
足
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
予
防
は
嫡
出
性
に
対
す
る
障
害
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
君
主
の
新
し
い
善
行
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
場
合
に
そ
れ
（
君
主
の
善
行
）
を
確
認
す
る
、
よ
り
強
力
な
手
段
で
あ
る
。
諸
法
律
が
役
立
ち
、
保
護
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
も
の
に
反
し

�
四
�
五
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六
五
巻
五
号�

六
六

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

て
諸
法
律
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
諸
法
律
を
そ
れ
ら
自
身
に
反
し
て
援
用
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
彼
ら
の
た
め
に
占
有
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
は
そ
の
嫡
出
性
を
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
の
資
格
は
彼
ら

の
存
在
方
法
と
不
可
分
で
あ
る
。
彼
ら
の
資
格
は
彼
ら
と
�
体
化
す
る
。
彼
ら
は
、
誠
実
な
親
族
が
、
彼
ら
が
そ
う
な
る
こ
と
を
常
に
欲
し
て
い

た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
が
、
彼
ら
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
常
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
身
分
は
、
彼
ら
の
身
分
そ

の
も
の
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

　

も
し
、�
般
に
、子
ど
も
た
ち
の
身
分
を
保
証
す
る
た
め
に
占
有
で
足
り
る
の
で
あ
れ
ば
、仮
に
今
の
場
合
に
、最
も
正
式
な
占
有
を
請
求
し
え
、

か
つ
、
さ
ら
に
、
彼
ら
の
父
の
婚
姻
の
中
に
、
彼
ら
に
要
求
さ
れ
う
る
最
も
神
聖
な
、
最
も
尊
敬
す
べ
き
資
格
を
見
出
す
者
の
身
分
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
彼
ら
の
諸
権
利
は
揺
る
が
な
い
（
堅
固
で
あ
る
）。
彼
ら
の
出
生
の
権
利
を
汚
す
こ
と
は
、
習
俗
や
誠
実
さ
や
人
間
性
を

汚
す
こ
と
に
な
る
。﹂（
五
三
頁
）

　

た
だ
し
、
鑑
定
人
は
、
身
分
占
有
の
理
論
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
を
保
証
す
る
立

法
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
﹁
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
が
、
そ
の
境
遇
、
そ
の
身
分
の
上
で
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
序
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
に
危
険
な
結
果
と
な
る
か
。
家
族
や
相
続
に
お
い
て
何
と
い
う
混
乱
が
生
じ
る
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
た
だ
中
に
お
い
て
、
複
数
の
フ
ラ
ン
ス
人

た
ち
が
明
確
な
家
族
も
な
く
、
�
定
の
住
居
（
住
所
）
も
な
く
、
財
産
も
な
く
、
市
民
社
会
も
な
い
。
こ
の
見
地
は
恐
ろ
し
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

市
民
社
会
が
い
か
な
る
点
ま
で
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
か
、
予
想
さ
せ
て
お
く
。﹂（
五
三
～
五
四
頁
）

�
四
�
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﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
現
状
か
ら
生
じ
う
る
難
点
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
賢
明
な
諸
法
律
に
よ
っ
て
悪

弊
を
直
す
こ
と
が
唯
�
可
能
な
君
主
に
頼
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。﹂（
五
四
頁
）

　

そ
の
う
え
で
、
鑑
定
人
は
、
次
の
よ
う
に
、
立
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
間
は
、
判
例
に
よ
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
を
保

証
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
法
律
に
対
す
る
判
例
の
補
充
的
な
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
﹁
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
身
分
に
関
す
る
公
的
な
取
締
り
の
決
定
的
な
処
置
を
王
権
に
委
ね
る

の
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
�
人
�
人
に
対
し
、
各
人
が
諸
事
実
及
び
諸
事
情
に
従
っ
て
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
個
別
的
正
義
を
な

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

諸
裁
判
所
の
諸
判
決
は
、
主
権
者
の
権
威
の
下
で
、﹁
諸
法
律
の
補
遺
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　

諸
実
定
法
が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
に
、
諸
司
法
官
が
、
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
十
分
に
導
か
れ
え
な
い
と
き
に
は
、
諸
司
法
官
は
何

が
公
正
（
正
義
）
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
。﹂（
五
五
頁
）

　
﹁
こ
れ
ら
の
諸
原
則
に
従
っ
て
、
鑑
定
人
（﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
著
者
）
は
、
す
べ
て
の
国
々
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
実
定
法
か
ら
独
立
し
て
い

る
習
俗
や
徳
や
誠
実
さ
、
臣
民
が
そ
の
忠
実
さ
に
よ
っ
て
そ
れ
に
値
す
る
と
き
に
、
す
べ
て
の
臣
民
が
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
を
主
権
者
が
望
ん

で
い
る
と
こ
ろ
の
習
俗
や
徳
や
誠
実
さ
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
の
保
護
を
、
わ
れ
わ
れ
の
諸
裁
判
所
の
裁
判
か
ら
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。﹂（
五
五
頁
）

�
四
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
、
鑑
定
人
は
、
法
律
と
判
例
、
立
法
と
司
法
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
後
に
、
ポ
ル
タ
リ
ス
が
﹃
民

法
典
序
論
﹄
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
の
先
取
り
と
も
い
え
る
。

　
﹁
法
律
の
役
目
は
大
所
高
所
か
ら
、
法
の
�
般
的
格
率
を
定
め
、
結
論
の
豊
か
な
原
理
を
打
樹
て
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
各
事
項
に
つ
い
て
生
ず

る
こ
と
あ
る
べ
き
問
題
の
細
目
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
律
の
適
用
を
指
導
す
る
任
務
は
、
法
律
の
普
遍
的
精
神
に
通
暁

し
て
い
る
裁
判
官
や
法
曹
家
に
あ
る
。﹂）
１７０
（

　
﹁
立
法
者
の
科
学
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
共
同
善
に
最
も
好
都
合
な
諸
原
理
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
司
法
官
の
科
学
は
、
そ

れ
等
の
原
理
を
個
別
的
な
場
合
に
正
し
く
合
理
的
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
実
現
し
、
こ
れ
を
細
分
し
、
こ
れ
を
拡
張
し
、
文
字
が

黙
し
て
い
る
場
合
に
は
法
律
の
精
神
を
探
究
し
、
そ
し
て
或
場
合
に
は
奴
隷
的
に
服
従
し
て
見
た
り
、
他
の
場
合
に
は
反
逆
者
に
な
っ
て
見
た
り
、

或
は
又
奴
隷
的
精
神
に
よ
っ
て
服
従
し
な
か
っ
た
り
す
る
危
険
に
、
自
ら
曝
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。﹂）
１７１
（

　
﹁
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
合
理
的
な
立
法
の
プ
ラ
ン
の
中
に
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
稀
な
特
別
な
場
合
や
余
り
に
変
化
に
富
み
余
り
に
議
論

の
余
地
が
多
く
て
立
法
者
の
顧
慮
す
べ
き
で
な
い
よ
う
な
細
目
や
、
い
か
に
�
生
懸
命
予
見
し
て
見
て
も
無
駄
で
あ
っ
た
り
、
性
急
に
予
見
し
て

こ
れ
を
規
定
す
れ
ば
必
ず
危
険
に
陥
る
よ
う
な
す
べ
て
の
事
項
は
こ
れ
を
判
例
に
委
ね
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
残
し
て
お
く
空
白
は
、
経
験

が
順
次
に
こ
れ
を
充
し
て
く
れ
る
。﹂）
１７２
（

�
四
�
�
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五　
『
鑑
定
意
見
書
』
の
反
響

　
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
は
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
援
助
の
下
で
、
パ
リ
、
ハ
ー
グ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
出
版
さ
れ
、
版
を
重
ね
た）
１７３
（

。
さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
の
書
誌
学
者
エ
ル
シ
ュ）
１７４
（

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
文
献
便
覧
に
も
そ
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る）
１７５
（

。

　
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
手
稿
本
は
、ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
ム
ル
ト
ゥ
ー
牧
師）
１７６
（

を
介
し
て
、ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
手
に
渡
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、﹁
こ

れ
は
鑑
定
意
見
書
で
は
な
く
、
真
の
哲
学
概
論
・
立
法
概
論
・
政
治
倫
理
学
概
論
で
あ
る
﹂
と
激
賞
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る）
１７７
（

。

　

ま
た
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
刊
行
か
ら
�
年
後
に
、ラ
ン
ゲ
弁
護
士）
１７８
（

が
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
マ
ル
ト
・
カ
ン
［M

arthe C
am

p

］
嬢
と
ド
・

ボ
ン
ベ
ル
子
爵
［vicom

te de B
om

belles

］
と
の
荒
野
の
婚
姻
の
効
力
が
問
題
と
な
っ
た
訴
訟
で
、
カ
ン
嬢
の
側
に
立
っ
て
書
い
た
弁
論

の
中
で
、﹁
こ
の
著
作
（
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
を
指
す―

引
用
者
注
）
は
雄
弁
と
確
実
さ
に
満
ち
て
い
る
﹂
と
評
し
て
い
る）
１７９
（

。

　

ラ
ヴ
ォ
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
高
等
法
院
に
お
い
て
カ
テ
ラ
ン）
１８０
（

が
、
パ
リ
高
等
法
院
に
お
い
て
タ
ル
ジ
ェ
弁
護
士）
１８１
（

が
、
名
士
会）
１８２
（

に
お
い
て
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
侯
爵）
１８３
（

と
ラ
ン
グ
ル
［L

angres

］
の
司
教
が
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
擁
護
の
立
場
を
と
る
に
あ
た
っ
て
、

ポ
ル
タ
リ
ス
の
言
葉
か
ら
着
想
を
得
た
と
さ
れ
る）
１８４
（

。

　

�
�
�
�
年
の
名
士
会
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
法
律
の
構
想
を
最
初
に
持
ち
出
し
た
の
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
だ
と
さ
れ
る）
１８５
（

。
名
士

会
の
議
事
録
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
侯
爵
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
民
事
身
分
を
与
え
、
刑
事
法

を
改
革
す
る
こ
と
を
命
じ
る
よ
う
、陛
下
に
懇
願
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
彼
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
法
令
の
草
案
を
読
む
許
可
を
求
め
た
。

ア
ル
ト
ワ
伯
閣
下
は
、﹃
こ
の
対
象
は
執
行
部
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
は
名
士

会
の
権
限
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
そ
れ
が
執
行
部
の
見
解
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
進
ん
で
王
に
話
す
こ
と
を

引
き
受
け
よ
う
﹄と
評
し
た
。
そ
の
結
果
、彼
は
意
見
を
求
め
た
。
彼
ら
は
全
員
�
致
で
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
侯
爵
の
動
議
を
採
択
し
た
﹂。﹁
宗

�
四
�
�
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姻
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ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
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教
の
�
般
的
な
利
益
に
も
反
し
、
善
良
な
風
俗
に
も
反
し
、
住
民
（
人
口
）
に
も
有
害
で
、
国
家
の
産
業
に
も
有
害
で
、
す
べ
て
の
道
徳
的

政
治
的
諸
原
則
に
反
す
る
追
放
（
禁
止
）
の
制
度
の
下
で
う
め
き
苦
し
ん
で
い
る
あ
な
た
の
臣
民
の
多
く
の
部
分
﹂
に
関
し
て
王
の
厚
情
を

求
め
る
た
め
に
、
こ
の
観
点
で
請
願
が
作
成
さ
れ
た）
１８６
（

。
こ
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
提
案
に
は
す
で
に
紹
介
し
た
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見

書
﹄
の
影
響
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

少
し
前
後
す
る
が
、
�
�
�
五
年
五
月
�
�
日
に
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
侯
爵
は
、
ラ
ボ
ー
・
サ
ン
＝
テ
チ
エ
ン
ヌ）
１８７
（

を
マ
ル
ゼ
ル
ブ）
１８８
（

に
引
き

合
わ
せ
た
と
さ
れ
る）
１８９
（

。
マ
ル
ゼ
ル
ブ
は
�
�
�
五
年
に
﹃
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
意
見
書
［M

ém
oire sur le m

ariage des 

protestans

］﹄、
�
�
�
�
年
に
﹃
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
第
�
の
意
見
書
［Second m

ém
oire sur le m

ariage des 

protestans

］﹄
を
著
し
て
、
国
家
公
認
の
牧
師
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
た
め
に
採
用
す
る
構
想
や
、
司
法
官
の
前
で
行
わ
れ
る
婚

姻
挙
式
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）
１９０
（

。
特
に
後
者
の
構
想
は
、﹁
一　
『
鑑
定
意
見
書
』
執
筆
の
背
景
﹂
で
紹
介
し
た
エ
ク
ス
高
等
法
院
検

事
総
長
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
の
意
見
書
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
タ
ル
ジ
ェ
は
、
�
�
�
�
年
に
﹃
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
状
態
に
関
す
る
意
見
書
﹄
を
公
刊
し
、
ラ
ボ
ー
・
サ

ン
＝
テ
チ
エ
ン
ヌ
の
推
挙
を
受
け
て
、
マ
ル
ゼ
ル
ブ
の
も
と
で
、﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を
行
わ
な
い
者
た
ち
に
対
す
る
国
王
の
勅
令
﹂（
い

わ
ゆ
る
寛
容
令
）
の
起
草
に
も
参
加
し
た
と
さ
れ
る）
１９１
（

。

　

こ
う
し
て
、�
�
�
�
年
�
�
月
の
寛
容
令
の
公
布
へ
向
け
て
の
協
力
体
制
が
整
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、寛
容
令
の
起
草
に
関
与
し
た
人
々

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

�
�
�
�
年
�
�
月
の﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
を
行
わ
な
い
者
た
ち
に
対
す
る
国
王
の
勅
令
﹂（
い
わ
ゆ
る
寛
容
令
）
）
１９２
（

の
内
容
に
つ
い
て
は
、

既
に
木
㟢
喜
代
治
﹃
信
仰
の
運
命　

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
歴
史
﹄
や
土
志
田
佳
枝
﹁
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
（
�
・
完
）﹂
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る）
１９３
（

。

�
五
〇
〇
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土
志
田
は
こ
う
述
べ
る
。﹁
前
文
と
三
�
条
か
ら
な
る
﹃
寛
容
令
﹄
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
民
事
身
分
を
与
え
、
裁
判
所
の
前
で
の
婚

姻
手
続
き
を
認
め
た
。﹂﹁
前
文
で
国
王
は
﹃
フ
ラ
ン
ス
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
﹄
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
虚
構
で
あ
る

こ
と
を
認
め
た
。
王
国
で
は
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
法
制
の
前
提
で
あ
り
続
け
た
た
め
に
、
�
�
�
�
年
�
�
月
﹃
寛
容
令
﹄
ま
で
、
法
律

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
つ
い
て
無
言
で
あ
り
続
け
て
い
た
。﹂﹁﹃
寛
容
令
﹄
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
公
の
礼
拝
の
自

由
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
﹃
ナ
ン
ト
の
勅
令
﹄
の
撤
回
は
﹃
寛
容
令
﹄
の
撤
回
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
射
程
す
る
と
こ
ろ
が
い
か
に
狭
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
勅
令
が
﹃
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
告
白
を
行
わ
ざ
る
者
た
ち
﹄

に
、
裁
判
所
で
婚
姻
を
挙
行
す
る
こ
と
を
許
し
た
意
義
は
大
き
い
。
婚
姻
の
世
俗
化
へ
向
け
て
舵
は
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
新
た
に
婚
姻
す

る
者
た
ち
に
つ
い
て
は
�
�
条
が
、
既
に
事
実
上
婚
姻
生
活
を
送
っ
て
い
る
者
た
ち
に
つ
い
て
は
�
�
条
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
任
司
祭
の

前
か
、
ま
た
は
裁
判
所
の
前
で
、
婚
姻
の
宣
言
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。﹂）
１９４
（

　
﹁
寛
容
令
﹂
の
前
文
で
、
ル
イ
�
六
世
が
﹁﹃
フ
ラ
ン
ス
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
﹄
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
虚
構
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
﹂
の
は
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
で
あ
る
。﹁
諸
々
の
王
令
は
、
わ
が
国
に
は
も
は
や
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
し
か
存
在
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
想
定
さ
え
し
て
き
た
。
今
日
で
は
容
認
さ
れ
え
な
い
こ
の
仮
構
は
、
法
律
が
沈
黙
す
る
動
機
と
し
て
役
立
っ
て
き
た
。・
・
・

も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
、［
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
］
子
供
の
貪
欲
な
傍
系
親
族
が
こ
の
子
供
の
父
の
遺
産
を
狙
っ
て
そ
の
子
供
と
争
う
の
を
排
除

す
る
た
め
に
わ
が
裁
判
所
の
判
決
を
臨
時
的
に
利
用
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
が
王
国
の
繁
栄
と
平
穏
に
か
く
も
反
す
る
諸
原
則
は
亡
命
を

増
加
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
親
族
内
の
絶
え
ざ
る
紛
糾
を
惹
き
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
﹂）
１９５
（

。

　

こ
れ
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
の
次
の
く
だ
り
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹁
し
か
し
、
主
権
者
は
、
婚
姻
に
関
し
て
き
わ
め
て
�
般
的
な
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
決
意
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
が
す
べ
て
の

�
五
〇
�
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婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
改
宗
し
た
と
い
う
こ
と
（
そ
し
て
、
王
国
内
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
）
を
保
証
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
こ
と
は
、
事
実
の
点
か
ら
す
る
と
周
知
の
事
実
で
あ
る
。（
中
略
）

　

こ
の
状
況
の
下
で
、
王
国
内
に
は
も
は
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
存
在
し
な
い
と
い
う
誤
っ
た
前
提
に
お
い
て
介
入
し
た
諸
法
律
を
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
に
は
決
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
そ
の
効
果
は
本
来
、
原
因
と
と
も
に
終
了
す
べ
き
で
は
な
い
の
か）
₅₃
（

。
立
法
者
の
有
名
な
誤

り
は
、
法
律
に
対
す
る
適
法
な
例
外
を
設
け
る
の
に
十
分
で
は
な
い
の
か
。（
中
略
）

　

ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
（
廃
止
）
と
こ
の
撤
回
（
廃
止
）
以
後
の
諸
事
実
は
、
大
多
数
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
そ
の
祖
国
を
離
れ
、
外
国
に
亡

命
す
る
決
心
を
さ
せ
た
。

　

亡
命
は
日
に
日
に
い
よ
い
よ
頻
繁
に
な
っ
た
。
亡
命
は
国
家
を
脅
か
し
、
か
な
り
弱
め
た
。
病
気
を
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
�
般
的

な
逃
亡
を
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。﹂（
�
五
～
�
六
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
同
時
代
の
法
律
家
の
著
作
と
相
ま
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
立
法
を
促
す
世
論
を
形
成
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、﹁
四　
『
鑑
定
意
見
書
』
の

内
容
の
検
討
﹂
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
で
示
さ
れ
た
ポ
ル
タ
リ
ス
の
婚
姻
観
や
、
法
律
と
判
例
、
立
法
と
司
法
の
関
係
に

つ
い
て
の
ポ
ル
タ
リ
ス
の
見
解
は
、
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
法
過
程
（
具
体
的
に
は
、
彼
の
﹃
民
法
典
序
論
﹄
や
﹃
婚
姻
に
関
す

る
法
律
案
の
理
由
書
﹄）
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）　

拙
稿
﹁
�
�
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
教
育
と
ポ
ル
タ
リ
ス―

民
法
典
成
立
前
史
�
斑―

﹂
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
三
�
巻
�
号
三
三
～
�
〇
〇
頁
。
拙
稿
﹁
訴
訟
趣
意
書

に
み
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
弁
護
活
動
・
法
学
識
と
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
﹂
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
�
〇
�
号
�
六
�
～
�
�
六
頁
。

�
五
〇
�
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六
五
巻
五
号�

�
三

（
2
）　P

ortalis et P
azery, C

onsultation sur la validité des m
ariages des protestants en F

rance, 1770, dans Jean-E
tienne-M

arie P
O

R
T

A
L

IS, E
C

R
IT

S E
T　

D
ISC

O
U

R
S JU

R
ID

IQ
U

E
S E

T
 P

O
L

IT
IQ

U
E

S, A
ix-en-P

rovence, 1988, pp.193-227.
（
3
）　

邦
語
文
献
に
限
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
通
史
的
な
書
物
と
し
て
は
、
木
㟢
喜
代
治
﹃
信
仰
の
運
命　

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
歴
史
﹄（
岩
波
書
店
、

�
�
�
�
年
）、
エ
ミ
ー
ル
＝
レ
オ
ナ―

ル
（
渡
辺
信
夫
訳
）﹃
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
歴
史
（
改
訳
）﹄（
白
水
社
、
�
�
六
�
年
）
が
あ
り
、
法
制
面
に
着
目
し
た
文
献
と
し
て
、

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
（
塙
浩
訳
）﹃
フ
ラ
ン
ス
法
制
史
概
説
﹄（
創
文
社
、
�
�
�
六
年
）
�
三
�
～
�
四
四
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
�
�
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
・
ム
ー
ル
（
佐
野
泰
雄
訳
）﹃
危
機
の
ユ
グ
ノ
ー　

17
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
﹄（
教
文
館
、
�
�
�
〇
年
）
が
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

婚
姻
に
つ
い
て
は
、
土
志
田
佳
枝
﹁
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
（
�
）（
�
・
完
）―

フ
ラ
ン
ス
婚
姻
法
の
法
制
史
的
研
究
﹂
名
古
屋
大

学
法
政
論
集
�
四
〇
号
�
〇
�
～
�
五
�
頁
、
同
�
四
�
号
五
五
～
�
〇
五
頁
及
び
同
論
文
の
引
用
す
る
文
献
参
照
。

（
4
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
四
�
頁
。

（
5
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
四
�
頁
。

（
6
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
五
〇
頁
。

（
7
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
五
〇
～
�
五
�
頁
。

（
8
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
五
三
～
�
五
四
頁
。

（
9
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
西
南
三
�
巻
�
号
四
〇
～
四
�
頁
。

（
10
）　

シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
［E

tienne-F
rançois, duc de C

hoiseul, 1719-1785

］
は
、
ナ
ン
シ
ー
に
生
ま
れ
、
ル
イ
�
五
世
の
下
で
外
務
大
臣
［secrétaire d’ E

tat des 

affaires étrangères

］（
在
任1758-1761, 1766-1770

）、
陸
軍
大
臣
［secrétaire d’ E

tat de la G
uerre

］（
在
任1761-1770

）、
海
軍
大
臣
［secrétaire d’ E

tat de 

la M
arine

］（
在
任1761-1766

）
を
歴
任
し
た
。M

aurepas

（A
.de

） et B
oulant

（A
.

）, L
es m

inistres et les m
inistères du siècle des L

um
ières

（1715-1789

）, 

P
aris, 1996, pp.155-163.

（
11
）　Scim

séw
itsch

（L
.

）, P
ortalis et son tem

ps, thèse, P
aris, 1936, p.95.

（
12
）　

柴
田
三
千
雄
・
樺
山
紘
�
・
福
井
憲
彦
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
史
２
﹄（
山
川
出
版
社
、
�
�
�
六
年
）
�
六
五
～
�
六
六
頁
（
�
宮
宏
之
・
柴
田
三
千
雄
執
筆
）。

（
13
）　

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
（
塙
訳
）・
前
掲
注
（
３
）
�
三
�
頁
。
木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
〇
五
頁
。
柴
田
・
樺
山
・
福
井
・
前
掲
注
（
12
）
�
六
�
頁
（
�
宮
・
柴
田

執
筆
）。

（
14
）　

木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
〇
五
頁
。

�
五
〇
三
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五
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五
号�

�
四

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

（
15
）　

カ
ラ
ス
事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（
中
川
信
訳
）﹃
寛
容
論
﹄（
中
央
公
論
新
社
、
�
〇
�
�
年
）、
石
井
三
記
﹃
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
法
と
正
義
﹄（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
�
�
�
�
年
）
�
�
～
五
�
頁
。

（
16
）　B

esterm
an, T

he com
plete w

orks of V
oltaire, O

xford, 1973-1976, t.132, pp.146-148

（list of letters: alphabetical by correspondents

）.

（
17
）　

ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
［V

ersoy, V
ersoix

］
に
つ
い
て
の
最
初
の
言
及
は
、P

ierre de B
uisson, chevalier de B

eauteville

宛
て
の
�
�
六
�
年
�
月
�
〇
日
付
の
手
紙
に
見

ら
れ
る
。
こ
の
手
紙
の
中
で
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。B

esterm
an, T

he com
plete w

orks of V
oltaire, t.115, O

xford, 1974, 

pp.334-335, D13937.

シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
宛
て
の
手
紙
の
中
で
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
最
初
の
も
の
は
、
�
�
六
�
年
三
月
�
六
日
付
の

手
紙
で
あ
る
（B

esterm
an, op. cit., t.117, pp.188-189, D14842

）。

（
18
）　Scim

séw
itsch

（L
.

）, op. cit., p.95.

（
19
）　

シ
ル
ヴ
ァ
ン
事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
五
�
～
�
四
頁
。

（
20
）　

石
井
・
前
掲
注
（
15
）
六
五
頁
。

（
21
）　

石
井
・
前
掲
注
（
15
）
六
�
頁
。

（
22
）　B

esterm
an, op. cit., t.117, pp.188-189, D14842.

（
23
）　C

eitac

（J.

）, V
oltaire et l’ affaire des N

atifs, G
enève, 1956, p.7.

（
24
）　C

eitac

（J.

）, op. cit., p.15.

（
25
）　C

eitac

（J.

）, op. cit., p.16.

（
26
）　

川
合
清
隆
﹃
ル
ソ
ー
と
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
﹄（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
�
〇
〇
�
年
）
�
三
頁
。

（
27
）　C

eitac

（J.

）, op. cit., p.185.

（
28
）　M

aurepas

（A
.de

） et B
oulant

（A
.

）, op. cit., p.163.

（
29
）　C

eitac

（J.

）, op. cit., pp.193-194.

（
30
）　L

avollée

（R
.

）, P
ortalis, sa vie et ses œ

uvres, P
aris, 1869, pp.12-13.

（
31
）　R

obert

（D
.

）, R
enaissance de l’ E

glise reform
ée au Ⅹ

Ⅷ
e siècle, dans B

ulletin de la Société de l’ histoire du protestantism
e français, 134e année, 

avril-m
ai-juin 1988, p.212. 

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
リ
ー
＝
ド
＝
フ
ル
ー
リ
は
検
事
総
長
［procureur général

］
で
あ
っ
た
ギ
ヨ
ー
ム
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ョ
リ

ー
＝
ド
＝
フ
ル
ー
リ
［G

uillaum
e-F

rançois Joly de F
leury, 1675-1756

］
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ジ
ョ
リ
ー
＝
ド
＝
フ
ル
ー
リ
は
、
�
�
五
�
年
に
提
出
し
た
意

�
五
〇
四
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六
五
巻
五
号�

�
五

見
書
に
よ
り
、
婚
姻
の
祝
福
の
た
め
に
は
、
単
な
る
奨
励
（
勧
告
）
を
す
る
に
と
ど
め
、
い
か
な
る
異
端
誓
絶
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
適
用
さ
れ
る
い
か
な
る
行
為
も
要
求
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（D

e F
elice

（G
.

）, H
istoire des protestants de F

rance, P
aris, 1850, p.539

）。
な
お
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
は
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
た
（
オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
（
塙
訳
）・
前
掲
注
（
３
）
�
四
四
頁
）。

（
32
）　

モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
［Jean-P

ierre-F
rançois de R

ipert, m
arquis de M

onclar, 1711-1773

］
は
、
そ
の
知
性
と
雄
弁
と
で
�
�
世
紀
の
司
法
官
の
中
で
抜
き
ん
で

た
存
在
で
あ
り
、
公
法
に
精
通
し
て
い
た
。
�
�
三
�
年
に
エ
ク
ス
高
等
法
院
検
事
総
長
と
な
っ
た
。
ル
イ
�
五
世
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
反
目
し
た
結
果
、
�
�
六
�
年
に

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
と
コ
ン
タ
・
ヴ
ネ
ッ
サ
ン
（
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
に
あ
る
教
皇
領
）
を
占
領
さ
せ
た
が
、
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
は
翌
年
、
こ
の
飛
び
地
（
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
と
コ
ン
タ
・

ヴ
ネ
ッ
サ
ン
）
に
関
し
て
国
王
の
権
利
を
確
立
す
る
た
め
の
意
見
書
を
公
表
し
て
い
る
。
彼
は
教
皇
の
書
簡
や
司
教
の
教
書
に
反
論
す
る
論
告
を
多
く
執
筆
し
た
。
し
か
し
、

彼
が
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
攻
撃
す
る
論
告
［réquisitoires

］
や
報
告
書
［com

pte-rendu

］
の
執
筆
で
あ
っ
た
（M

ichaud, B
iographie 

universelle ancienne et m
oderne, nouvelle édition, t.28, P

aris, 1843, pp.604-605.

）。　

こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
に
は
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
（
フ
ラ
ン
ス
教

会
自
立
主
義
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ロ
ー
マ
教
皇
の
権
力
の
下
に
な
く
、
そ
れ
と
は
独
立
に
そ
れ
自
身
の
権
利
を
有
す
る
と
主
張
す
る
立
場
）
の
傾
向
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
が
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
の
親
友
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、P. -A

lbert R
obert, L

es rem
ontrances et arrêtés du parlem

ent de 

P
rovence au XⅧ

e siècle 1715-1790, thèse, P
aris, 1912, p.223

参
照
。

（
33
）　M

ichaud, op. cit., t.28, p.605.

（
34
）　

ジ
ョ
ゼ
フ
＝
マ
リ
ー
・
ポ
ル
タ
リ
ス
伯
爵
［Joseph-M

arie P
ortalis, 1778-1858

］
は
、
国
務
院
議
員
［conseiller d’ E

tat

］、
国
璽
尚
書
［garde des Sceaux

］、

破
毀
院
院
長
等
を
歴
任
し
、
第
�
帝
政
下
で
伯
爵
に
列
せ
ら
れ
た
（
拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
西
南
三
�
巻
�
号
三
�
頁
）。

（
35
）　

カ
ス
テ
ィ
ヨ
ン
［Jean-F
rançois-A

ndré L
e B

lanc de C
astillon, 1719-1800

］
は
、
エ
ク
ス
に
生
ま
れ
た
。
エ
ク
ス
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
�
�
四
�
年
に
エ
ク
ス

高
等
法
院
次
席
検
事
［avocat général

］
と
な
っ
た
。
高
等
法
院
に
入
る
と
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
と
親
し
く
な
り
、
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
の
後
継
者
と
し
て
検
事
総
長
と
な

っ
た
。
彼
は
地
中
海
地
方
を
支
配
し
て
い
た
ロ
ー
マ
法
に
精
通
し
て
い
た
。
彼
は
モ
ン
ク
ラ
ー
ル
侯
爵
と
と
も
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
攻
撃
す
る
論
告
を
執
筆
し
た
（M

ichaud, 

op. cit., t.7, P
aris, 1844, pp.176-177.

）。

（
36
）　Joseph-M

arie P
ortalis, N

otice sur la vie de l’ auteur, dans D
e l’ usage et de l’ abus de l’ esprit philosophique durant le XⅧ

e siècle, par J.-E
.-M

.

P
ortalis, troisièm

e èdition, t.1, P
aris, 1834, p.3.

（
37
）　L

avollée （R
.

）, op. cit., pp.11-12.

（
38
）　

ア
ン
ド
レ
・
パ
ズ
リ
［A

ndrè P
azery, 1721-1807

］
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
・
デ
ー
グ
［L

a Tour-d’ A
igue

］
に
生
ま
れ
、
�
�
六
�
年
～
�
�
六
三
年

�
五
〇
五
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に
は
エ
ク
ス
市
の
行
政
官
で
あ
る
エ
ク
ス
補
佐
官
［asseseur d’ A

ix

］
を
務
め
、
�
�
六
五
年
に
エ
ク
ス
大
学
法
学
部
教
授
に
就
任
し
て
い
る
（
拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
名

法
�
〇
�
号
�
�
六
頁
）。

（
39
）　d’ O

norio （J.-B
.

）, P
ortalis, L

’ E
sprit des siècles, P

aris, 2005, p.97.

（
40
）　G

érard C
ornu, V

ocabulaire juridique, 3e ed., P
aris, 1992, pp.197-198.

（
41
）　

山
口
俊
夫
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
�
〇
〇
�
年
）
�
�
〇
～
�
�
�
頁
。

（
42
）　

ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
メ
ス
ト
ル
［Jean-L

ouis M
estre, 1947-

］
教
授
は
、
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
［A

ix-M
arseille

］
第
三
大
学
法
学
部
教
授
。
法
制
史
専
攻
。
主
著
と
し

て
、
博
士
論
文
で
あ
るU

n droit adm
inistratif à la fin de l’ A

ncien R
égim

e: le contentieux des com
m

unautes de P
rovence, P

aris, 1976 

の
ほ
か
、

Introduction historique au droit adm
inistratif français, P

aris, 1985 

が
あ
る
（A

nnuaire des jurists et politistes universitaires, 2e édition, P
aris, 1993, 

p.195.

）。
同
僚
（
エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
第
三
大
学
法
学
部
教
授
）
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
メ
ス
ト
ル
［Jacques M

estre, 1952-

］
教
授
（
民
法
、
商
事
法
、
国
際
私
法
専
攻
。
元

エ
ク
ス
＝
マ
ル
セ
イ
ユ
第
三
大
学
法
学
部
長
）
は
彼
の
弟
で
あ
る
。

（
43
）　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル
［G

eorges V
edel, 1910-2002

］
教
授
は
、
ポ
ワ
テ
ィ
エ
［P

oitiers

］
大
学
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
［Toulouse

］
大
学
教
授
を
経
て
、
パ
リ
第
�
大

学
法
学
部
教
授
。
同
法
学
部
長
。
憲
法
院
委
員
（1980-1989

）。
行
政
法
、
憲
法
専
攻
。
主
著
：D

roit constitutionnel, P
aris, 1949; D

roit adm
inistratif, P

aris, 

1958

（A
nnuaire des jurists et politistes universitaires, 2e édition, P

aris, 1993, p.268.

）。

（
44
）　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ド
・
ポ
ル
タ
リ
ス
子
爵
［le vicom

te F
rederic de P

ortalis, 1803-1846

］
は
、
ポ
ル
タ
リ
ス
の
長
男
ジ
ョ
ゼ
フ
＝
マ
リ
ー
・
ポ
ル
タ
リ
ス
伯
爵
（
前

掲
注
（
34
）
参
照
）
の
息
子
で
あ
る
。
控
訴
院
判
事
を
経
て
�
�
四
〇
年
以
降
、
ヴ
ァ
ー
ル
［V

ar

］
県
選
出
の
下
院
議
員
と
な
る
が
夭
逝
し
た
（M

ichaud, op. cit., t.34, 

p.141.

）。

（
45
）　

編
集
者
注
：Justas autem

 nuptias...contrahunt qui secundum
 praecepta legum

e coeunt, Inst. tit.X
.D

e nuptiis, parag.1.

（
46
）　

編
集
者
注
：
�
五
�
〇
年
、
�
五
�
�
年
、
�
五
�
�
年
の
勅
令
。
訳
注
：
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
、
法
律
［loi

］
の
効
力
を
も
つ
オ
ル

ド
ナ
ン
ス
（
行
政
権
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
命
令
の
�
種
）（
山
口
・
前
掲
注
（
41
）
四
〇
三
頁
）。
�
五
�
〇
年
の
勅
令
は
、E

dit de pacification des troubles du 

royaum
e, Saint-G

erm
ain-en-L

aye, août 1570, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, R

ecueil général des anciennes lois françaises depuis l’ an 420, 

jusqu’ à la R
évolution de 1789, t.14, P

aris, 1829, p.229. 

�
五
�
�
年
の
勅
令
は
、E

dit de pacification des troubles du royaum
e, P

oitiers, septem
bre 

1577, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., p.330. 

�
五
�
�
年
の
勅
令
は
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
ト
の
勅
令
で
あ
り
、E

dit de pacification （dit de N
antes

）, 

suivi des articles secrets, N
antes, avril 1598, dans Isam

bert, T
aillandier et D

ecrusy, op. cit., t.15, P
aris, 1829, p.170.

�
五
〇
六
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ン
ト
の
婚
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�

（
47
）　

編
集
者
注
：
�
六
�
五
年
�
〇
月
の
勅
令
。
訳
注
：
こ
れ
は
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
（
廃
止
）
に
関
す
る
勅
令
（
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
）
で
あ
る
。E

dit portant 

révocation de l’ édit de N
antes, F

ontainebleau, octobre 1685, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., t.19, P

aris, 1829, pp.530-534.
（
48
）　

訳
注
：E

dit portant règlem
ent pour les form

alités des m
ariages, V

ersailles, m
ars 1697, dans Isam

bert, T
aillandier et D

ecrusy, op. cit., t.20, P
aris, 

1830, pp.287-289.

（
49
）　

訳
注
：saints canons.

信
仰
と
宗
規
に
関
す
る
カ
ノ
ン
法
（
教
会
法
）
の
総
体
を
指
す
。T

hiellay

（J.

）, L
exique historique des religions chrétiennes, P

aris, 

1995, p.26.

（
50
）　

編
集
者
注
：
�
六
�
�
年
の
勅
令
前
文
。

（
51
）　

訳
注
：
原
文
で
は
﹁
�
六
�
�
年
�
�
月
�
�
日
の
国
王
宣
言
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
王
令
集
に
よ
れ
ば
﹁
�
六
�
�
年
�
�
月
�
三
日
の
国
王
宣
言
﹂

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
誤
植
と
思
わ
れ
る
（D

éclaration sur l’ édit d’ octobre 1685, contenant règlem
ent pour l’ instruction des nouveaux convertis et 

leurs enfans, V
ersailles, 13 decem

bre 1698, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., t.20, P

aris, 1830, pp.313-315.

）。

（
52
）　

編
集
者
注
：
﹁
教
会
に
集
め
ら
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
臣
民
に
、
彼
ら
が
契
約
を
し
た
婚
姻
に
お
い
て
、
聖
典
範
、
及
び
特
に
最
近
の
公
会
議
の
決
議
や
わ
れ
わ
れ
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
正
規
の
手
続
を
遵
守
す
る
よ
う
厳
命
す
る
。﹂。
訳
注
：
こ
れ
は
、
�
六
�
�
年
�
�
月
�
三
日
の
国
王
宣
言
第
�
条
の
�
部
で
あ
る
。

（
53
）　

編
集
者
注
：Si lex fundetur in praesum

ptione aliqua facti, quod factum
 revera ita se non habiat, tunc ea lex non obliget, quia, veritate facti 

deficient, deficit totum
 legis fundam

entum
, G

rotius, liv.Ⅱ
, chap.Ⅵ

, parag.Ⅺ
.

（
54
）　

編
集
者
注
：
�
六
�
�
年
�
月
�
三
日
の
国
王
宣
言
。
訳
注
：D

éclaration portant peine des galères contre les religionnaires, convertis ou non, qui 

sortiraient du royaum
e, et contre ceux qui auraient aidé ou favorisé leur évasion, F

ontainebleau, 13 septem
bre 1699, dans Isam

bert, T
aillandier et 

D
ecrusy, op. cit., t.20, P

aris, 1830, pp.342-344.

（
55
）　

訳
注
：
自
称
改
革
宗
教
［religion prétendue réform

ée;

し
ば
し
ばR

. P. R

と
略
称
さ
れ
る
］
と
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
改
革
派
）
を
カ
ト
リ
ッ
ク
側
、
王
権
側
が

呼
ぶ
呼
称
で
あ
る
。

（
56
）　

編
集
者
注
：
﹁
婚
姻
の
行
為
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
先
任
の
王
た
ち
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
、
勅
令
、
国
王
宣
言
、
そ
し
て
特
に
、
�
六
�
�
年
三
月
の
勅
令
と
同
年
六
月
�
�

日
の
国
王
宣
言
は
、
そ
の
形
式
と
内
容
に
従
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
新
た
に
集
め
ら
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
臣
民
に
よ
っ
て
も
、
他
の
す
べ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
臣
民
に
よ
っ

て
も
、
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
。﹂　

訳
注
：
�
六
�
�
年
三
月
の
勅
令
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
48
）
参
照
。
同
年
六
月
�
�
日
の
国
王
宣
言
と
あ
る
の
は
、
�
六
�
�
年

六
月
�
五
日
の
国
王
宣
言
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
�
六
�
�
年
六
月
�
五
日
の
国
王
宣
言
に
つ
い
て
は
、D

éclaration sur l’ invalidité des m
ariages faits 

�
五
〇
�
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志
社
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六
五
巻
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�
�

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

p
ar d

’ au
tres p

rêtres qu
e cu

rés d
es con

tractan
s, V

ersailles, 15 ju
in

 1697, d
an

s Isam
bert,  T

aillan
d

ier et D
ecru

sy, op
. cit., t.20, P

aris, 1830, 

pp.292-294.

参
照
。

（
57
）　

編
集
者
注
：
そ
の
証
拠
は
、
彼
ら
が
王
国
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
す
べ
て
の
法
律
と
、
知
事
（
代
官
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
す
べ
て
の
覚
書
と
、
裁
判
所
の
す
べ

て
の
判
決
で
あ
る
。

（
58
）　

編
集
者
注
：N

uptias consensu facit

（
訳
注
﹁
婚
姻
を
同
意
が
作
る
。﹂（
柴
田
光
蔵
﹃
法
律
ラ
テ
ン
語
格
言
辞
典
﹄（
玄
文
社
、
�
�
�
五
年
）
�
�
�
頁
に
よ
る
））.

（
59
）　

編
集
者
注
：M

atrim
onium

 est viri et m
ulieris conjunctio, individuam

 vitae consuetudinem
 retinens. Inst. liv.Ⅰ

, tit.Ⅱ
. M

atrim
onium

 est viri et m
ulieris 

m
aritalis conjunctio inter legitim

as personae, individuam
 vitae societatem

 retinens. C
atech. du concile de T

rente, part.Ⅱ
, chap.Ⅷ

, n.4 et 5.

（
60
）　

編
集
者
注
：
婚
姻
に
関
す
る
ル
リ
ダ
ン
［L

eridant

］
氏
の
著
作
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
秘
密
婚
に
関
す
る
覚
書
参
照
。
訳
注
：
婚
姻
に
関
す
る
ル
リ
ダ
ン

氏
の
著
作
と
は
、P. L

eridant, C
ode m

atrim
onial, 2 vol., P

aris, 1770 

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
61
）　

編
集
者
注
：M

atrim
onia quidem

 verissim
a, vera sacram

enta nullo m
odo.

（
62
）　

編
集
者
注
：C

onjugium
 infidelium

 non est legitim
um

 nisi legali institutione vel provinciae m
oribus contrahentur

（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）.

（
63
）　

編
集
者
注
：
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
�　

第
�
章
�
�
節
、
�
三
節
、
�
四
節
。C

onsultations canoniques sur le sacrem
ent de m

ariage, par G
ilbert, t.Ⅰ

, 

consult.X
LⅧ

, p.246.　

訳
注
：
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
�　

第
�
章
�
�
節
、
�
三
節
、
�
四
節
は
、
共
同
訳
聖
書
実
行
委
員
会
訳
﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄（
日
本
聖

書
協
会
、
�
�
�
�
年
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
そ
の
他
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
主
で
は
な
く
わ
た
し
が
言
う
の
で
す
が
、
あ
る
信
者
に
信
者
で
な
い
妻
が
い
て
、

そ
の
妻
が
�
緒
に
生
活
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
場
合
、
彼
女
を
離
縁
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
あ
る
女
に
信
者
で
な
い
夫
が
い
て
、
そ
の
夫
が
�
緒
に
生
活
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
場
合
、
彼
を
離
縁
し
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
信
者
で
な
い
夫
は
、
信
者
で
あ
る
妻
の
ゆ
え
に
聖
な
る
者
と
さ
れ
、
信
者
で
な
い
妻
は
、
信
者
で
あ
る

夫
の
ゆ
え
に
聖
な
る
者
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、あ
な
た
が
た
の
子
供
た
ち
は
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、実
際
に
は
聖
な
る
者
で
す
﹂。　

な
お
、

編
集
者
が
引
用
し
て
い
る
上
掲
文
献
はG

ilbert

の
著
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
はG

ibert

の
誤
植
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。　J. G

audem
et, L

es sources du droit 

canonique Ⅷ
e-X

X
e siècle, P

aris, 1993, p.199

にJ. P. G
ibert

（1660-1735
）, gallican m

odéré

（
穏
健
な
ガ
リ
カ
ン（
フ
ラ
ン
ス
教
会
自
立
主
義
者
））と
し
て
主
著
：

Institues ecclésiastiques et bénéficiales suivant les principes du droit com
m

un et des usages de F
rance, P

aris, 1720 

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
64
）　

編
集
者
注
：
オ
サ
［O

ssat

］
枢
機
卿
の
手
紙C

C
C

X
I.

（
65
）　

訳
注
：
ト
リ
エ
ン
ト
［T

rente

］
の
公
会
議
は
、
�
五
四
五
年
�
�
月
�
三
日
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
聖
堂
で
開
会
さ
れ
、
�
五
六
三
年
�
�
月
四
日
に
終
了
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
総
会
議
。

�
五
〇
�
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（
66
）　

編
集
者
注
：L

ouet, verbo M
ariage, B

rodeau sur L
ouet, au m

êm
e m

ot.
（
67
）　

編
集
者
注
：L

ibero contrahentium
 consensu facta.

そ
こ
に
こ
の
（
ト
リ
エ
ン
ト
の
）
公
会
議
が
こ
れ
ら
の
婚
姻
の
有
効
性
を
も
た
ら
す
唯
�
の
理
由
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
秘
跡
は
全
く
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

（
68
）　

訳
注
：
原
文
で
はun pouvoir de coaction et de contrainte

と
な
っ
て
い
る
が
、coaction

はcoercition

の
誤
植
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
以
下
に
お
い
て
同
じ
）。

（
69
）　

編
集
者
注
：Ille （rex

） cogit; hic （sacerdos

） exhortatur. D
iv. C

hrysost.

（
70
）　

編
集
者
注
：R

eges gentium
 dom

inator corum
...vos autem

 non sic.

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
�
�
章
�
五
、�
六
節
。
訳
注
：
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
�
�
章
�
五
、

�
六
節
は
、﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
そ
こ
で
、
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。﹃
異
邦
人
の
間
で
は
、
王
が
民
を
支
配
し
、
民
の
上

に
権
力
を
振
る
う
者
が
守
護
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
は
そ
れ
で
は
い
け
な
い
。
あ
な
た
が
た
の
中
で
い
ち
ば
ん
偉
い
人
は
、
い
ち
ば
ん
若
い
者
の
よ
う

に
な
り
、
上
に
立
つ
人
は
、
仕
え
る
者
の
よ
う
に
な
り
な
さ
い
。﹄﹂。

（
71
）　

編
集
者
注
：O

rationis et verbi m
inisterio instants erim

us.

使
徒
言
行
録
。
訳
注
：
使
徒
言
行
録
は
章
節
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
第
六
章
四
節
﹁
わ

た
し
た
ち
は
、
祈
り
と
御
言
葉
の
奉
仕
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
ま
す
﹂（﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
））
と
い
う
十
�
使
徒
の
宣
言
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
72
）　

編
集
者
注
：
わ
れ
わ
れ
の
自
由
の
根
拠
は
、
教
会
の
権
力
が
全
く
霊
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。F

leuri, Instit. au droit ecclésiast. tom
.Ⅱ

, chap. X
X

V, 

p.239.

（
73
）　

編
集
者
注
：
パ
ル
マ
公
爵
に
関
す
る
小
勅
書
（
教
皇
書
簡
）
に
対
す
る
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
等
法
院
次
席
検
事
ド
・
カ
ス
テ
ィ
ヨ
ン
氏
の
論
告
。
訳
注
：
（
ド
・
）
カ
ス
テ

ィ
ヨ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
35
）
参
照
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
等
法
院
と
は
エ
ク
ス
高
等
法
院
の
こ
と
で
あ
る
。

（
74
）　

編
集
者
注
：Jam

 ab ipso C
lodoveo regni istius florentissim

i com
plificandi auctore, in unim

 veluti societatem
 coierunt fides et regnum

 im
perium

, 

nullo partium
 detrim

ent: adeo ut de regni sum
m

o juri nihil per christianam
 professionem

 decesserit. M
arca, C

oncord. sacerd. et im
p. liv.Ⅱ

, tit.1er.

（
75
）　

編
集
者
注
：L
icita m

atrim
onia posse contrahi, contracta, non nisi m

isso repudio, dissolve praecipim
us. L

iv.Ⅷ
, C

od. de repud. V
oyez encore la nov.

X
XⅢ

, praefat. et cap.Ⅰ
.

（
76
）　

編
集
者
注
：N

ov. L
X

X
IV, cap.Ⅳ

. L
oi X

XⅢ
, C

od. D
e nuptiis.

（
77
）　

訳
注
：
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝（
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
�
世
。
大
帝
）［347-395

］は
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝（
在
位379-395

）。
キ
リ
ス
ト
教
を
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
教
と
し
た（
三
�
〇
年
）。

彼
の
死
後
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
彼
の
�
子
ホ
ノ
リ
ウ
ス
［H

onoré

］
と
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
［A

rcade
］
と
の
間
で
東
西
に
分
割
さ
れ
た
。

（
78
）　

訳
注
：
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
（
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
�
世
）［321-375

］
は
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位364-375

）。
弟
の
ヴ
ァ
レ
ン
ス
帝
と
ロ
ー
マ
帝
国
を
共

�
五
〇
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

同
統
治
し
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
は
帝
国
西
方
を
統
治
し
た
。

（
79
）　

訳
注
：
ヴ
ァ
レ
ン
ス
帝
［328-378

］
は
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位364-378

）。
兄
の
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
と
ロ
ー
マ
帝
国
を
共
同
統
治
し
、
ヴ
ァ
レ
ン
ス
帝
は
帝

国
東
方
を
統
治
し
た
。

（
80
）　

訳
注
：
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
帝
［377-408

］
は
初
代
東
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位395-408

）。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
（
�
世
。
大
帝
）
の
長
男
。

（
81
）　

訳
注
：
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
（
�
世
。
大
帝
）［270

～288-337

］
は
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位306-337

）。
三
�
三
年
、
ミ
ラ
ノ
勅
令
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認

し
た
。
帝
国
東
方
を
支
配
し
て
い
た
リ
キ
ニ
ウ
ス
帝
［L

icinius, 250-324, 

ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位308-324

）］
を
破
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
を
再
統
�
し
た
。
小
ア
ジ
ア
に
キ

リ
ス
ト
教
の
司
教
を
集
め
た
ニ
ケ
ー
ア
公
会
議
（
三
位
�
体
説
を
正
統
と
し
、
ア
リ
ウ
ス
派
を
異
端
と
す
る
ニ
ケ
ー
ア
信
条
が
決
定
さ
れ
た
）
を
招
集
し
た
。
帝
国
の
新
都
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
を
建
設
し
た
。

（
82
）　

訳
注
：
コ
ン
ス
タ
ン
帝
（
�
世
）［320-350

］
は
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位337-350

）。

（
83
）　

訳
注
：
ホ
ノ
リ
ウ
ス
帝
［384-423
］
は
初
代
西
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位395-423

）。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
（
�
世
。
大
帝
）
の
次
男
。

（
84
）　

訳
注
：
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
�
世
帝
［401-450
］
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位408-450

）。
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
（
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
�
世
。
大
帝
）
の
孫
。

（
85
）　

訳
注
：
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
�
世
帝
の
命
令
に
よ
り
、
四
三
五
年
か
ら
四
三
�
年
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
。

（
86
）　

編
集
者
注
：
こ
れ
ら
の
事
実
す
べ
て
は
、
タ
ロ
ン
［T

alon

］
氏
、
ル
リ
ダ
ン
［L

eridant

］
氏
（
訳
注
：
前
掲
注
（
60
）
参
照
）、
ジ
ベ
ー
ル
［G

ibert

］
氏
（
訳
注
：
前

掲
注
（
63
）
参
照
）、
及
び
�
般
に
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
名
前
を
指
し
示
さ
せ
る
の
み
の
す
べ
て
の
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

（
87
）　

訳
注
：G

ibert, Instit. au droit canonique.

（
88
）　

訳
注
：
前
掲
注
（
63
）
参
照
。

（
89
）　

訳
注
：
カ
シ
オ
ド
ロ
ス
［490-580

］
は
碩
学
の
政
治
家
で
あ
る
。
東
ゴ
ー
ト
王
国
の
王
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
［T

héodoric, 454-526, 

在
位493-526

］
の
忠
臣
。
王
の
諸
法
令

を
ま
と
め
た
彼
の
著
作
は
中
世
に
お
け
る
教
育
の
物
差
し
と
な
っ
た
。

（
90
）　

編
集
者
注
：
婚
姻
法
典
［C

ode m
atrim

onial

］
の
免
除
［D

ispenses

］
の
語
。

（
91
）　

編
集
者
注
：
リ
ュ
イ
リ
エ
［l’ H

uillier

］
博
士
の
説
に
対
す
る
タ
ロ
ン
氏
の
論
告
。

（
92
）　

編
集
者
注
：
婚
姻
に
関
す
る
パ
リ
の
会
議
。

（
93
）　

編
集
者
注
：F

evret, T
raité de l’ abus, tom

e Ⅱ
, aux notes, p.323. 

訳
注
：
著
者
フ
ェ
ヴ
レ
［C

harles F
evret, 1583-1661

］
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
高
等
法
院
評
定

官
の
息
子
で
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
ド
ゥ
ニ
・
ゴ
ド
フ
ロ
ア
［D

enis G
odefroy

］
の
下
で
学
び
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
で
弁
護
士
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
高
等

�
五
�
〇
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�
�

法
院
評
定
官
に
任
命
さ
れ
た
。
主
著T

raité de l’ abus et du vrai sujet des appellations qualifiés de ce nom
 d’ abus, D

ijon, 1653 

の
中
で
、
彼
は
世
俗
の
権
力
、

特
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
主
権
の
ロ
ー
マ
教
皇
に
対
す
る
優
位
を
説
い
て
い
る
。
ポ
ル
タ
リ
ス
は
、
弁
護
士
時
代
に
書
い
た
訴
訟
趣
意
書
の
中
で
フ
ェ
ヴ
レ
の
こ
の
著
書
を
多
く

引
用
し
て
い
る
（
拙
稿
・
前
掲
注
（
１
）
名
法
�
〇
�
号
�
�
�
～
�
�
�
頁
、
�
�
四
頁
）。

（
94
）　

訳
注
：
�
六
�
�
年
三
月
の
勅
令
（
前
掲
注
（
48
）
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
本
文
参
照
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
95
）　

訳
注
：
前
掲
注
（
51
）
参
照
。

（
96
）　

訳
注
：
前
掲
注
（
52
）
参
照
。

（
97
）　

訳
注
：D

éclaration concernant la religion, V
ersailles, 14 m

ai 1724, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., t.21, P

aris, 1830, pp.261-270.

（
98
）　

編
集
者
注
：Sed ea quae sunt facti, fictionem

 non recipunt. T
raité D

e fictionibus juris, veritas, etc. Ibid.

（
99
）　

訳
注
：D

éclaration portant peine des galères contre les religionnaires, convertis ou non, qui sortiraient du royaum
e, et contre ceux qui auraient 

aidé ou favorisé leur évasion, F
ontainebleau, 13 septem

bre 1699, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., t.20, P

aris, 1830, pp.342-344.

な
お
、

こ
の
国
王
宣
言
は
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
の
�
四
年
後
の
も
の
で
あ
り
、
�
�
年
後
と
す
る
本
文
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。

（
１００
）　

訳
注
：E

dit portant que les catholiques ne pourront contracter m
ariage avec les religionnaires, et que les enfans qui en proviendront seront 

illégitim
es et incapables de succéder à leurs pères et m

ères, V
ersailles, novem

bre 1680, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. cit., t.19, P

aris, 

1829, pp.257-258.

（
１０１
）　

訳
注
：
こ
の
表
現
は
、
ル
イ
�
四
世
の
目
指
し
た
﹁
�
つ
の
信
仰
、
�
つ
の
法
、
�
人
の
王
［une foi, une loi, un roi

］﹂
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注

（
１５９
）
参
照
。

（
１０２
）　

編
集
者
注
：Jura non in singulas, sed generaliter constituuntur

（
訳
注
﹁
法
は
個
々
の
人
々
に
対
し
て
で
な
く
、
�
般
的
に
設
け
ら
れ
る
。﹂（
柴
田
・
前
掲
注

（
57
）
�
�
�
頁
に
よ
る
））, L

iv.Ⅷ
, D

e off.Ⅱ
, legisl.

（
１０３
）　

編
集
者
注
：Salus popli suprem

a lex esto

（
訳
注
﹁
国
民
の
安
寧
が
最
高
の
法
律
で
あ
れ
。﹂（
柴
田
・
前
掲
注
（
58
）
�
五
�
頁
に
よ
る
））.

十
�
表
法
。

（
１０４
）　

編
集
者
注
：D

eus universitatis est dom
inus, obsequio non eget necessario, non requirit coactam

 confessionem
; non fallendus est, sed prom

erendus, 

S. H
ilar. L

ib. ad C
onstant.A

ug. p.112.

（
１０５
）　

編
集
者
注
：
ド
・
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
［de F

ènelon

］
氏
の
表
現
。

（
１０６
）　

編
集
者
注
：R

ex C
hristus, quod m

entes regat. A
ugust. in Joan. trad.51, n 4, tom

.Ⅲ
, part.Ⅱ

, p.635.

�
五
�
�
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（
１０７
）　

編
集
者
注
：N

em
o potest venire ad m

e, nisi P
ater, qui m

isit m
e, traxerit ad eum

. Joan.Ⅵ
, 44.

（
１０８
）　

編
集
者
注
：
パ
ス
カ
ル
の
パ
ン
セ
。

（
１０９
）　

訳
注
：
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
指
す
。

（
１１０
）　

編
集
者
注
：C

onfiteor tibi, P
ater, D

om
ine coeli et terrae, quia abscondisti haec sapientibus et prudentibus, et revelasti ea parvulis.

マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
第
�
�
章
�
五
節
。
訳
注
：
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
�
�
章
�
五
節
は
、﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
そ
の
と
き
、
イ

エ
ス
は
こ
う
言
わ
れ
た
。﹃
天
地
の
主
で
あ
る
父
よ
、
あ
な
た
を
ほ
め
た
た
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
恵
あ
る
者
や
賢
い
者
に
は
隠
し
て
、
幼
子
の
よ
う
な
者
に
お
示
し

に
な
り
ま
し
た
﹄﹂。

（
１１１
）　

編
集
者
注
：D

iliges proxim
um

 tuum
 sicut teipsum

.

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
�
�
章
三
�
節
。
訳
注
：
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
�
�
章
三
�
節
は
、﹃
聖
書　

新

共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
第
�
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。﹃
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
﹄﹂。

（
１１２
）　

編
集
者
注
：
サ
マ
リ
ア
人
の
た
と
え
話
（
訳
注
：
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
第
�
〇
章
�
五
～
三
�
節
参
照
）。

（
１１３
）　

編
集
者
注
：C

um
 om

nibus hom
inibus pacem

 habentes.

聖
パ
ウ
ロ
、
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
�
�
章
�
�
節
。
訳
注
：
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
�
�
章
�
�

節
は
、﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
で
き
れ
ば
、
せ
め
て
あ
な
た
が
た
は
、
す
べ
て
の
人
と
平
和
に
暮
ら
し
な
さ
い
﹂。

（
１１４
）　

編
集
者
注
：Infirm

um
 autem

 in fide assum
nite, non indisceptationibus cogitationum

.

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
�
四
章
�
節
。
訳
注
：
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ

の
手
紙
第
�
四
章
�
節
は
、﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。﹁
信
仰
の
弱
い
人
を
受
け
入
れ
な
さ
い
。
そ
の
考
え
を
批
判
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
﹂。

（
１１５
）　

編
集
者
注
：D

eus cognitionem
 sui docuit potius quam

 exegit. S. H
ilar. lib.Ⅰ

, ad C
onstant.aug.p.1220.

（
１１６
）　

編
集
者
注
：Illi in vos saeviant qui nesciunt cum

 quo labore verum
 inveniatur, et quam

 difficile caveantur errors. St A
ug. dans l’ E

p.contra epist.

M
auichiaei, cap.Ⅱ

 et Ⅲ
.

（
１１７
）　

編
集
者
注
：
﹃
法
の
精
神
﹄。

（
１１８
）　

編
集
者
注
：M

ém
oires du clergé, tom

.Ⅱ
 sur la fin, édition de P

aris, in-octavo.

（
１１９
）　

編
集
者
注
：
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
及
び
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
学
者
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
プ
ラ
ト
ン
の
言
葉
。

（
１２０
）　

編
集
者
注
：N

atura est com
m

unis, ff.

（
１２１
）　

編
集
者
注
：L

iberum
 corpus, nullam

 recipit estim
ationem

, liv.ult.ff.de his qui effuderint.

�
五
�
�
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（
１２２
）　

編
集
者
注
：
奴
隷
の
婚
姻
は
、Instituts, liv.Ⅲ

, tit.Ⅶ
, D

e servili cognatione. D
andaque opera ut servi habeant peculium

, et conjunctas a quibus 

habeant filios.

に
お
い
て
、consortium

と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。V

arron, D
e re rust. liv.Ⅰ

, chap.Ⅰ
, Ⅶ

.
（
１２３
）　

訳
注
：
民
事
死
［m

ort civile

］
と
は
、フ
ラ
ン
ス
法
で
か
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
制
度
で
、最
も
重
い
刑
罰
と
し
て
死
刑
ま
た
は
無
期
刑
の
宣
告
を
受
け
た
者
な
ど
に
対
し
、

生
存
中
に
法
人
格
な
い
し
�
般
的
権
利
能
力
の
喪
失
を
も
た
ら
し
た
。
�
�
五
四
年
五
月
三
�
日
法
で
廃
止
さ
れ
た
（
山
口
・
前
掲
注
（
41
）
三
�
六
～
三
�
�
頁
に
よ
る
）。

（
１２４
）　

編
集
者
注
：P

ropter fornicationem
 autem

 unusquisque suam
 uxorem

 habeat et una quaeque suum
 virum

 habeat

⋮M
elius est nubere quam

 uri.

コ

リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
�
第
�
章
�
、
�
節
。
訳
注
：
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
�
第
�
章
�
、
�
節
は
﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り

で
あ
る
。﹁
し
か
し
、
み
だ
ら
な
行
い
を
避
け
る
た
め
に
、
男
は
め
い
め
い
自
分
の
妻
を
持
ち
、
ま
た
、
女
は
め
い
め
い
自
分
の
夫
を
持
ち
な
さ
い
。
⋮
し
か
し
、
自
分
を
抑

制
で
き
な
け
れ
ば
結
婚
し
な
さ
い
。
情
欲
に
身
を
焦
が
す
よ
り
は
、
結
婚
し
た
方
が
ま
し
だ
か
ら
で
す
﹂。

（
１２５
）　

編
集
者
注
：Q

ui pretextu m
atrim

onii difficultatum
 ab eo abstinuerunt, non convenienter sanctae cognitioni ad inhum

anitatem
 et odium

 hom
inum

 

diffuxerunt, et perit apud ipsos charitas. S. C
lem

ent d’ A
lexandrie, liv.Ⅲ

 des Strom
. p.454.

（
１２６
）　

訳
注
：
啓
蒙
哲
学
者
（
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
）
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
親
交
の
あ
っ
た
大
臣
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１２７
）　

編
集
者
注
：
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
［V

ersois

］。
訳
注
：
本
稿
﹁
一　
『
鑑
定
意
見
書
』
執
筆
の
背
景
﹂
参
照
。

（
１２８
）　

編
集
者
注
：D

edit gentes haereditatem
 m

eam
, et possessionem

, term
inos terrae, P

sal.

（
１２９
）　

編
集
者
注
：C

onf. d’ A
ngers.

（
１３０
）　

訳
注
：
前
掲
注
（
１００
）
参
照
。

（
１３１
）　

編
集
者
注
：
宗
派
の
異
な
る
者
同
士
の
婚
姻
の
祝
福
式
の
禁
止
は
、
必
然
の
法
律
、
事
物
の
秩
序
に
基
づ
い
た
法
律
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
に
、
秘
跡
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
派
の
異
な
る
者
同
士
の
婚
姻
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
秘
跡
と
は
無
関
係
に
禁
ず
る
こ
と
は
、
単
な

る
治
安
の
法
律
に
す
ぎ
ず
、
状
況
（
事
情
）
に
応
じ
て
変
わ
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
宗
派
の
異
な
る
者
同
士
の
婚
姻
は
、
�
度
な
ら
ず
、
宗
教
の
進
歩
に
と
っ
て
有
用

で
あ
っ
た
。
宗
派
の
異
な
る
者
同
士
の
婚
姻
は
、
支
配
的
な
（
優
勢
な
）
宗
教
の
進
歩
に
寄
与
す
る
。
パ
リ
の
諸
会
議
の
発
起
人
は
、
教
会
に
お
い
て
宗
派
の
異
な
る
者
同
士

の
婚
姻
を
明
確
に
禁
じ
る
法
律
は
な
く
、
慣
習
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
慣
習
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
諸
国
家
に
お
い
て
夫
婦
を
祝
福
に
服
さ
せ
る
、
よ
り
古
い
慣
習
法
に
由
来

す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
君
主
た
ち
は
、
宗
派
の
異
な
る
者
同
士
の
婚
姻
に
関
す
る
彼
ら
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
認
め
る
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
秘
跡
の
冒
瀆
を
防
ぐ
こ
と
の
み
を
欲
し
て
い
る
。

（
１３２
）　

編
集
者
注
：O

m
nes populi qui legibus et m

oribus reguntur, partim
 suo proprio, partim

 com
m

uni om
nium

 hom
inum

 jure reguntur, ff. D
e justitia et 

�
五
�
三
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

jure, tit.1.
（
１３３
）　

編
集
者
注
：M

atrim
onium

 facit destination anim
i, quam

 m
ox sequitur honor et m

aritalis affectio. C
oncubina solo delecta solo anim

o, sola anim
i 

destination ab uxore separator; honore pleno uxor diligitur, C
uj. ad. leg. 31. ff. D

e donationibus.

（
１３４
）　

編
集
者
注
：U

xoris nom
en, honoris non voluptatis nom

en.

（
１３５
）　

編
集
者
注
：C

om
m

iscentur vir et uxor, et una dom
us est. L

ib.Ⅰ
, ff. si vir aut. uxor, ff. ad Syllan.

（
１３６
）　

編
集
者
注
：Sed adversis in rebus, nihil tam

 hum
anum

 est quum
 utriusque fortunae utrum

que conjugem
 participem

 esse. L
. Si cum

 dotem
, parag.

si m
aritus, ff. sol. m

atrim
.

（
１３７
）　

編
集
者
注
：F

evret, T
raité de l’ abus, tom

.Ⅰ
, liv, chap.Ⅱ

, parag.2, p.451 aux notes.

（
１３８
）　

編
集
者
注
：F

ilii parentum
 vincula sunt et bonum

 utriusque com
m

une.

（
１３９
）　

編
集
者
注
：Socii divinae et hum

anae dom
us. L

i. Ⅳ
, cod. D

e crim
inae expilatae haereditatis consortium

 om
nis vita divini et hum

ani juris participatio.

L
.Ⅰ

, ff. D
e ritu nuptiarum

.

（
１４０
）　

編
集
者
注
：
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
書
か
れ
た
理
性
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
ロ
ー
マ
の
諸
法
律
。

（
１４１
）　

編
集
者
注
：G

rotius, D
u droit de la guerre et de la paix

（
グ
ロ
チ
ウ
ス
﹃
戦
争
と
平
和
の
法
﹄）, liv.Ⅰ

, chap.Ⅲ
, tom

eⅠ
, p.114.

（
１４２
）　

編
集
者
注
：
ロ
ー
マ
人
が
﹁
不
均
衡
な
婚
姻
﹂
と
呼
ん
だ
も
の
を
証
拠
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
婚
姻
は
適
法
で
あ
っ
た
が
、
適
法
な
婚
姻
に
付
与
さ

れ
る
特
権
は
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
か
っ
た
：Q

uod si alterutram
 regulium

 civitatum
 patriam

 sortiatur, sit ei liberum
, susceptum

 ex inaequali conjugio 

sobolem
 cujuscum

que civitatis decurionibus im
m

iscere dum
m

odo civitas quae eligitur, totius provinciae teneat principatum
. Indignum

 enim
 est ut 

qui sacratissim
ae urbis ubere gloriatur, naturales suos non illustris ordine civitatis illum

inet. C
od. liv.Ⅴ

, tit.X
XⅦ

. N
aturalibus liberis, parag. leg. 

3.

さ
ら
に
、
婚
姻
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
が
欠
け
て
い
な
い
の
で
、
き
わ
め
て
長
い
間
、
教
会
法
が
真
の
婚
姻
と
み
な
し
て
き
た
種
類
の
内
縁
を
引
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

C
aeteru

m
 is qu

i n
on

 h
abet u

xorem
 et p

ro u
xore con

cu
bin

am
 h

abet a com
m

u
n

ion
e n

on
 rep

etatu
r; tam

en
 u

t u
n

iu
s m

u
lieris au

t u
xoris, au

t 

concubinae uti ei placuerit sit conjunction contentus. D
roit canonique, dist.X

X
XⅣ

, cap.Ⅳ
.

最
後
に
、
良
心
の
婚
姻
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１４３
）　

編
集
者
注
：
﹃
法
の
精
神
﹄。

（
１４４
）　

編
集
者
注
：P

ater est is quem
 nuptiae dem

onstrant.

（
１４５
）　

訳
注
：
原
文
で
はla possession

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
身
分
占
有
（possession d’ état
）
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ポ
ル
タ
リ
ス
の
こ
の
鑑
定
意
見
書
に
お

�
五
�
四
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い
て
、
身
分
占
有
に
対
し
て
な
さ
れ
た
最
初
の
言
及
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
法
院
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
適
法
化
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
身
分
占
有
の
法
理

に
依
拠
し
た
。
身
分
占
有
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
参
照
。
水
野
紀
子
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
子
関
係
の
決
定
と
民
事
身
分
の
保
護
（
�
）
～
（
三
）﹂
民
商
�
〇
四
巻
�
号
、

三
号
、
�
〇
五
巻
�
号
、
伊
藤
昌
司
﹁
フ
ラ
ン
ス
親
子
法
に
お
け
る
身
分
占
有
﹂
林
良
平
・
甲
斐
道
太
郎
編
集
代
表
﹃
谷
口
知
平
先
生
追
悼
論
文
集
�　

家
族
法
﹄（
信
山
社
、

�
�
�
�
年
）
�
〇
三
～
�
�
�
頁
、
山
田
梨
花
﹁
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
身
分
占
有―

要
素
・
性
質
・
証
明
﹂
法
学
政
治
学
論
究
�
�
号
�
�
～
�
〇
五
頁
、
土
志
田
・
前

掲
注
（
３
）
及
び
そ
の
引
用
文
献
参
照
。

（
１４６
）　

訳
注
：O

rdonnance rendue sur les plaints et doléances des états-généraux assem
blés à B

lois en novem
bre 1576, relativem

ent à la police générale 

du royaum
e, dans Isam

bert, T
aillandier et D

ecrusy, op. cit., t.14, P
aris, 1829, pp.380-392. 

こ
の
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
�
�
�
条
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
洗
礼
、
婚
姻
、
埋
葬
の
登
録
簿
（
教
区
簿
冊
）
を
王
国
の
裁
判
所
に
運
ぶ
よ
う
命
じ
て
い
る
（
土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
﹂
名
法
�
四
〇
号
�
�
�
～
�
�
�
頁
）。

（
１４７
）　

編
集
者
注
：Jus civile est quod neque in totum

 a naturali vel gentium
 recedit nec per om

nia ei servit. ff. D
e justitia et jure, tit.Ⅰ

.

（
１４８
）　

編
集
者
注
：
わ
れ
わ
れ
の
習
俗
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
こ
の
原
則
の
源
泉
は
カ
ノ
ン
法
の
中
に
あ
る
：chapitre XⅤ

, t.Ⅹ
, errore qui filii sunt legitim

i.

（
１４９
）　

編
集
者
注
：
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
［D

’ A
guesseau

］
が
そ
の
弁
論
に
お
い
て
。

（
１５０
）　

編
集
者
注
：
﹁
有
名
な
訴
訟
［C

auses célèbres

］﹂
の
第
�
四
巻
：
ケ
ル
バ
ビ
ュ
［K

erbabu

］
嬢
の
婚
姻
。

（
１５１
）　

編
集
者
注
：C

ontra legem
 facit, qui id facit quod lex prohibit, liv.X

XⅡ
, ff. liv.X

V.

（
１５２
）　

編
集
者
注
：E

t si nihil m
utandum

 est ex solem
nibus tam

en ubi aequitas poscit, subveniendum
 est, liv.Ⅰ

, ff.D
e integr. restit.

（
１５３
）　

編
集
者
注
：N

onnunquam
 jus etiam

 pro necessitudine dicim
us,Ⅰ

.XⅡ
, ff. D

e leg.

（
１５４
）　

編
集
者
注
：D

em
issis in obscure vitam

 degentibus m
atrim

oniorum
, libertatem

 perm
itti, iis autem

 qui in excelso aetatem
 agunt in m

axim
a fortuna 

m
inim

am
 esse licentiam

. Sallustius.

（
１５５
）　

編
集
者
注
：N
ovelle L

X
XⅣ

, cap.Ⅳ
, loi 23, parag.7, cod. D

e nuptiis. 

（
１５６
）　

編
集
者
注
：
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
高
等
法
院
次
席
検
事
セ
ル
ヴ
ァ
ン
氏
の
演
説
。
訳
注
：Servan, D

iscours de Servan, avocat général au P
arlem

ent de G
renoble, 

dans la cause d’ une fem
m

e protestante, G
renoble, 1767.

セ
ル
ヴ
ァ
ン
［Joseph-M

ichel-A
ntoine Servan, 1737-1807

］
は
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
高
等
法
院
次
席

検
事
で
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
友
人
で
あ
っ
た
。
�
�
六
六
年
に
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
高
等
法
院
で
行
っ
た
﹃
刑
事
裁
判
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
演
説
［D

iscours sur l’ 

adm
inistration de la justice crim

inelle

］﹄
で
有
名
に
な
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
�
�
�
～
�
〇
�
頁
参
照
。
な
お
、
セ
ル
ヴ
ァ
ン
の
そ
の
他

の
刑
事
法
改
革
に
関
す
る
主
張
に
つ
い
て
は
、
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
�
三
�
～
�
四
三
頁
参
照
）。
�
�
�
�
年
か
ら
�
�
〇
�
年
ま
で
ス
イ
ス
で
暮
ら
し
、
帰
国
す
る
と

�
五
�
五
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

元
老
院
議
員
に
任
命
さ
れ
た
。
本
文
中
の
セ
ル
ヴ
ァ
ン
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
六
�
～
六
�
頁
参
照
。

（
１５７
）　

編
集
者
注
：
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
引
用
し
た
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
。

（
１５８
）　F

enet

（P. A
.

）, R
ecueil com

plet des travaux préparatoires du C
ode civil, t.9, 1827, pp.155-156.

（
１５９
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁（
�
）﹂
名
法
�
四
〇
号
�
四
�
頁
。

（
１６０
）　L

abrousse
（E

.

）, U
ne foi, une loi, un roi? L

a révocation de l’ édit de N
antes, P

aris, 1985, p.73. 

な
お
、
ラ
ブ
ル
ー
ス
［L

abrousse

］
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
原
型
は
�
五
〇
〇
年
頃
の
﹁
�
人
の
神
、
�
人
の
王
、
�
つ
の
信
仰
、
�
つ
の
法
［U

ng D
ieu, ung R

oy, une F
oy, une L

oy

］﹂
と
い
う
格
言
に
あ
る
と
さ
れ

る
（Ibid.

）。
た
だ
し
、
筆
者
に
は
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
さ
ら
に
遡
っ
て
、
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
四
章
第
五
節
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の
言
葉
﹁
主
は
�
人
、
信
仰

は
�
つ
、
洗
礼
は
�
つ
﹂（﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
三
五
六
頁
）
に
根
拠
を
も
つ
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
パ
ウ
ロ
は
、
こ
の
�
致
の
勧
告
を
し

た
直
後
に
、
こ
の
統
�
性
を
構
成
す
る
個
々
人
に
キ
リ
ス
ト
が
与
え
た
賜
物
の
多
様
性
を
強
調
し
て
お
り
（
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
四
章
第
�
節
﹁
し
か
し
、
わ
た
し

た
ち
�
人
�
人
に
、
キ
リ
ス
ト
の
賜
物
の
は
か
り
に
従
っ
て
、
恵
み
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。﹂、
お
よ
び
、
同
第
�
�
節
﹁
そ
し
て
、
あ
る
人
を
使
徒
、
あ
る
人
を
預
言
者
、

あ
る
人
を
福
音
宣
教
者
、
あ
る
人
を
牧
者
、
教
師
と
さ
れ
た
の
で
す
。﹂（﹃
聖
書　

新
共
同
訳
﹄
前
掲
注
（
63
）
三
五
六
頁
））、
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
は
上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

つ
硬
直
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

（
１６１
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., p.140.

（
１６２
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., p.177.

（
１６３
）　Ibid.

（
１６４
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., p.178.

（
１６５
）　

関
口　

晃
﹁
妻
の
法
律
的
地
位
﹂
江
川
英
文
編
﹃
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
�
五
〇
年
（
上
）﹄（
有
斐
閣
、
�
�
五
�
年
）
�
�
�
～
�
�
�
頁
。

（
１６６
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., t.1, p.504

（
訳
文
は
ポ
ル
タ
リ
ス
（
野
田
良
之
訳
）﹃
民
法
典
序
論
﹄（
日
本
評
論
社
、
�
�
四
�
年
）
六
六
～
六
�
頁
に
よ
る
）.

（
１６７
）　G

ilbert de V
oisins, M

ém
oires sur les m

oyens de donner aux protestants un état civil en F
rance

は
�
�
六
�
年
あ
る
い
は
�
�
六
�
年
に
著
さ
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
�
�
�
�
年
で
あ
る
（B

onifas

（E
.-C

.-F.

）, L
e m

ariage des protestants depuis la réform
e jusqu’ à 1789, thèse, P

aris, 1901, 

p.176; R
obert （D

.

）, op. cit., p.213

）。
ボ
ニ
フ
ァ
ス
に
よ
れ
ば
、
当
時
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
は
国
務
顧
問
官
（conseiller d’ E

tat

）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（Ibid., p.128

）。
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
［P

ierre G
ilbert de V

oisins, 1684-1769
］
は
、
高
等
法
院
貴
族
の
家
系
に
生
ま
れ
、
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
の
国

王
弁
護
士
、
大
顧
問
会
議
議
長
を
歴
任
し
た
。

�
五
�
六
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�

（
１６８
）　Ibid.

（
１６９
）　

山
田
・
前
掲
注
（
１４５
）
�
〇
～
�
�
頁
。
土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
�
三
～
�
六
頁
。

（
１７０
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., t.1, p.470

（
訳
文
は
ポ
ル
タ
リ
ス
（
野
田
訳
）・
前
掲
注
（
１６６
）
�
�
頁
に
よ
る
）.

（
１７１
）　F

enet

（P. A
.

）, op. cit., t.1, p.476

（
訳
文
は
ポ
ル
タ
リ
ス
（
野
田
訳
）・
前
掲
注
（
１６６
）
�
�
頁
に
よ
る
）.

（
１７２
）　F

enet
（P. A

.

）, op. cit., t.1, p.476

（
訳
文
は
ポ
ル
タ
リ
ス
（
野
田
訳
）・
前
掲
注
（
１６６
）
�
�
～
�
三
頁
に
よ
る
）.

（
１７３
）　Joseph-M

arie P
ortalis, op. cit., p.6. L

avollee

（R
.

）, op. cit., p.16.

（
１７４
）　

エ
ル
シ
ュ
［Johann Sam

uel E
rsch, 1766-1828

］
は
、
ハ
レ
で
神
学
、
歴
史
学
、
地
理
学
、
文
学
を
学
び
、
イ
エ
ナ
大
学
、
ハ
レ
大
学
で
地
理
学
、
統
計
学
の
教
授
を

務
め
た
。A

llgem
eines R

epertorium
 der L

iteratur

（8 B
de, 1793-1807

）、A
llgem

eine L
iteraturzeitung

を
刊
行
し
て
、
多
く
の
定
期
刊
行
物
の
大
小
の
論
文
を

記
載
し
た
と
さ
れ
る
。

（
１７５
）　L

educ

（E
.

）, P
ortalis, P

aris, 1990, p.29.

（
１７６
）　

ム
ル
ト
ゥ
ー
［P

aul C
laude M

oultou, 1730?-1787

］
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
親
交
が
あ
り
、
頻
繁
に
文
通
し
て
い
た
。

彼
は
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
の
友
人
で
も
あ
り
、
ル
ソ
ー
か
ら
託
さ
れ
た
手
稿
を
�
�
�
�
年
に
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
事
件
の
カ
ラ
ス
の
家
族
に
避
難
所

を
提
供
し
た
。

（
１７７
）　Joseph-M

arie P
ortalis, op. cit., p.6. L

avollée
（R

.
）, op. cit., p.16. B

oullée （M
. A

.

）, E
ssai sur la vie, le caractère et les ouvrages de J.-E

.-M
. P

ortalis, 

P
aris, 1859, pp.9-10. 

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
こ
の
手
稿
本
の
欄
外
に
こ
の
よ
う
な
評
価
を
書
き
込
ん
で
お
り
、
こ
の
手
稿
本
は
ポ
ル
タ
リ
ス
の
子
孫
の
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
（L

avollée （R
.

）, op. cit., pp.16-17. B
oullée （M

. A
.

）, op. cit., pp.9-10

）。
な
お
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
、
�
�
�
〇
年
�
〇
月
�
�
日
付
の
ム
ル
ト
ゥ
ー

宛
て
の
手
紙
で
、﹁
す
べ
て
を
読
ん
だ
後
で
、
私
は
、
こ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
法
律
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
論
説
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
。
そ
れ
よ
り
明
白
な
こ
と
は
何
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
法
律
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
私
は
、
エ
ク
ス
高
等
法
院
が
そ
れ
ら
の
法
律
を
破
棄
す

る
こ
と
を
望
む
。（
中
略
）
婚
姻
に
関
す
る
こ
の
論
説
の
著
者
に
関
し
て
は
、
あ
な
た
は
、
彼
に
、
望
む
限
り
、
ヴ
ェ
ル
ソ
ワ
と
フ
ェ
ル
ネ
ー
で
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
、
結

婚
式
で
踊
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
等
法
院
（
エ
ク
ス
高
等
法
院
の
こ
と―

訳
注
）
が
、
そ
れ
で
も
や

は
り
勅
令
に
違
反
し
て
あ
な
た
が
た
の
婚
姻
を
有
効
と
認
め
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
私
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
高
等
法
院
を
ほ
め
る
で
あ
ろ
う
。﹂（T

he com
plete w

orks of 

V
oltaire, 121, O

xfordshire, 1975, B
est. D16708

）
と
書
い
て
い
る
が
、こ
れ
は
日
付
と
名
宛
て
人
、言
及
さ
れ
た
高
等
法
院
名
か
ら
し
て
、お
そ
ら
く
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑

定
意
見
書
﹄
の
手
稿
本
を
読
ん
で
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
（﹁
婚
姻
に
関
す
る
こ
の
論
説
﹂
は
ポ
ル
タ
リ
ス
の
﹃
鑑
定
意
見
書
﹄
を
指
す
）
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

�
五
�
�
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

（
１７８
）　

ラ
ン
ゲ
［Sim

on-N
icolas-H

enri L
inguet, 1736-1794

］
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
ラ
ン
ス
［R
eim

s

］
に
生
ま
れ
た
。
�
�
六
四
年
に
弁
護
士
登
録
。
宗
教
の
神
聖
さ

を
犯
す
犯
罪
が
問
題
に
な
っ
た
ラ
・
バ
ー
ル
事
件
で
、�
�
六
六
年
に
訴
訟
趣
意
書
を
書
き
、こ
れ
が
彼
の
名
声
を
�
躍
高
め
た
（
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
�
五
～
�
六
頁
参
照
）。

�
�
六
�
年
、
代
表
作
﹃
市
民
法
の
理
論
［T

héorie des loix civiles ou principes fondam
entaux de la société, L

ondres, 1767, 2 vol.

］﹄
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の

毒
舌
ゆ
え
に
弁
護
士
会
の
中
で
孤
立
し
、
�
�
�
四
年
に
弁
護
士
会
か
ら
除
名
さ
れ
た
。﹃
政
治
・
文
芸
新
聞
［Journal politique et littéraire

］﹄
や
﹃
�
�
世
紀
の
政
治
・

社
会
・
文
芸
年
誌
［A

nnales politiques et littéraires

］﹄
を
編
集
し
、
筆
禍
事
件
に
よ
り
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
監
獄
に
投
獄
さ
れ
、﹃
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
回
想
［M

ém
oires sur la 

B
astille, 1783

］﹄
を
著
し
た
。
�
�
�
四
年
に
専
制
政
治
を
擁
護
し
た
と
の
理
由
で
処
刑
さ
れ
た
。
ラ
ン
ゲ
に
つ
い
て
は
、
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
�
五
～
�
六
頁
、
ラ
ン

ゲ
（
安
斉
和
雄
訳
）﹃
バ
ス
チ
ー
ユ
回
想
﹄（
現
代
思
潮
社
、
�
�
六
�
年
）
�
�
五
～
�
�
�
頁
、C

ruppi 

（J.

）, U
n avocat journaliste au XⅧ

e siècle, L
inguet, 

P
aris, 1895 

参
照
。

（
１７９
）　Joseph-M

arie P
ortalis, op. cit., p.6.

（
１８０
）　

�
�
世
紀
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
は
、
法
服
貴
族
と
し
て
ド
・
カ
テ
ラ
ン
［D

e C
atelan

］
家
（
本
家
）
と
そ
の
分
家
で
あ
る
ド
・
カ
テ
ラ
ン
・
ド
・
コ
モ
ン
［D

e C
atelan 

de C
aum

ont

］
家
が
あ
り
、
多
数
の
司
法
官
を
輩
出
し
て
い
た
。
こ
こ
で
ラ
ヴ
ォ
レ
ー
が
言
及
し
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
代
か
ら
す
る
と
、

エ
チ
エ
ン
ヌ
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
＝
ア
マ
ー
ブ
ル
・
ド
・
カ
テ
ラ
ン
・
ド
・
コ
モ
ン
［E

tienne-F
rançois-X

avier-A
m

able D
e C

atelan de C
aum

ont, 

1726-?

］（
�
�
五
〇
年
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
高
等
法
院
評
定
官
に
就
任
）
か
そ
の
息
子
ジ
ャ
ン
＝
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
カ
テ
ラ
ン
・
ド
・
コ
モ
ン
［Jean-A

ntoine D
e 

C
atelan de C

aum
ont, 1759-1834

］（
�
�
�
�
年
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
高
等
法
院
評
定
官
に
就
任
）
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
宮
崎
揚
弘
﹃
フ
ラ
ン
ス
の
法

服
貴
族―

�
�
世
紀
ト
ゥ
ル
ー
ズ
の
社
会
史
﹄（
同
文
舘
、
�
�
�
四
年
）
�
〇
�
～
�
〇
四
頁
参
照
）。

（
１８１
）　

タ
ル
ジ
ェ
［G

uy-Jean-B
aptiste T

arget, 1733-1807

］
は
、
�
�
五
�
年
に
パ
リ
高
等
法
院
弁
護
士
と
な
っ
た
。
大
法
官
モ
ー
プ
ー
［M

aupeou

］
の
司
法
改
革
に
抗

議
し
て“L

ettre d’ un hom
m

e à un autre hom
m

e”

を
著
す
。
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
首
飾
り
事
件
で
ロ
ー
ア
ン
［R

ohan

］
枢
機
卿
の
弁
護
を
務
め
る
。
�
�

�
�
年
に
全
国
三
部
会
に
第
三
身
分
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。
�
�
�
〇
年
に
憲
法
制
定
議
会
議
長
に
就
任
。
国
民
公
会
に
お
い
て
ル
イ
�
六
世
の
弁
護
を
す
る
こ
と
を
拒

む
こ
と
を
健
康
上
の
理
由
で
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
後
に
、
破
毀
裁
判
所
判
事
と
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
か
ら
刑
事
法
改
革
に
関
与
し
て
い
た
が
、

刑
法
典
の
準
備
作
業
に
参
加
し
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
市
民
権
回
復
に
も
努
め
た
と
さ
れ
る
（
石
井
・
前
掲
注
（
15
）
�
�
五
、
�
�
�
、
�
�
〇
、
�
�
五
、
�
�
六
頁

参
照
）。

（
１８２
）　

全
国
三
部
会
［E

tats généraux

］
の
議
員
が
、
彼
ら
の
属
す
る
階
層
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
の
に
対
し
、
名
士
会
［A

ssem
blée des N

otables

］
の
議
員
は
国
王
に
よ
り

個
別
的
に
緊
急
時
に
召
集
さ
れ
、
国
王
の
諮
問
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
名
士
会
は
�
�
�
�
年
に
召
集
さ
れ
た
名
士
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

�
五
�
�
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�
�

（
オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
（
塙
訳
）・
前
掲
注
（
３
）
�
〇
〇
�
、
�
〇
〇
�
頁
参
照
）。

（
１８３
）　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
侯
爵
［M

arie-Joseph-P
aul-R

och-Yves-G
ilbert M

othier, m
arquis de L

a F
ayette, 1757-1834

］
は
、
軍
人
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に

参
加
し
、
独
立
軍
の
少
将
に
任
命
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
�
�
�
�
年
の
名
士
会
の
議
員
と
な
り
、
�
�
�
�
年
の
全
国
三
部
会
に
は
貴
族
選
出
の
議
員
と
し
て
参
加
し
た
。
人

権
宣
言
の
起
草
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
�
�
�
�
年
協
会
、
フ
イ
ヤ
ン
派
を
結
成
し
、
立
憲
君
主
制
を
主
張
し
た
が
、
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
事
件
で
パ
リ
市
民
に
発

砲
し
て
人
望
を
失
っ
た
。
�
�
�
�
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
亡
命
し
、
捕
虜
と
な
っ
た
。
帰
国
後
、
第
�
帝
政
下
で
は
政
治
的
な
役
職
に
は
就
か
な
か
っ
た
が
、
ワ
ー
テ
ル
ロ

ー
の
戦
い
の
後
、
下
院
議
長
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
退
位
を
主
張
し
た
。
王
政
復
古
期
に
は
下
院
議
員
と
し
て
反
政
府
派
に
属
し
た
。
�
月
革
命
時
に
は
国
民
軍
総
司
令
官
に

選
ば
れ
、
オ
ル
レ
ア
ン
公
を
王
位
に
つ
け
る
こ
と
に
寄
与
し
た
が
、
�
月
王
政
下
で
は
反
政
府
派
に
属
し
た
。

（
１８４
）　L

avollée （R
.

）, op. cit., p.17.

（
１８５
）　P

oton （D
.

）, L
a F

rance de l’ édit de F
ontainebleau, dans Saupin （G

.

） （sous la direction de

）, Tolérance et intolérance de l’ édit de N
antes à nos 

jours, R
ennes, 1998, p.66.

（
１８６
）　D

e F
elice （G

.

）, op. cit., pp.545-546.

（
１８７
）　

ラ
ボ
ー
・
サ
ン
＝
テ
チ
エ
ン
ヌ
［Jean-P

aul R
abaut-Saint-E

tienne, 1743-1793

］
は
、
南
仏
ニ
ー
ム
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
﹁
荒
野
の
教
会
﹂
の
牧
師
と
し
て
知
ら

れ
た
ポ
ー
ル
・
ラ
ボ―

［P
aul R

abaut, 1718-1794
］
の
息
子
で
あ
る
。
彼
自
身
も
ニ
ー
ム
で
牧
師
を
し
て
い
た
が
、
パ
リ
に
赴
き
、
マ
ル
ゼ
ル
ブ
や
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
や

テ
ュ
ル
ゴ
ー
［A

nne R
obert Jacques T

urgot, 1721-1781

］（
ル
イ
�
六
世
の
下
で
�
�
�
四
年
に
財
務
総
監
に
就
任
し
、
自
由
主
義
経
済
理
論
に
基
づ
く
政
治
・
経
済
・

社
会
の
全
面
的
な
改
革
を
目
指
し
た
（
そ
の
中
に
は
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
復
活
も
含
ま
れ
て
い
た
）
が
、
急
進
的
だ
っ
た
た
め
、
孤
立
し
、
�
�
�
六
年
に
失
脚
し
た
（
柴
田
三

千
雄
・
樺
山
紘
�
・
福
井
憲
彦
編
・
前
掲
注
（
12
）
�
�
�
～
�
�
�
頁
）。
�
�
五
四
年
に
﹃
調
停
者
ま
た
は
目
下
の
問
題
に
関
す
る
聖
職
者
か
ら
司
法
官
へ
の
手
紙
［L

e 

C
onciliateur ou lettre d’ un ecclésiastique à un m

agistrat sur les affaires présents

］﹄
を
著
し
て
、
市
民
の
身
分
を
固
定
す
る
の
は
洗
礼
や
婚
姻
の
秘
跡
で
は
な

い
こ
と
を
主
張
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
す
る
市
民
的
寛
容
を
説
い
た
（
土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
六
六
～
六
�
頁
））
ら
と
接
触
し
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
民
事
身
分
を
付
与
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
�
�
�
�
年
の
寛
容
令
）。
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
始
ま
る
と
、
�
�
�
�
年
に
国
民
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
、
人
権

宣
言
が
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
信
仰
の
自
由
を
保
障
す
る
も
の
と
な
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
な
ど
、
人
権
宣
言
の
制
定
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
（
�
�

�
�
年
�
月
�
三
日
の
ラ
ボ
ー
・
サ
ン
＝
テ
チ
エ
ン
ヌ
の
演
説
に
つ
い
て
は
、
木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
五
〇
～
�
五
四
頁
、
富
永
茂
樹
編
﹃
資
料　

権
利
の
宣
言―

�
�
�
�
﹄

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
�
〇
〇
�
年
）
�
五
四
～
�
六
�
頁
参
照
）。
�
�
�
〇
年
に
憲
法
制
定
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
る
。
国
民
公
会
議
員
と
な
る
が
、
国
王
の
死

刑
に
反
対
票
を
投
じ
、
ジ
ロ
ン
ド
派
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
（
木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
〇
�
～
�
〇
�
頁
参
照
）。

�
五
�
�



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
五
巻
五
号�

�
〇

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
ポ
ル
タ
リ
ス
の
鑑
定
意
見
書
に
つ
い
て

（
１８８
）　

マ
ル
ゼ
ル
ブ
［C

hrétien-G
uillaum

e de L
am

oignon de M
alesherbes, 1721-1794

］
は
、
大
法
官
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
ラ
モ
ワ
ニ
ョ
ン
［G

uillaum
e de 

L
am

oignon

］
の
息
子
で
あ
り
、
パ
リ
高
等
法
院
評
定
官
、
パ
リ
租
税
法
院
院
長
、
出
版
統
制
局
長
を
歴
任
し
、
百
科
全
書
の
出
版
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
ル
イ
�
五
世
に
新

税
制
を
建
言
し
、
モ
ー
プ
ー
の
司
法
改
革
に
反
対
し
た
た
め
追
放
さ
れ
た
が
、
ル
イ
�
六
世
に
よ
り
復
帰
を
許
さ
れ
、
�
�
�
五
年
に
宮
内
大
臣
に
就
任
し
た
。
�
�
�
�
年

に
無
任
所
の
国
務
大
臣
に
就
任
し
、
寛
容
令
の
起
草
に
当
た
っ
た
。
�
�
�
�
年
に
、
国
民
公
会
で
国
王
ル
イ
�
六
世
の
弁
護
人
を
務
め
、
処
刑
さ
れ
た
。

（
１８９
）　D

elteil
（J.
）, R

em
arques juridiques sur l’ édit de tolérance de 1787, dans C

olloque de N
îm

es, les R
abaut du désert à la R

évolution, 1988, p.137.

（
１９０
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
�
�
～
�
三
頁
。

（
１９１
）　

富
永
・
前
掲
注
（
１８７
）
六
六
頁
。
た
だ
し
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
＝
テ
イ
ヤ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
�
�
�
�
年
に
刊
行
さ
れ
た
タ
ル
ジ
ェ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
問
題
に
関
す
る
著
書

の
書
名
は
﹃
内
務
顧
問
会
議
に
お
け
る
プ
テ
ィ
家
の
人
々
に
対
す
る
ダ
ン
グ
リ
ュ
ー
ル
侯
爵
夫
人
の
訴
訟
に
関
す
る
鑑
定
意
見
書
［C

onsultation sur l’ affaire de la 

dam
e M

arquise d’ A
nglure contre les sieurs P

etit au C
onseil des dépêches

］﹄
と
な
っ
て
い
る
（L

efebvre-Teillard

（A
.

）, L
es problèm

es juridiques 

posés par l’ E
dit de 1787, dans B

ulletin de la Société de l’ histoire du protestantism
e français, 134e année, avril-m

ai-juin 1988, p.241

）。

（
１９２
）　E

dit concernant ceux qui ne font pas profession de la religion catholique, V
ersailles, novem

bre 1787, dans Isam
bert, T

aillandier et D
ecrusy, op. 

cit., t.21, P
aris, 1830, pp.472-478.

（
１９３
）　

木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
�
�
～
�
三
�
頁
、
土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
�
�
～
�
〇
四
頁
。

（
１９４
）　

土
志
田
・
前
掲
注
（
３
）﹁
�
・
完
﹂
名
法
�
四
�
号
�
�
～
�
〇
頁
。

（
１９５
）　E

dit concernant ceux qui ne font pas profession de la religion catholique, V
ersailles, novem

bre 1787, dans Isam
bert,  T

aillandier et D
ecrusy, op. 

cit., t.21, P
aris, 1830, pp.473

（
訳
文
は
、
木
㟢
・
前
掲
注
（
３
）
�
�
�
頁
に
よ
る
）.

�
五
�
〇




